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プロローグ　幼い恋心と麗しの皇太子






　ここはオルティング公爵家の庭園。空がオレンジ色に染まった夕暮れ時刻どき。

　ニーニャは、腹違いの義姉あねロザミアから必死に逃げ回っていた。

　ロザミアはニーニャより二歳年上の十歳だが、身体の発達が縦にも横にも人並以上であった。

　その大きな身体と攻撃性で追いかけられたら、逃げることは不可能である。

　それでも諦めず足を止めないでいるのは、ロザミアが破れたヌイグルミよりひどい扱いをニーニャに強いるからだ。

　とうとう噴水の前でロザミアに捕まると、馬乗りになって顔を殴られる。

　髪を引っ張り、爪で顔を掻き、足蹴にしては平手で打ち据え、ありとあらゆる暴行を加えてきた。

「やぁっ……やめて！　ロザミアお義姉様っ……！」

「黙りなさい！　お義姉様なんて呼ぶな！　妾の子め！　お母様を苦しめた罰だ！　これは躾なんだからね！」

　ロザミアは、ことあるごとにニーニャは生まれてきたこと自体罪だと言う。

　そして、時折こうやって罰だ躾だと称して暴力を振るうのだ。

「痛いっ！　誰かっ……助けてっ……！」

　どんなに助けを求めても、ロザミアの暴挙を止める者はいない。

　メイドにいたっては、遠巻きにクスクスと笑いながら見物しているほどだ。

「あら、生意気にも抵抗しているわよ。往生際が悪いわ」

「妾の子でも一応はオルティング公爵家の一員なのに無様よねえ」

　メイドだけではない。オルティング公爵家当主も、夫人も同じである。現場を目にしたとしても、興味がないというふうにどこかへ行ってしまう。

　驚くべきことに、誰ひとりとしてニーニャのことは助けてくれなかった。

　唯一、ニーニャの乳母であるリザだけが、途中で声をかけてくるくらいだ。

「ロザミアお嬢様。気が済みましたか？　そろそろ夕食の時間なのでニーニャを屋根裏部屋に戻してもよいでしょうか？」

　ロザミアは爽快な表情で、押し潰していたニーニャの上から下りた。

「ええ、気が済んだわぁ。ああ、スッキリしたぁ。ピアノの先生が厳しくてイライラしていたのよねぇ」

　そこへ呼応したようにメイドも割って入ってきた。

「ロザミアお嬢様もお仕度がございますよ。皇室の方との晩餐会がございます」

「そうだわ！　イーサン皇太子殿下は来られたのぉ？」

　メイドはみな、ニーニャへの態度とは打って変わってロザミアに対しては笑顔を見せる。

「はい。先ほど皇室の紋章が入った馬車が到着いたしました」

「楽しみだわぁ！　イーサン皇太子殿下に気に入られたらどうしましょ！」

「ロザミアお嬢様はこんなにも愛らしいのですもの。気に入られるに決まっていますわ」

「ロザミアお嬢様と皇太子殿下のお見合いだと聞いていますよ。急がないと」

「そうねぇ。精一杯着飾らないとぉ！」

　去る間際にも、倒れ込んで動けないニーニャを爪先でつついてくる。

「リザ、あんたはこのゴミを片づけなさい。ほんと、わたくしの鬱憤晴らしくらいにしかならないんだからぁ！」

「はい。承知いたしました」

　メイドはニーニャを一瞥するだけで、ロザミアと一緒に屋敷に戻ってしまった。

　リザは恭しく一礼すると、全身足跡だらけのニーニャを怒鳴りつけた。

「ニーニャ！　さっさと立ち上がりなさい！　これ以上ロザミアお嬢様を刺激してはダメよ！」

「は……はい……」

　そう言うとリザは、ロザミアの後を追いかけるように小走りで駆けていった。

「う……ぅ……」

　軋む身体を宥めて、なんとか起き上がる。

（早く屋根裏部屋に行かないと……また怒られちゃう……）

　ヨロヨロと歩いていると、突然目の前に美しい少年が立った。

「君、大丈夫かい？」

　暮れゆく夕日を背に、サラサラの金髪が風にそよいでいる。

　ニーニャを心配げに見つめる表情からは、彼の温情深さが伝わってくる。

「顔はあざだらけだし、身体にも枯れ葉がいっぱいついているよ。誰にやられたの？」

「ロザミアお義姉さ……ロザミア様……」

　義姉と呼ぶことを嫌うロザミアに聞かれたら、またしても暴力を振るわれる。

　この美少年がどこの誰か知れないが、ニーニャは言い直した。

「なんてひどい……どこか痛いところはないかい？」

　身体中がギシギシと悲鳴を上げている。しかしニーニャは苦しいとも痛いとも口にしてはいけないと教えられていた。

　目の前の親切な少年に悲しい胸の内を訴えたい。理解してもらいたい。

　そんな思いが喉もとまで込み上げ、耐え切れなくなってポロポロと涙を零した。

「うっ……ううっ……うぇ……」

　ニーニャは、押し上がってくる感情を抑え込むことができなかった。

　激情が次から次へと溢れてくる。もう我慢できず、わんわん泣き始めてしまう。

「辛い……痛い……我慢するのはもうイヤ……もう叩かれるのも蹴られるのもイヤ……」

　少年に抱きつき、小さな両手で彼の服を掴む。

「誰か助けてっ……」

　悲痛なニーニャの訴えをどう思ったのか、少年は腕を出してか細い身体を抱きしめた。

「君は心の強い子だね」

　背中をトントンと叩いたり、頭を撫でてくれたり、慰めるような彼の仕草に、ますますニーニャは感情を止められなくなる。

「うっ……うっ……で、でも、わたしはダメな子だって……リザが、悪い子だって……」

「リザって誰だい？」

「う、乳母……生まれてきたことが罪だって……」

　ニーニャを撫でる彼の手に力が籠もる。

　泣きじゃくるニーニャは、少年の憤怒を秘めた表情を見ることができない。

　もし、くっきりと皺が寄った眉間、つり上がった目尻、鋭い眼光、歪む口角を目にしたら、その恐ろしさに身体を震わせるだろう。

　そして天使のように美しい少年は、まるでしたたかな策士のようにシニカルな笑みを浮かべた。

「私が君を助けてあげる」

　ニーニャにとって、その一言は救いであった。

　上目遣いで彼を見上げると、天使のような微笑で見返してくれる。

「お兄様が……？　本当に……？」

　高貴な印象はあるものの、どこの誰かわからない少年の一言に、ニーニャは縋りついた。

「そう。だからもう一日だけ我慢してくれる？」

　ニーニャはコクコクとなんども小さく頷いた。

　物心ついてからずっと与え続けられてきた苦痛を考えたら、一日くらいどうってことはない。

「うん、わかったわ。お兄様、優しいのね」

　ニーニャの涙に濡れた弱々しい笑顔は、少年の庇護欲をこれでもかと刺激した。




　その少年は、翌日早々に一枚の結婚証明書を持ってオルティング公爵家を訪れた。

　てっきり企画した昨夜の晩餐会が成功し、ロザミアを売り込めたと浮かれていたオルティング公爵家当主と夫人は、渡された結婚証明書を見て驚愕した。

「イ、イーサン皇太子殿下、こ、これは……」

　美貌の少年の名は、イーサン・カルディア。カルディア皇国の皇太子である。

　若干十六歳、まだ少年っぽさを残す彼は、彼らにこう言ってのけた。

「私は、オルティング公爵家がご息女ニーニャ・オルティングと結婚する。そして私の妻になる者は将来の皇后だ。ニーニャを傷つけるということは己の死を意味する。心しておけ」





第一章　十六歳と八歳の結婚式は華やかに






　ある晴れた日。

　大陸でもっとも栄えた国家であるカルディア皇国の皇太子イーサンと、オルティング公爵家ニーニャの結婚式が華やかに執り行われた。

　イーサンは十六歳になったばかり、相手のニーニャはわずか八歳である。

　カルディア皇国では、男女ともに十八歳未満の結婚は認められていない。

　しかしながら当事者が皇室に連なる場合は、その限りではなかった。

　おもに他国との政略結婚という場合に限り、政治的、社会的、経済的な事情や利益から十八歳以下でも婚姻を結ぶことができる。

　だが、この結婚はそのどれにも当てはまらない。

　本来ならば、皇帝唯一の嫡男であるイーサンは、他国から伴侶を娶るべき立場にあり、公爵家とはいえ婚外子であるニーニャは、皇室のお眼鏡にかなうどころか、かすりもしないはずであった。

　結婚後、ニーニャは皇太子宮にて暮らすこととなっている。

　花嫁修業、皇太子妃教育、名目はいくらでもあるが、周囲はみな口を揃えて八歳では早いと申し立てていた。

　企みのある者は、自分の娘や妹をこれでもかと推薦してきたが、それらをイーサンは一掃した。

　ある姑息な大臣に対しては不正行為をすっぱ抜き、とある年頃の娘を持つ公爵家に対しては娘の不貞を暴露するなど、不満の種をひとつずつ潰していったのである。

　どれもこれも、すべてイーサンが水面下で策略的に計画、実行したことだ。

　さすがの皇帝も、ここまでされたらイーサンが本気なのだと悟った。

　皇后は早々に折れたが、皇帝はニーニャとの結婚にいくつかの条件を出した。

　イーサンはその条件を、快くではないが受け入れた。

　必ずや果たすと宣言し、結婚前だというのにニーニャを皇太子妃、のちの皇后だと皇室に承諾させたのである。

　イーサンはどんな労力も惜しまない。

　愛しく大切なニーニャを守るためならば────。




　のちに、その結婚式は、まるで子どものままごとのようだと語り伝えられた。




　＊　＊




　ニーニャは天を見上げた。

　蒼い空がどこまでも高く広がり、真っ白な雲がぽっかりと浮いている。

　平和を象徴する鳩が群れをなして飛んでいった。

　時折、紙吹雪と花びらが舞い散り、爽快感で胸がいっぱいになる。

（お空、きれいだなあ）

　漠然と空を眺めていたら、たくさんの人から声をかけられた。

「ご結婚、おめでとうございます」

「おめでとうございます！　イーサン皇太子殿下！　ニーニャ皇太子妃殿下！」

　皇室専用の豪華な馬車を降りた時から、誰もが笑顔で寄ってくる。

　知らない顔ばかりなので、ニーニャは恥ずかしくて顔を上げられない。

（こんなに話しかけられたのは初めて……）

　俯いたまま、イーサンとともにチャペルへの道のりを歩いていく。

　その短い間にも、ピンクの花びらがどこからどもなく飛んできた。

　幼いニーニャはこの結婚の意味を正確に理解していない。

　ただ優しくて大好きなイーサンが、自分のことを一生守ると約束してくれる日、くらいにしか考えていなかった。

　そして可愛いドレスに袖を通すのも、髪をきれいに結い上げるのも初めてである。

（イーサンお兄様は似合っているとおっしゃってくれたけど、本当かな？　自分ではよくわからないもの）

　ニーニャは自己肯定感が低いからか、ついそんなことを考えてしまう。

　公女として正当に扱われたことがないためか、他人からの褒め言葉をあまり信用していない。

　どんな美辞麗句も、自分に向けられた言葉ではないような気がするからだ。

　だが、ウェディングドレス姿のニーニャは、誰がなんと言っても可愛らしい。

　一見、地味ともとれる茶色の髪だが、頭を飾る黄色の生花ととても相性がよかった。

　グレーの大きな瞳も、覗き込みたくなるほどキラキラと輝いている。

　頭から被せられた薄いチュールレースのヴェールには細やかな刺繍が施されており、背中までストンと伸びていた。

　純白のウェディングドレスは刺繍たっぷりのレースと上質な真珠で彩られ、小さな身体にぴったりとフィットしている。

　ふっくらとした袖口と、袖口と裾を取り巻くように縫いつけられたリボンがとても可愛らしい。

　初めてのことが多すぎて、ニーニャの歩みが遅くなる。

（わたしなんかが、こんなにもきれいなドレスを着ていいのかな。……汚したらどうしよう。怒られるかもしれない）

「イーサンお兄様。緊張してうまく歩けません」

　か細い声で呟く少女の目には、うっすらと涙が浮かんでいた。

　睫毛をはためかせると、あどけない瞳から小さな雫が流れる。

　イーサンは隣に立つ小さな女の子を目にして、庇護欲が湧き上がるのを感じた。

「私が隣にいるよ。緊張しなくていい」

「でも……こんなに可愛い靴も初めてなの。転んじゃったらどうしよう」

「大丈夫だよ。ゆっくりと歩こうね。足が痛くなったら教えて。手を繋いであげる」

　優しい声色に、ニーニャの胸から不安が消えていく。

「ありがとう。イーサンお兄様」

　微笑む彼に、ニーニャも同じように微笑み返す。

　ニーニャの隣に立つイーサンは、たいそう美しい少年である。

　容貌にはまだ幼さが残っており、体格も少年のそれであったが、緑陰色をした輝く瞳には強い意志が宿り、きゅっと閉じた唇には雄々しさを秘めている。

　八歳の少女ですら正視をためらいそうなほど、イーサンは眉目秀麗であった。

　礼装用の白軍服に金の肩章と流れるフラジェールが、彼の高貴な雰囲気をいっそう際立たせている。

　感動したニーニャは、なんどもイーサンに視線を向けた。

（イーサンお兄様が美しすぎて、もっと緊張しちゃう）

　ふたり並んで、礼拝堂の赤いカーペットに一歩足を踏み出す。

　ドームの形状をした高い天井から眩いシャンデリアが垂れ、周囲に太陽の光を反射させる。

　カーペットの左右に、まるで露払いをするかのごとく蜜蝋が一定間隔で並んでいた。

　燭台に飾られた百合を彫り込んだ蜜蝋から、柔らかなオレンジ色の炎が立ち昇る。

　祭壇の奥では、聖母を象ったステンドグラスから七色の光が注ぎ込み、神父を神秘的に包み込む。

　ふたりが歩き出すと、厳かにパイプオルガンの調べが流れた。

　八歳の少女がたどたどしく歩く姿に、微笑ましいという表情をする者もいれば、チクチクとした鋭い視線を送る者もいる。

　幼すぎることと、オルティング公爵家の不義の子が、皇太子妃に相応しいのかを見極めようとしている目だ。

　緊張しているニーニャは、来賓客の思惑に一切気がつかず、必死にイーサンの横に並ぼうとした。

（練習した時は、なんども躓つまずいちゃったけど、今日は絶対に転ばないようにしないと）

　しかし緊張するとトラブルはやはり起こるものだ。

「きゃっ……！」

　爪先がカーペットのたるみに引っかかり、ニーニャはビタンッ！　と倒れ込んでしまった。

「ニーニャ!?　大丈夫かい？」

　結婚式で躓いて転んでしまうとは、なんてできの悪い娘だろうか。

　ニーニャは自分で自分をそう評価し、すぐに蔑む性格であった。

（ううっ……わたしは本当に何をしてもダメね。でも……起き上がらなくちゃ。イーサンお兄様に恥をかかせたくないもの）

　よろよろと立ち上がると、来賓客の視線が身体を突き刺してくる。

　気を保とうとしたが、心配げなイーサンの顔を見たら我慢ができなくなってしまった。

「ふぇ……ひっく……」

　しゃっくりが出て、もう今にも泣き出しそうだ。

「イーサンお兄様。ご、ごめんなさ……」

「謝る必要はないよ。何も問題はないから」

「え……？」

　イーサンは転んだ拍子に飛んでいったブーケを拾うと、そっとニーニャに手渡した。

　そして差し出された彼の手のひらを取る。

　ぎゅっと握りしめられると、そこからイーサンの思いやりが流れ込んでくるような気がした。

「手を繋いで歩こうね。それだと上手に歩けるかな？」

「はい。イーサンお兄様。とても安心します」

　そう返すニーニャがいじらしく、イーサンの歩みが自然とゆっくりしたものになる。

　自分に向けられた冷ややかな視線も、祭壇に到着する頃には気にならなくなっていた。

　ふたり並んで祭壇に立つと、神父が厳かに口を開く。

「本日はお忙しい中、お集まりいただき誠にありがとうございます。カルディア皇国イーサン皇太子殿下と、オルティング公爵家令嬢ニーニャ様のご結婚式の立会人を務めさせていただきます」

　神父が手のひらを新郎と新婦に向ける。イーサンも同じように手のひらを向け、宣言を読み上げた。

「私たち、イーサンとニーニャは本日結婚いたします。お互いを信頼し、愛を育み、国家の発展に尽力するとここに誓います」

　イーサンの声変わりを迎えたばかりの声が礼拝堂に響く。低すぎず高すぎず、明瞭で艶を含んだ声は、ニーニャの耳に心地よい。

「わ、わたしも……」

　段取りではイーサンの後に、ニーニャが誓いの言葉を述べなければならなかった。

　しかし声が掠れて、うまく出ない。

　ヒソヒソと、侮蔑を含んだ声が参列席から聞こえてくる。

「まだ幼いもの。うまくできなくても、仕方ありませんわ」

「それにしてもねえ？　オルティング公爵家の末公女でしょう？」

「公女といっても、しょせん妾の……」

　イーサンがわざとらしくゴホゴホと咳払いをすると、噂話はピタリと止まった。

　そんな当てつけすら恐ろしくて、ニーニャはブルブルと身体を震わせてしまう。

　泣きそうになる彼女に、イーサンが柔らかい声で話しかけた。

「ニーニャ。怖がることは何もない。私と幸せに暮らすことを誓うだけだ」

　イーサンはそっと手を伸ばすと、小さな肩に手を置いた。それだけでニーニャの震えが止まる。

　しかし、ニーニャはすぐに答えられなかった。

　なんども予行練習をしたから、式の段取りは理解している。ただ、やはり本番は緊張してしまった。

　無言の彼女に、ふたたび参列席からざわめきが起こる。

　イーサンが心配そうに見下ろしてきたので、ニーニャは心を奮い立たせてぎこちなく笑った。

「はい。わたしはイーサンお兄様と、ずっと幸せに暮らします！」

　その鈴が鳴るような可愛らしい声に、一部の善良な人たちは微笑ましいと笑いを零し、腹にいちもつがある人たちは嘲笑を浮かべた。

「まあ……緊張してしまったのかもしれませんね」

「よいのではありませんか？　可愛らしいわ」

　無事、結婚の宣言を終え指輪の交換となるが、ふたりは身長差がありすぎた。

　イーサンは片膝をつくと、ニーニャの手をそっと取り、小さくほっそりとした子どもの指に指輪を通した。

　ダイヤモンドの価値はわからないが、その煌めきは八歳のニーニャに眩しすぎた。それでも大好きなイーサンから貰えたことが嬉しかった。

　ニーニャがイーサンの指に指輪をはめる番である。

　神父に指輪を渡され、彼の形がよくて長い指に指輪をはめようと試みた。

　節くれた部分が少し引っかかったが、なんとか進行どおりに終わった。

（うまくできてよかった。練習では指の関節に引っかかってモタモタしちゃったから不安だったの）

　イーサンが立ち上がると、ニーニャの額にチュッと可愛い音を立ててキスをする。

　いっせいに拍手が沸き起こり、ニーニャは自分が結婚したことをようやく実感できた。

　これからは優しいイーサンと一緒に暮らせる。それがあまりにも楽しみであった。
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　結婚式の夜。披露宴パーティは深夜まで続いた。

　皇太子宮の二階のドレスルームで、ニーニャは椅子に座っていた。

　窓からはカルディア皇国の上位貴族や、他国からの来賓客の賑わう声が聞こえてくる。

　結婚式の余韻を感じ、ニーニャは少しだけ寂しく思えた。

　ニーニャはまだ幼いから、皇太子宮に戻って寝なさいとイーサンに言われてしまったのだ。

（もっとイーサンお兄様と一緒にいたかったのに）

　窓から外を眺めパーティの様子を見たかったが、そんなことをすればリザにはしたないと怒られてしまう。

（でも……ちょっとだけならいいかな。楽しそうにしているのを覗くくらい……）

　椅子から下りようとしたその時、突然扉がガチャリと開いた。

　侍女のリザが、ムスッとした顔でドレスルームに入ってきたのだ。

　あと五分でも彼女が遅ければ、羨ましそうに窓からパーティを覗く姿を咎められたことだろう。

　ニーニャはほっと安堵し、おとなしく椅子に座ったまま身動きひとつしなかった。

「着替えます。立ち上がってください」

　ぶっきらぼうにそう告げられ、ニーニャは素直に立ち上がる。

「はい」

「ニーニャ様は平民との間に生まれた婚外子で、本来ならオルティング公爵家に足も踏み入れられないほど下賤な存在ですからね。立場をわきまえてください」

　これが彼女の口癖である。

　物心ついた時からなので、数百回どころか数千回も聞かされてきたかもしれない。

　リザはオルティング公爵家では、ニーニャの乳母であった。

　そして毎回最後は、決まってこの言葉で終わるのだ。

「わたくしは、ニーニャ様のために助言してあげているのです。外で恥をかいたら可哀想ですからね。決して虐めたいわけではありません。理解してください」

　ニーニャは彼女の言葉になんども心を痛ませた。

　だが彼女に悪気はなく、ニーニャがオルティング公爵家の恥にならないよう注意してくれているのだと考えている。

　ただ、機嫌の悪い時は耐え切れないほどの暴言を吐くことと、頻繁につねったり叩いたりすることだけはいやだった。

　しかし誰かに助けを求めることはできなかった。

　父であるオルティング公爵家当主タイラーには徹底的に無視をされ、継母である公爵家夫人イザベラと異母姉のロザミアには毛嫌いされていたからだ。

　公爵家ではニーニャは、厄介者の邪魔者であった。いつでも居場所を求め、愛と食べ物に飢えていた。

　リザは、そんなニーニャの面倒を見てくれる存在である。

　彼女が侍女として皇太子宮についてきてくれたことで、孤独感は払拭できた。

（生まれが卑しいわたしの面倒をずっと見てくれたんだもの。リザにはちゃんと従わなくちゃ）

　そんなことを考えていたら、髪をギュッと引っ張られた。

「痛い！」

　髪飾りを取る際に、リザが強く引っ張ったようだ。

　プチ……プツ……と髪が数本抜けた感触がしたというのに、リザはまったく悪びれる様子はない。

「大袈裟ですね。我慢してください。ご当主様にも我慢のできない悪い子だと、よく怒られていたでしょう？」

　ニーニャは口の中でモゴモゴと謝った。

「謝罪するなら、もっと大きな声でするのです。そんな調子だと、ご当主様の顔に泥を塗ることになりますよ」

「ごめんなさい……」

「いいでしょう。ニーニャ様が反抗的な態度を取れば、ご当主様に迷惑がかかります。皇太子妃になってまで怒られたくないでしょう？　少しは我慢というものを覚えてください」

（我慢しなきゃ。ご当主様に怒られるのはイヤ……）

「はい。わかりました」

　ニーニャは、オルティング公爵家当主タイラーをご当主様と呼ぶよう言いつけられていた。

　ニーニャが我慢できずに子どもっぽく振る舞うと、報告を受けたタイラーからしたたかに叱責される。

　オルティング公爵家を出る時に、タイラーがこう言った。

「皇太子妃になったとしても、私の耳に問題行動が入ったらすぐさまリザに躾をさせる。余計なことは言わず、おとなしくしていることだぞ」

（わたしが本物の貴族じゃないから悪いんだ。ご当主様に迷惑をかけないようにしないと）

　ニーニャはどんなに痛くても乱暴でも、ぐっと我慢するしかなかった。

　ヴェールを取り除き、髪飾りやピンを外し、ドレスも脱ぎ落とす。

　信じられないほどきつく締められたコルセットを緩めると、ほっとひと息つくことができた。

「今夜は初夜ですね」

「初夜……」

　半分以上理解できなかった皇太子妃教育の中に、閨指導というものがあった。

　そのほとんどが後日に教育するというものであったが、確か教本の中に初夜という文言があったような気がする。

　リザの前でわからないという表情をしてはならない。そんな片鱗でも見せたら怒られてしまうからだ。

　だが、さすがに初夜は、幼いニーニャの周囲で飛び交う言葉ではない。つい首を傾げてしまうのもいた仕方ないだろう。

「まあ……初夜を理解できないのですか？」

　ニーニャは恥ずかしくて、顔を赤らめて身を縮ませる。

　リザはわざとらしく眉間に皺を寄せると、蔑むようにこう言ってのけた。

「仕方ありませんわね。学のない平民の女が産んだ娘ですもの。こんなにできが悪くては、イーサン皇太子が不憫でなりません」

　イーサンの名を出されては、反論も反抗もできない。

　物心ついた時から従順さを教え込まれてきたニーニャは、小さく俯くだけにした。

「覚えておくことです。イーサン皇太子はニーニャ様を疎ましく思っているのですよ」

「そ、そんなことは……」

　結婚式でのイーサンは、優しく親切だった。どうして疎ましいと思われているなどと、リザは言うのだろうか。

「騙されてはなりません。八歳も年下の幼子を好きになるはずないでしょう。これは政略結婚ですよ？　それもカルディア皇室とオルティング公爵家のね。来賓客の手前、親切な態度を取っているだけに決まっています」

「でも、でも……イーサンお兄様からプロポーズしてくれたのよ……？」

　自分で自分の両肩を抱きしめ、ブルブルと震える。そんなニーニャを嘲笑うように、リザは口角をニイッと上げた。

「イーサン皇太子はオルティング公爵家の後ろ盾が欲しいのです。それだけですよ。ニーニャ様は分をわきまえて、おとなしく、決して口答えせず、余計なことを言わず、じっとしていればいいのです。わかりましたか？」

　何も返さずただ震えているだけのニーニャを威嚇するように、手に持つブラシを振り上げる。

「わかったのなら返事をしなさい！」

「は、はい……」

　返事をしたというのに、リザはブラシを後頭部にガツンッと当ててきた。

「いっ……」

「こらえなさい！　何もされていないというふうに、平気な顔をするのです！　それが上流貴族のたしなみというものですからね！」

　ニーニャはズキンズキンと痛む部分に手を添えることも許されず、込み上げる涙を拭うこともできなかった。

（あーあ。面倒ね。ホワイト・パレスにはメイドや侍女がウジャウジャいるから、目につくところに傷をつけられないし）

　傲慢な顔つきでニーニャを見下ろすと、リザは心中でそんなことを考えた。

　理不尽な扱いをされているにもかかわらず、ニーニャは諦念のあまり反論はしない。

　オルティング公爵家では、家人からメイドといった使用人までがニーニャを蔑み、いたぶり、そして愚弄してきたせいで、心が麻痺してしまっているのである。

　そのことを理解しているリザが、思い出したように口を開いた。

「そうだわ、オルティング公爵夫人からの伝言がありました」

「……公爵夫人から？」

　オルティング公爵夫人は、夫の不義の子であるニーニャを徹底的に嫌っていた。

　どんなに身を小さくしても、息を潜めていても、まるで存在していることすら罪悪だとでも言うように追い詰めてくるのだ。

　そんな夫人から伝言とは怪しすぎる。

「ええ。初夜についてですよ」

　またしても初夜である。

　ニーニャは嫌な予感がして、頭を左右に振った。

「いらないわ。どうせ聞いてもわからないもの」

　リザの目と表情が仄暗くなり、口角はニタァとつり上がった。

「愚かですねえ。初夜に失敗したらイーサン皇太子に嫌われますよ？」

「嫌われるのは……イヤよ……」

「だったらオルティング公爵夫人の助言をちゃんと聞くことですね」

　リザは薄ら笑いを浮かべたまま、口元に手のひらを当てると、ニーニャに耳打ちした。
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　イーサンの寝室は、皇太子宮の三階の最奥にある。

　皇太子宮は別名ホワイト・パレスと呼ばれ、白い外壁のみならず内部の調度品や絨毯、カーテンまで白を基調としていた。

　皇帝になるまでは心を清く正しくいて欲しいという戒めのためとも言われているが、真相は不明である。

　一階は、エントランスとメイドの待機部屋、そして厨房など。

　二階は大食堂、来賓客室、図書室や執務室。

　三階はイーサンと、その伴侶であるニーニャの私室や寝室がある。

　ふたりのほかには、実力を認められた警備兵と、イーサンを守る親衛隊兵しか足を踏み入れられない場所である。

　結婚式の宴の余韻も届かぬ部屋で、ニーニャはひとりぽつんとイーサンを待っていた。

　入浴も着替えも終え、大きなベッドの上に腰かけて時間を持てあます。

　サイドテーブルに置かれたランタン以外はすべて消されているので、絵本を読むことすらできない。

（イーサンお兄様。遅いなあ……）

　ランタンの横にある、天使を象った銅製の時計に視線を移す。あと数十分で日付が変わりそうな時刻である。

　普段ならすっかり夢の中という時間で、ニーニャは眠たい目を手の甲でコシコシと擦った。

　その時、コンコンとノック音がした。

「は、はい」

　ガチャリとドアを開けて部屋に入ってきたのはイーサンである。

　廊下は煌々と明るく、均整の取れたしなやかな身体が浮き上がった。

　ニーニャには時折、彼がとても神々しく見える。

　湯を使ったのであろう、すでにナイトウェアにガウンを羽織った姿で、髪が少し濡れていた。

　てっきり警備兵かと思ってベッドから下りなかったのだが、イーサンだと知った以上出迎えたい。

　パタパタと軽やかな足音を立てて近づくと、彼がにっこりと笑った。そしてすぐに、何かに気がついたように慌てる。

「ニーニャ。裸足じゃないか」

「あ……」

　イーサンが、ひょいとニーニャを抱き上げた。

　濡れた髪が頬に当たるが不快感はない。ラベンダーの香りがして安堵の心地になる。

（入浴剤の香りかな？　イーサンお兄様に似合ってる）

　イーサンは、そのままスタスタとベッドへ向かって歩いていく。

　そっとベッドに下ろされると、すぐに彼もベッドに上がってきた。

　ニーニャはリザの助言を思い出した。

『いくら八歳とはいえ、嫌われたくなければ初夜の閨で何もしないわけにはいきませんよ』

　耳打ちでこそっと、彼女はこんなことをニーニャに囁いたのだ。

『初夜は男の身体の上に乗らねばなりません。向こうが上にのしかかってくれたら、それが一番よいのですがね』

　リザが薄気味悪く笑ったが、ニーニャは嫌われたくないという言葉に反応してしまい深く考えなかった。

『そして皇太子の身体を触りまくるのです。皇太子がニーニャ様の身体を乱暴に触れてきたら……』

　リザが、喉を震わすようにしてクックックッと笑う。

『大騒ぎするのです。この幼児趣味の変態！　とね。扉の外の警護兵に聞こえるくらいの大声で叫ぶとよいでしょう』

（幼児趣味の変態……？　意味がわからない……）

『怒られたら冗談ですと返すのです。決してオルティング公爵夫人やわたくしの名を出してはいけませんよ』

　質問したいが、リザはいつでもニーニャのためとしか答えを返さない。きっと詳細は教えてくれないだろう。

　だが明日の朝には、実践したかどうかうるさく問い詰めてくるはずだ。

　イーサンが横になると、ニーニャは身体を震わせながらヨジヨジと彼の身体に乗り上がった。

「ニーニャ？」

　不思議そうな彼の腰を跨ぎ、次はどうするべきか首を傾げる。

（触りまくれ……だったっけ）

　震える手のひらで彼の胸を撫でまくると、イーサンがアハハハ……と笑い出した。

「どうしたの？　くすぐったいよ」

　イーサンが笑いながら、ニーニャの脇下に手を差し入れた。

　持ち上げられて、するっと横に寝かされる。

「もう遅いから寝ようね。明日遊んであげる」

「ほんと!?　遊んでくれるの？」

「ああ」

　イーサンが優しく微笑み、シーツを首もとまで引き上げた。

（大騒ぎなんてする必要ないよね。だって乱暴にされてないもの）

「イーサンお兄様」

　名を呼ぶと、イーサンがランタンの灯りを消してから振り向いた。

「リザがね、警備兵に聞こえるくらい騒げと言うの。普段はおとなしくしなさいとか、大声を出したらダメだってうるさいのに変だよね」

「騒げ？　なぜ？」

「うーん……と、そうしないとイーサンお兄様に嫌われるからって」

「逆じゃないか？　騒いだほうが嫌われるだろう？」

　よくよく考えたらそのとおりである。

「うん、そうよね。ちょっとよくわかんない」

「きっと、リザは適当なことを言ったんだよ」

　イーサンが意味深な表情をしてシーツに潜り込んだが、暗闇なのでニーニャの目にははっきり映らなかった。

「わたしがおかしいのかな」

「そんなことない。ニーニャは正常だよ」

　リザからは、ニーニャは賢くないから余計なことは言わないように、とよく注意される。

（イーサン様は優しいから、わたしを気遣って本当のことは言わないようにしているのね）

「きっと君の侍女が整合性の取れないことや、相反したことを言ったから混乱したんだね」

「整合性？　どういう意味かなあ？」

「ええと……たとえば、真逆のことを言うとかかな」

　ニーニャのあどけない問いに、イーサンはいつでも親切に返してくれる。

「そうね。リザは時々、そういったことがあるわ」

（イーサンお兄様はこんなにも優しいのよ。怒ったりするわけがない。今回はリザの間違いよ）

「もう寝よう。明日も早いよ」

　明日は結婚披露パレードである。

　美しい毛並みの白馬にリボンや花でデコレーションした馬車を引かせ、城下町を回る催しだ。

　ニーニャはその馬車に乗るのが楽しみで仕方がない。

　そして夜は王宮にて盛大なパーティが行われる予定だった。

　ニーニャにとって、それらすべてが初めての体験である。

「おやすみなさい。イーサンお兄様」

「おやすみ。可愛いニーニャ」

（本当にこのまま寝てしまっても大丈夫かな……リザに何か、言われないかな……）

　怒らせた時に見せる血走った目、泡を吹いて罵声を浴びせてくる大きな口、すぐに手のひらを振り上げ叩こうとするリザの姿を思い起こす。

　すると無意識に身体がブルリと震えた。

　それに気がついたイーサンがそっと手を伸ばし、ニーニャの小さな指に自分の指を絡める。

「イーサンお兄様……？」

「手を繋いで寝ようか」

　暗闇に響くイーサンの優しい声に、ニーニャの胸がふわりと浮き上がる。

　彼の手のひらがじわ……と熱くなり、そこから温もりが伝わってきた。

「うん。ありがとう」

　手のひらの温かさが全身に広がっていく。

　皇太子宮のベッドはとてもふかふかで、シーツは肌に気持ちがよかった。

　イーサンの指に、しっかりと自分の指を絡めたまま、すぐにスゥスゥと寝息を立てて眠ってしまう。

　ニーニャがすっかり寝入ったことを確認し、イーサンが上半身を少しだけ起こした。

　カーテンの隙間から差し込む青白い月の光が、彼の顔に陰影をつける。

　その表情は、優しくて親切で甘い顔立ちの紳士な皇太子ではなかった。

「よくも素直で純粋なニーニャに妙なことを吹き込んでくれたな。あの腐った性根の侍女を消してしまおうか」

　イーサンの口角が片方だけニヤリと上がる。それは紛れもなく狡猾な策士のものと言えた。

「いや……私は間もなくニーニャのそばから離れなくてはならない。しばらくの間泳がしておいて、黒幕ごと始末してやろう」

　打って変わって、イーサンは穏やかな表情でニーニャを見下ろした。

「愛するニーニャ。君を一生守ると誓おう」

　指を繋いでいるほうとは反対側の手で、彼女の柔らかな茶色の髪を掬う。

　チュッと唇とを当てて、ニーニャの可愛い寝顔を見つめる。

「しばらくそばにいられないが、私を信じて待っていて欲しい」
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　翌朝、目が覚めた時、隣にイーサンはいなかった。

　眩しい太陽が燦々と降り注ぐベッドの中、ニーニャはひとりで寝ていたのである。

　なんだか寂しくなって、キョロキョロと部屋の中を見回すが、彼はどこにも見当たらなかった。

「イーサンお兄様……？」

　これからは呼び方も変えなければならないだろうか。

　そんなことをポヤッと考えていたら、リザが起こしにくる時間であることに気がつく。

　だが、いつまで経っても誰も来ない。

　部屋履きを引っかけ、廊下への扉をそっと開けると、そこには無表情で大柄な警備兵がふたり立っていた。

「あのう……」

　小さい声で囁くと、警備兵は平坦な声で返事をした。

「いかがいたしましたか？　皇太子妃殿下」

　皇太子妃殿下という呼称に慣れていないニーニャはドキッとしてしまう。

（皇太子妃……なんだか自分のことじゃないみたい）

　警備兵は、幼いニーニャが厳つい自分たちを目にして怯えているのかと勘違いしたのだろう。

「私は皇太子妃殿下をお守りするために、剣を持ってここで構えております。怖くはありませんよ」

「ありがとうございます。ただ、リザが起こしにこないから気になって」

「リザ……侍女ですか？　ホワイト・パレスの三階は皇太子と皇太子妃、そして我々警備兵と、皇太子殿下の親衛隊兵しか入れません」

（三階にリザは上がってこられないのね。じゃあ、わたしが下りないと）

「そうだったわ。寝間着でもいいの？」

　警備兵は顔に大きな傷のある強面だが、ニーニャに優しく微笑んだ。

「はい。ドレスルームは二階ですので、皇太子殿下も寝間着で下りられます。皇太子妃殿下もどうぞ」

「はい」

　部屋履きのまま廊下を歩くが、サイズが大きいのかチマチマとした動きになってしまう。

　危なっかしいニーニャを、背後から警備兵がそわそわと見守っている。

　しかし、階段を下りる時、ニーニャの部屋履きが脱げてしまった。

「きゃぁっ！」

「危ない！」

　警備兵が手を伸ばしたが、間に合わなかった。

　階段から落ちていく途中、周囲がスローモーションのように見えた。

（頭を打っちゃう！）

　そう覚悟した時、切羽詰まったようにニーニャの名を呼ぶ声がした。

「ニーニャ！」

　今にも床に激突しそうな瞬間、ニーニャを受け止めたのはイーサンであった。

　まだ少年っぽさを残す彼が、ニーニャをしっかりと抱きしめていたのである。

「警備兵！　これはいかなることか！」

　イーサンが声を張り上げると、顔に傷のある警備兵が慌てて階段を駆け下りた。

　すぐに膝をつき、頭を垂れる。

「申し訳ございません。皇太子妃殿下をお守りする立場でありながら、このような事態になってしまいました！」

「私が通らなければニーニャはケガをしていたぞ！　責任をどう取るつもりだ！」

「命をもって……！」

（命……？　警備兵さんが命で償うと？　そんなのダメよ）

「待って、待って……イーサンお兄様」

　彼の腕を掴み、ユサユサと訴える。ニーニャの瞳には、自分の失態で罪を被せてしまった焦慮の色が浮かんでいた。

「違うの、警備兵さんのせいじゃないの」

「庇う必要はない。警備兵は君を危険に遭わせないために存在している。階段から落ちないよう手を打つべきだった」

「だって、部屋履きが大きかったんだもの。だから階段をうまく下りられなかったの。それは警備兵さんの知らないことだわ」

　イーサンは目線だけで、どこかに飛んでいった部屋履きを探した。

　近くにいたメイドが、すぐに部屋履きを手に取りイーサンに渡す。

　誰がどう見てもサイズが大きい。

「こちらは確か皇太子妃殿下のご実家から持ち込まれたものでございます。履き慣れているから寝室に置いて欲しい、とのことでした」

「サイズの合わないものを？」

（そうなの？　でもオルティング公爵家でこんな室内履きを履いたことはないのだけど……）

　ニーニャが首を傾げていると、どこからか薄ら笑いを浮かべてリザが現れた。

「失礼いたします。そちらの部屋履きは、その……なんと申しますか、成長してすぐに足がサイズに合うだろうと、わざと大きいものを用意いたしました」

　イーサンが目を眇め、リザを睨みつけた。

「……誰が、すぐに大きくなると言うのか」

「え？　ええと……ニーニャ、様です」

「貴様、侍女というからには貴族階級の女であろうが、カルディア皇国の皇太子妃を侮辱するのか」

「は？　いいえ！　そのような……」

　イーサンは事前にリザのことを調べていた。昨夜のことがなくとも、最初から不信感を抱いていた。

　彼女はオルティング公爵家の分家にあたる男爵家の夫人である。

　子をができなかったため男爵家に居場所がなく、十年前にオルティング公爵家へ奉公に出されたという経緯だ。

　今年で三十八歳なので、すでに男爵家からは見限られたと思われる。

　ニーニャが二歳の時に乳母として任命されると、すぐさま高圧的な子育てを開始した。

　その行為がオルティング公爵夫人に気に入られたリザは、その後もニーニャを抑圧し続けているのだ。

　婚外子のニーニャはオルティング公爵家に閉じ込められて育ったため、自分への扱いがあまりにも不当だと理解していない。

　そしてニーニャがイーサンに見初められ皇室に嫁ぐ際も、オルティング公爵家のゴリ押しで侍女として同行してきたのである。

　オルティング公爵家夫人から命令され、ニーニャに嫌がらせをするために送り込まれたのだと確信していた。

　それゆえ、リザに関しては早々に釘を刺したかった。このような機会を自ら生み出してくれるとはありがたい。

　イーサンは硬質的な口調でリザを追及する。

「ニーニャは皇太子妃だ。貴様のような者が軽々しく名で呼んでいい相手ではない！　それ相応の罰を受けてもらおう」

　皇室侮辱罪をチラつかされ、リザは慌ててその場で膝をついた。

「申し訳ございません！　幼少期からわたくしが面倒を見てきましたので、つい……」

「つい、なんだと言うのか。言い訳も見苦しい！」

　いつもは穏やかなイーサンが激しく激昂するので、ニーニャは驚きで身を縮ませる。

「サイズが大きすぎる部屋履きを用意し、それを咎められたらすぐに大きくなるからいいなどと！　なんとふざけた返しだ！　それでニーニャは階段から落ちたのだぞ！」

　イーサンの激昂は止まらなかった。

「皇太子妃に何かあった場合、鞭打ちどころでは済まないのだ。死刑ということもあり得る。貴様はそれでもヘラヘラと笑っていられるのか！」

「お、お許しください！」

　リザがその場でしゃがみ込み、平身低頭で土下座をする。

「そのようなつもりは、まったくございませ……」

　しかしイーサンは、リザの言い訳を最後まで聞かなかった。

「そのうえ、ホワイト・パレスのメイドや執事はすぐに駆けつけたのに、皇太子妃つきの侍女が一番遅いとはいかなることか！　貴様はオルティング公爵家に戻るがいい！」

「それは……！　こ、困ります！」

　イーサンには、リザの考えていることが手に取るようにわかった。

（冗談じゃないわ！　オルティング公爵夫人から、愚かなニーニャを周囲から孤立させるように命令されているのよ！　早々に皇太子妃には相応しくないと烙印を押させ、離婚させないと……！　そしてその後は、ロザミアお嬢様を……）

　リザは長く赤い爪をギリギリと噛み、恨みがましい目をニーニャに向けた。

　イーサンはその呪いのような視線から守ろうと、身体で彼女を隠してしまう。

「オ……オルティング公爵家当主様は、ニーニャ様……いえ皇太子妃殿下のことをたいそう大事にしておられます。だからわたくしを侍女としてホワイト・パレスに送ったのです。わたくしがオルティング公爵家に戻ってしまったら、ニーニャ様に何か問題があったのかと余計な詮索をされてしまいます」

　もっともな言い分のように見せかけているが、まったくおかしな話である。

　イーサンは、オルティング公爵家の回し者であるこの侍女が心底嫌いであった。

（詮索も何も、侍女としての役目を果たしていないから叱咤されているのに、ニーニャに問題があるかのごとく言い訳するとは、実に愚かしい）

「オルティング公爵家が皇室を詮索だと？　何様のつもりだ。貴様、その発言はオルティング公爵家を代表してのことか！」

「え……？　いえ、わ、わたくしの言い方が……悪く……決して、そのような……」

　リザは額を大理石に擦りつけんばかりに下げた。

　ニーニャにとって、滅多に顔を見ることがないオルティング公爵当主タイラーや、夫人のイザベラよりリザのほうが身近な存在だった。

　公爵家でニーニャに話しかけるのも、服の調達や食事を運んでくれるのも、すべてリザである。

　そんな彼女がオルティング公爵家に戻されてしまっては、申し訳なくなる。

　ニーニャは慌ててイーサンに取りなした。

「イーサンお兄様。リザに悪気はないのです。どうかお許しください」

　一生懸命イーサンにそうと訴えるが、彼の怒りは静まらなかった。

「そうはいかない。大事なニーニャを守るためにも、この女は……」

　階段から落ちてしまったショックより、優しいイーサンが烈火のごとく怒る姿と、ずっとつき従ってくれたリザが責め立てられる姿を見るほうが辛かった。

　悲しみが喉もとまで込み上げ、うっ……うっ……と嗚咽を漏らしてしまう。

「ニーニャ？」

　ニーニャの泣き声に焦ったイーサンが、態度を豹変させた。

「どうしたんだい？　どこか打った？　宮廷医を呼ばねば。誰か！」

　ニーニャは小さな頭を精一杯左右に振った。

　転げ落ちた時に多少は打ったが、イーサンが抱き留めてくれたので、それほどの痛みは感じない。

　この涙はリザを助けたいがための涙だ。

「違います」

　ポロポロと煌めく雫を零しながら、ニーニャは懸命に自分の意見を述べる。

「リザを許してあげて……」

　健気にそう告げる彼女に、イーサンは絶対に勝てない。

　ふう……と嘆息すると、ニーニャを抱いたまま立ち上がった。

「いいだろう。今回は見逃すことにする。次はないぞ。肝に銘じておけ」

「は、はい！」

　イーサンは、傍らで控えていた警備兵に向かってこう告げた。

「警備兵は必ず守護する存在の後ろを歩くという決まりがある。しかしニーニャに限っては、時と場合により前を歩くことを許す」

　警備兵は右手を左胸に当て、その場で膝をついた。

「寛大な処置に感謝いたします！」

「次から気をつけよ」

　イーサンはニーニャを片腕で抱っこしながら、そのままドレスルームに向かって歩いていった。

「イーサンお兄様。お優しいのね」

　結局のところ、すべてを許したイーサンは恩情深いと言えた。

「でもね、階段から落ちたのはわたしが悪いのよ。あまりみんなを責めないで」

「それでもことが起これば、誰かがその責任を取らねばならない。今回はあの侍女を恩赦したが、次もそうなるとは限らないからね」

　ニーニャはコクンと頷いた。難しいことはわからないが、自分がケガをしたら誰かが罰せられるのだ。

（気をつけないといけないわ）

「さあ、今日はパレードだよ。そろそろ着替えないとね。まずは入浴しようか」

　浴室の扉の前で、ニーニャはストンと床に下ろされた。

「はい。ここまで運んでくれてありがとうございます。イーサンお兄様」

　ニーニャが笑顔を返すと、イーサンも同じように微笑んでくれ、そのうえ頭を撫でてくれた。

「ニーニャ。私は君の夫だからね。お兄様ではなく呼び捨てでもいいのだよ」

　そうはいっても八歳も年上のイーサンを呼び捨てなどできない。

「ええと……イーサン……様？」

　両指を絡めつつ、モジモジと上目遣いでそう口にするニーニャはとても愛らしい。

「自然に言えるのを待つね」

「はい。イーサンお兄さ……ううん、イーサン様」

　イーサンは手を振ってその場を離れた。

　ニーニャが浴室に入ると、すでに四名のメイドが待ちかねたように入浴の準備をしていた。

　浴室は清潔そうな白い大理石の壁と床で構成され、アーチ型の窓からは花が咲き乱れる美しい庭園が望めるようになっている。

　すでにバスタブにはなみなみと湯が張られ、湯気が立っていた。

　湯にはピンクの花が浮かべられ、芳香が漂ってくる。

　ニーニャはメイドたちの手で、髪の毛から爪先まできれいに洗われた。

　バラの香りのするオイルで髪をしっとりさせると、茶色の髪に艶が増す。

「皇太子妃殿下。背中に打ち身のような痕がございますが、こちらはいかがなされましたか？」

　ニーニャつきの筆頭メイドであるアンナがそう問うてきた。

「背中？　……どうかな？」

　ニーニャは首を傾げて考えた。

　先ほどの件ならばイーサンが抱き留めてくれたおかげで、どこも強くは打っていない。では、いつどこでできた痕だろうか。

「それだけではございません。脇の下にも同じような痕がございます。ここは、そうぶつける場所ではないと思えますが」

　脇の下と聞いて、ニーニャは思い出した。

「ピアノがうまく弾けなかった時、リザから罰則として両手を上げて背中と脇を扇で叩かれたから、それかもしれないわ」

「扇で叩いた!?」

　メイドたちがザワ……とどよめく。

「ええ。そうしたら脇が引き締まって上手にピアノを弾けるようになるからと」

　アンナが複雑な顔でこう問うてきた。

「それで、脇を叩かれてピアノの腕が上がりましたか？」

　聞かれてニーニャは即答した。

「よくわからないの。特に上手になったような気はしなかったわ」

「……そうでしょうね」

　アンナは目を伏せると、支え手を出してニーニャをバスタブから上がらせる。

　バスタオルを手に取り、ニーニャの幼い身体に巻きつけた。

　アンナもほかのメイドも、ニーニャの手足や背中を注視する。

　それは検分するような視線だが、ニーニャはあまり気にしなかった。リザもよくそうやってニーニャの身体の傷をじっと見ていたからだ。

　すると突然「バンッ！」と大きな音が響いて、ニーニャの身体がビクンと震える。

　それは浴室のドアが勢いよく開いた音で、なぜかリザがズカズカと入ってきた。

「ノックもせずに失礼な！　皇太子妃殿下は入浴中です！」

　アンナの剣幕に気圧されたリザが、一瞬動きを止めた。

　しかし、何を思ったのか突然強気な態度に出る。

「ニーニャ様とお話があるのです。あなた方は全員出ていきなさい」

「お断りいたします」

　アンナの確固とした拒絶に、リザがまたしてもたじろぐ。

「な、なんですって……」

「見ておわかりのとおり、皇太子妃殿下は湯上がりです。このままではお風邪を召してしまいます」

「わたくしは男爵家出身で、オルティング公爵家から遣わされた侍女ですよ！　メイドごときが生意気な！」

　アンナの目つきがギラリと剣呑に光る。

「ここはホワイト・パレスで、わたしどもは皇太子殿下直轄のメイドです。いくら爵位を持たれる侍女でも勝手は許されません」

　リザの顔が怒りで真っ赤に染まる。

　ニーニャは、リザが悪い扱いをされるのは嫌だった。

「アンナ、待って。リザをそんなに責めないで」

　ニーニャはふかふかのバスタオルに包まれると、リザに向き直った。

「どうしたの？　リザ。話って何？」

「ニーニャ……いえ」

　ゴホゴホと空咳をして、リザが言い直す。

「皇太子妃殿下。室内履きの件ですが」

　すでに終わった話を蒸し返してどうしたいのだろうか？　さすがのニーニャにも強引に浴室に乗り込んでまでする話ではないと思えた。

「もういいと思うのだけど」

「よくはありません！　わたくしが皇太子殿下に怒られたのですよ！」

　イーサンが怒鳴ったのは室内履きの件だけではない。

　呼び方や、駆けつけるのが遅かったということも含まれている。

「皇太子殿下に取りなしてください。わたくしはオルティング公爵家に戻る気はないんです。わかりましたか？」

　結局のところイーサンは見逃すと口にした。何を焦る必要があるというのだろうか。

　ニーニャが何かを言う前に、アンナが呆れたように口を挟む。

「まあ！　わかりましたかなんて、皇太子妃殿下に対してなんという口の利きようでしょう」

　ほかのメイドも同意とばかりに冷ややかな表情で頷いている。

　窘められたリザは、ムッとしてあからさまに顔を歪めた。

　ニーニャとしては親切なアンナと、世話をしてもらっているリザが争う光景は見たくない。

「待って。イーサン様には取りなすから、リザはもう気にする必要はないわ」

　ほら見たことかと、鬼の首を取った顔をするリザとアンナが睨み合う。

「頼みますよ。わたくしはほかの用事で忙しいので、皇太子妃殿下の仕度はお任せします！」

　そう言い、リザは踵を返して浴室から出ていった。

　バタンッ！　と大きな音を立てて扉が閉まると、ニーニャの身体がまたしても竦んでしまう。

　リザが出ていった後、アンナを含め全員のメイドが大きく息を吐いた。

「皇太子妃殿下はお優しすぎます。つけ上がらせないよう、厳しい態度を取らねばなりません」

「でも……リザには迷惑をかけているから」

「どんな迷惑ですか？」

「存在自体が迷惑だって……」

「まあ！　あり得ないことですわ！　侍女の言葉とは思えません！」

　アンナにそう言われて、ニーニャは言葉に詰まってしまう。

　オルティング公爵家で婚外子として迫害されていたニーニャを構うのはリザだけだった。

　あの場所では、ニーニャを存在しないものとして扱うか、ロザミアのように度重なる嫌がらせをするかのどちらかである。

　悲しくて辛かったけど、虐めですら自分の存在を確かめる要因だと思えたほどだ。

　きつい物言いや言動はあるが、それでも食事を運んでくれたり、身の回りの世話をしてくれたりするのはリザだけだった。

　そのリザが、ニーニャの存在自体が周囲に迷惑をかけているとなんども言うのだから、そのとおりなのだろう。

　無言で俯くニーニャに対し、アンナが必要以上に言及することはなかった。

　身体の水分を拭われ、ドレスルームに案内される。

　アンナたちに手伝われ、城下町を回るパレード用に華やかなピンク色の可憐なドレスを着用した。

　白くて小さな花を髪に飾り、シンプルなパールのネックレスとブレスレットを身につけ、そして結婚指輪をはめる。

　最後に薄い黄色のビロード靴を履いたら、着替えは終わり。

　馬車の前ではイーサンが待っていた。

　乗り込む時、イーサンが差し出してくれた手を取り、高い階段をひとつひとつ上っていく。

　馬車の座席に向かい合って座ると、イーサンが優しく微笑んだ。

「可愛いね。ピンク色がよく似合うよ」

「ありがとう。イーサン……様」

　つい今までどおり「イーサンお兄様」と呼んでしまいそうになり、たどたどしくなる。

「何か変わったことはなかった？　嫌な思いはしていないかな？」

　ニーニャは首を傾げると、左右に振った。

「いいえ。何もありませんでした。ホワイト・パレスのみなさんはとても親切です」

　イーサンが困惑の色を浮かべた目でニーニャを見つめてくる。

「その……オルティング公爵家からついてきた侍女はどうかな？　ニーニャが嫌な思いをするなら追い返してもいいのだよ？」

　彼女はオルティング公爵家に戻る気はないと力説していた。

　多少のミスで皇太子宮を去ることになるのは嫌だろう。

「リザはちょっと口調がきついだけで悪い人ではありません。大丈夫です」

「しかし……」

「わたしが物心ついた時から面倒を見てくれていたのです。追い返したくはありません」

　ニーニャがきっぱりとそう言うと、イーサンも引き下がってくれた。

「……わかった。ニーニャの意思を尊重しよう」

「ありがとうございます。イーサン様」

　馬車が動き出すと、皇太子宮で働く人たちが手を振って見送ってくれた。

　その中にリザはいなかったが、ニーニャは特に気にしなかった。

　華やかな馬車が、城下町をゆっくりと進む。

　正装した騎兵隊が先導し、両脇や最後尾も徹底した警備を強いている。

　決して馬車の近くに寄れないのに、皇国民たちはみな我先にと手を振っていた。

　ニーニャもイーサンとともに手を振り返す。

　こんなにも幸せだと思える瞬間は今までなかった

　誰もニーニャに憎しみの目を向けないし、存在を無視しない。

　きっとこれからの人生はイーサンとともに幸せに暮らせるはず。

　そう、思っていた─────。
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　パレードが終了し、城下町はお祭りムードのまま夜を迎えた。

　街中のランタンを灯しているのか、昼間と変わらぬほどの明るさである。

　舞い散った紙吹雪と花びらが石畳みを埋め尽くしており、明日の掃除が大変だろうと推測される。

　それでも、皇国民はみな笑顔であった。

　商売店はここぞとばかりに深夜営業をして商品を売り、飲食店は肉を焼き、酒屋は酒を振る舞った。

　普段は夜更かしをすると怒られる子どもたちも、今夜ばかりは遅くまで起きていることを許される。

　なぜこんなにも皇国民が喜んでいるのかというと、それには理由がある。

　現皇帝は皇后だけに愛を誓い、側室を持たなかった。

　しかし皇后は身体が弱く、これ以上子は望めない。そのため、おのずとイーサンが皇太子となる。

　イーサンは外見も頭も優れており、性格もよいことから、皇国民に人気であった。

　その彼が結婚するということで、皇国民はみな喜ばしいのだ。

　ただ、皇太子妃となったニーニャがあまりに幼いので、皇太子の性癖を疑う者は多分に存在した。

　初夜はどうしたのか？　皇太子は八歳の幼すぎる妻に、無体な行為を強いるのか？

　ゴシップ寄りの新聞紙はこぞって煽りの記事を書き連ねていた。

　だがすぐに、それらは肩透かしであることを知る。




　城下町の喧噪とは打って変わって、王宮の謁見室は静謐であった。

　玉座に構えているのはイーサンの父、カルディア皇国の皇帝である。

　黒い髪に黒い目のほっそりとした優男で、イーサンとはあまり似ていない。

　その横の椅子に不安そうな面持ちで腰かけているのは皇后だ。

　彼女は艶やかな金髪に緑色の目を持つ、息子によく似た美貌を持つ女性であった。

　若かりし頃は『社交界のエメラルド』と誉れ高い絶世の美姫だったが、産後の肥立ちが悪く、その後も健康を害すことが多かった。

　そして金糸で縁取りされた赤い絨毯を威風堂々と歩くのは、皇太子のイーサンだ。

　若干十六歳であるが、彼の持つ王者の風格は他者を圧倒する。

　彼は玉座の前にくると、膝をつき、頭を垂れた。

「皇太子よ。約束は理解しておろうな」

「はい。皇帝陛下。もちろんでございます」

　親子とはいえ、王位にいる者と、王位を継承する者は、くだけた関係ではいられない。

　血のつながりがあっても現在は臣下である以上、イーサンは父を皇帝陛下と呼称していた。

「では、今宵のうちに出発するがよい」

　皇帝がそう告げると、イーサンは気合の返事を返す。

「はい！」

　横から弱々しい声で皇后が声をかける。

「皇帝陛下……パレードが終わったばかりです。皇太子に少しばかりの休息を……」

「ならぬ」

　皇帝は断固として皇后の提案を却下した。

「皇太子が自ら提案したことだ。我らが甘やかしては本人のためにならぬ」

　皇帝がそこまできっぱりと言い切ると、皇后は口を噤んだ。

　代わりにイーサンへ向かって、心配そうな視線を向ける。

「健康には気をつけるのですよ。あなたがどこにいてもわたくしは見守っております」

　イーサンは母の愛情に感謝し、立ち上がると深く一礼し、謁見室を後にする。

　皇太子宮に立ち寄り、三階に赴きニーニャの寝顔を確認した。

　昨日は結婚式、今日は城下町のパレード。八歳の身体では、さぞかし疲れたことだろう。

　ベッドの中を見れば、あどけない顔をしてニーニャがスゥスゥと寝息を立てていた。

　イーサンのことを待っていたのだろうか、サイドテーブルのランタンの灯りはつけられたままである。

「イーサン……お兄さ……」

　ムニャムニャと寝言を漏らすニーニャが、とても可愛らしい。

　栗の実のように美味しそうな色の髪をそっと撫で、寝顔をじっと見つめた。

　上体を屈めると、ニーニャのスベスベで柔らかい頬にそっと唇をつける。

「お兄様……むにゃぁ……」

　どうやら夢の中ではいまだに『イーサンお兄様』と呼んでいるようだ。

「ニーニャ。次に会った時は、ちゃんと名前で呼んで欲しいな」

　もう一度頭を撫で、ランタンの灯りを消す。

　なるべく音を立てないよう寝室を出て、顔に傷のある警護兵に指示を出した。

「必ずニーニャを守るように」

　警備兵は右手を左胸の上に置き、頭を下げる。

「はっ！　命に代えましても！」

　二階に下りると、メイドのアンナが控えていた。

「アンナ。ニーニャを奴らのくだらぬ企みから守ってやってくれ」

　アンナは頭を深々と下げた。

「承知いたしました。精一杯務めさせていただきます」

　イーサンが一階へ向かおうとしたら、アンナが声をかけてきた。

「皇太子妃殿下に、このまま何もおっしゃらず出発されるのですか？」

「……ああ。私が皇帝陛下と交わした条件について、ニーニャが知る必要はないからね」

　足を止めたイーサンが、振り向くことなく答えた。

「あの侍女には気をつけて欲しい。ニーニャに妙なことを吹き込むようなら……」

　イーサンの目が鋭く光り、いつもの柔和さはなりを潜める。

「容赦なく処罰してよい」

「承知いたしました」

　アンナは慇懃に頭を下げた。

　イーサンは足早にエントランスを抜け、すでに待機していたユリウスに声をかける。

「行くぞ。馬の準備はできているか」

「はい。万端です。先行軍は国境の手前の街に滞在中との連絡が入りました」

「予定どおりだな」

　ユリウスは国立軍第一騎士団の騎士団長であったが、このたびの遠征でイーサンの親衛隊隊長に任命された。

　親衛隊では最年少の二十六歳であるが、剣の腕は確かである。

　さらには黒髪、黒い目という外見も相まって、『漆黒の狼』との異名を持つ頼りがいがある男だ。

　本来は侯爵家当主であるが、平民の女性との結婚を望んでいたため、遠征でよい結果を出せたら、皇帝と皇后が彼女の後見人となる約束で親衛隊隊長を引き受けたのだ。

　ふたりは馬に乗り、城門を抜けた。

　城門兵が敬礼したので、イーサンもユリウスも敬礼を返す。

　群青色をした空にはいくつもの星が煌めいている。そのひとつが流れて消えていくのを眺めた。

「いつ戻ってこられるだろうか」

　星を見つめながらそう呟くと、ユリウスが確固とした口調で答えた。

「私がおります。一日でも早く帰還を果たせるよう、全力を尽くします」

　強く猛々しい男がそう言い切ったので、イーサンは切羽詰まっていた心境が少しだけ和らいだ。

「おまえも愛する女性を待たせることになるのだろう？　彼女が行き遅れと後ろ指をさされるのは申し訳が立たないな」

　ユリウスが朗らかにははっと笑う。

「構いませんよ。そんなそしりで泣くようなやわな女性を選んでいません。殿下もそうでしょう？」

「はは……そうだな」

　イーサンはニーニャが弱々しいとは思っていなかった。

　辛い目に遭っても不遇でも、耐える心の強さを持った少女だと信じている。

「行こう！　我らの目的を果たすために！」

「はい！」

「目指すは辺境の国境沿い。皇帝陛下に代わり領地戦を制してみせる！」

　そう意気込むと、馬の速度を速め、城下町の馬車道を駆け抜けていった。




　そうしてイーサンは各方位の思惑や推測を尻目に、十年間カルディア皇国の土を踏まなかったのである。
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　朝、ニーニャの目が覚め時、イーサンはベッドの中にいなかった。

　もそもそと目を擦りながら二階へと下りると、待ちかねていた様子のアンナが丁寧にお辞儀をし、にっこりと微笑んだ。

「皇太子妃殿下。おはようございます。朝食の用意をいたしますので、着替えをいたしましょう」

「はい。よろしくお願いいたします」

　アンナが少し困った表情を浮かべた。

「わたくしどもはメイドです。もっとくだけた話し方で構いません」

　しかしニーニャはこれまで厳しく躾られていたので、年上の女性にくだけた口調で話す習慣はなかった。

　ニーニャが困ってモジモジしていると、アンナが優しく微笑む。

「ご無理せず、ゆっくりでよいのですよ」

「……ありがとう……ございます」

　やはり丁寧に話してしまうニーニャに、アンナは笑みを返した。

「ではお仕度いたしましょう。ドレスルームに参りましょうね」

　アンナやそのほかのメイドたちと一緒にドレスルームへと向かう。

　ドレッサーの前に座り、アンナに髪を梳いてもらっていた時。

　突然ノックもなく扉が勢いよく開き、リザが入ってきた。

　相も変わらず、ニーニャを驚かせる入室の仕方だ。

「まあ！　なんと失礼な！　皇太子妃が身だしなみを整えている最中ですよ！」

　アンナが声を荒げて非難したが、リザは口を歪めて笑うだけであった。

「わたくしがやるから消えなさい、メイド風情が」

　侍女は基本、貴族の子女や夫人がするものだ。

　リザは男爵夫人であるから、平民のメイドに命令をくだすのは問題にならない。

　だが、いくらなんでも傍若無人すぎた。

「リザ、そのような言い方は失礼だわ」

　ニーニャが口を挟むと、リザの眼球がギョロリと動いた。

「こういうことは、上下関係をはっきりさせておくべきです！」

　リザの荒っぽい口調に、ニーニャの身が震えてしまう。

　機嫌が悪くなった彼女に、躾だ体罰だと鞭を振るわれてきたことで、条件反射で怯えてしまうのだ。

「わたくしは貴族！　メイドは平民！　わたくしに口答えなんてあってはいけないことなのですよ！」

「その理論ならば、そちらも皇太子妃殿下に口答えなど、もってのほかでは？」

　虚を突かれたのだろう、冷静にそう返すアンナをリザは悔しそうに睨みつけた。

「このいけすかないメイドめ！　……クビよ！　あんたなんかクビ！　どこの屋敷でも働けないようにしてやるわ！」

「ホワイト・パレスでの人事決裁権は、イーサン皇太子殿下がお持ちです。ご不在時は筆頭執事にございます。あなたに誰かをクビにはできる権限はございません」

　リザの喉がグッと鳴り、恨みがましく目尻をつり上げた。

　アンナはしらっとした顔でふたたびニーニャの髪を梳き始めた。ほかのメイドも冷ややかな態度でそれぞれの仕事を再開する。

　誰からも相手にされなくなったリザは、拳を握りしめると踵を返し、どこかへ行ってしまった。

　ニーニャは彼女が気になり、後日様子を見に行こうと思ったが、もっと気になることがほかにあって、気もそぞろになってしまった。

　イーサンがどこにも見当たらないことが心配でどうしようもない。

　最初は皇太子としての責務が忙しく、登城しているのだと思っていた。

　八歳のニーニャでは皇太子妃としての責務は果たせない。

　社交界での足場固めも、対外的な公務も無理であろう。

　だから代わりにイーサンがひとりでやっているのだと考えていた。

　しかし寝室にも現れず、翌日も姿を見せずでは、さすがにニーニャも不安になる。

　ドレスルームで着替えをしていた時のこと。アンナにイーサンがいつ戻ってくるかを問うてみた。

「皇太子殿下は皇帝陛下の命令で、辺境の国境沿いに赴かれております」

「いつ帰ってくるの？」

　まるでピクニックからいつ帰ってくるのかというような軽い感じで、ニーニャは質問した。

「それは……わたしではわかりかねます」

「そう……」

　ニーニャは教育担当の講師に、地図の見方を教えてもらった。

　イーサンが赴いたという辺境を調べてみる。

　それはとても遠く、容易に帰ってこられる距離ではないと知れた。

「イーサン様……」

　イーサンが何も言わず辺境へ向かったことは、とても衝撃的なできごとだった。

　一週間ほど経過した頃────。

　温室でのアフタヌーンティー。ひとり寂しくチョコレートやビスケットを摘まんでいた時のこと。

（イーサン様は、いつ帰ってくるのかしら。アンナもメイドのみんなも親切で優しいけど、やっぱりイーサン様がいないと寂しい）

　アンナがティーポットの湯を追加するため、しばし席を外した時のこと。

「ニーニャ様」

　現れたのはリザであった。

　先日アンナにやり込まれてから、まったく姿を見せなかったのに。

　ニーニャはリザのことが気になっていたので、顔を見せてくれたことを単純に喜んだ。

「リザ！　どうしたの？　心配していたのよ」

「まあ……心配ですって？」

　リザが口を歪ませ、いやらしく笑う。

「わたくしは悲しゅうございましたよ。手塩にかけて育てたニーニャ様が、あんな下賤なメイドの肩を持つなど、許されないことです」

「肩を持ったわけじゃないわ。ただ、アンナに対してあまりに失礼だったから……」

　リザはニーニャの言葉を遮り、自分の主張を突きつけてくる。

「何をおっしゃるのです！　もうニーニャ様はオルティング公爵家の私生児じゃないのですよ！　不躾なメイドにはきっちりと処罰を与えなければいけません！」

　アンナは不躾ではないし、処罰を与えなければならないようなことはしていない。

「ニーニャ様。わたくしに権限の一部を譲渡ください。ニーニャ様に代わって、あの態度の悪いメイドを懲らしめて差し上げます」

（権限？　何を言っているのかわからないけど、勝手にアンナを罰したりなんてしたらダメよ）

「リザ、やめて。人事……権……はイーサン様にあって、いない時は執事さんなのでしょう？　勝手に決めてはいけないわ」

「何をおっしゃっているのですか！　もう……これだから教育のできてない婚外子は……」

　そこまで大声でまくし立てておきながら、突然ピタリと口を閉じた。

　アンナが席を外したとしても、周囲には警備兵が数名立っている。

　彼らから不穏な気を感じたリザは頭を左右に振った。そしてニーニャの両肩に手をそっと置く。

「ニーニャ様は言葉の意味を理解できないのですね。でもそれはニーニャ様の責任ではありませんよ。だって高等な教育を受けておられませんもの」

　リザのほうが不躾ではなかろうかと思うが、事実なのでニーニャは何も言えない。

「わたくしが教えて差し上げます。人事決裁権というのは、メイドをクビにできる権利ですよ。それは諦めます。ですがね、メイドに罰を与える権限くらいはいただいてもいいのではないですか？　ニーニャ様は皇太子妃として何もできないのですから、それくらいはいいでしょう？」

　ニーニャは精一杯頭を振って拒否を示す。

　優しくしてくれるアンナやメイドを罰するなんて絶対に嫌だ。

　ブルブル震えるニーニャを見て、時期尚早だと考えたのかリザが話を変えた。

「そういえば初夜の首尾はいかがでした？　報告してください」

「報告？　何を？」

　リザの眉間にくっきりと皺が寄った。そんな時は彼女の機嫌が一気に悪くなった証拠だ。

　いつ躾の手が飛んでくるかわからず、ニーニャはふたたびブルブルと震えてしまった。

　ニーニャの顔色が悪くなったことに気がつかないリザは、怒りの表情で声を荒げる。

「ちゃんとわたくしの言ったとおりにしたのか聞いているのです！」

「覚えていない……」

　リザがチッと舌打ちをした。

「特に騒ぎにならなかったことだし、まったく何もできなかったということね。本当にもうっ……！　記憶力が悪いんだから！」

「さ、騒ぎ……？」

　ニーニャの記憶力は悪いほうではない。普通の八歳となんら変わりはない。

　ただ、リザの助言とやらの意味が理解できなかっただけだ。

『初夜は男の身体の上に乗らねばなりません。向こうがおまえの上にのしかかってくれたら、それが一番よいのですがね』

『そして皇太子の身体を触りまくるのです。皇太子がおまえの身体を乱暴に触れてきたら……大騒ぎするのです。この幼児趣味の変態！　とね。扉の外の警護兵に聞こえるくらいの大声で叫ぶとよいでしょう』

　ニーニャは世間知らずで、教育を与えられていないが、言っていいことと悪いことくらいはわきまえている。

　リザの思惑はわからないが、彼女の助言がよくないと思ったら、そういう行動はしたくなかった。

　そう考える反面、リザはニーニャの面倒を見てくれた唯一の人物である。

（オルティング公爵家でわたしは邪魔者……厄介者だったもの。ご当主様にも奥様にも決して顔を見せるなと言われたし、異母姉のロザミア様には血のつながりがあるというだけで腹が立つと罵られた）

　ニーニャの孤独に寄り添ってくれたリザを悪く思うことは、どうしてもできなかった。

　何かしら彼女に害意がないというふうに考えてしまうのである。

　リザの激昂に警備兵が何事かと近づき、様子をうかがっている。

　慌てたリザが小声でコソコソと話しかけてきた。

「しばらくは使えない手ですね。何しろ数年は皇太子の姿を見ないでしょうから」

「どういうこと？　イーサン様のお姿を見ない……とは？」

　ニーニャの問いに、リザがニタァと笑う。

「あら……皇太子殿下に何も教えてもらっていないのですか？」

　リザの説明によると、イーサンは結婚したことで成人とみなされ、病弱な皇帝に代わって治世を行うことになったという。

　昨夜から辺境の国境争いを静定するため、騎士団を引き連れ、王城を出発したとのことだ。

　彼が辺境へ向かったのはアンナに教えてもらったから知っている。しかし、せいぜい数日だと考えていた。

　数年だなんて夢にも思っていなかった。

（わたしをひとりぼっちにするの……？　イーサン様……どうして……）

「何も教えてもらってない……聞いてない……」

　リザが手のひらを頬に当てて、ほう……と息を吐いた。

「お可哀想なニーニャ様。やはり皇太子妃として認められていないのですね。こんなに重要なことをおっしゃらずに出発してしまうなんて」

　口調は心配げだが、明らかに楽しそうな顔つきである。

　そんなリザに気がつかず、イーサンがニーニャに黙っていたことが悲しくて仕方がない。

「うっ……うぇ……」

　グレーの目から涙が次々と溢れる。俯くとポタポタと落ちた雫が大理石のテーブルを塗らした。

「イーサン様……しばらく会えないの？」

「そうですねえ。地方の静定には時間がかかるでしょう。そんなものです」

　ニーニャにはリザの声は耳に入ってこなかった。

（わたしを守ってくれるって言ったのに。どうして……）

　ヒックヒックとしゃくり上げていると、アンナが注ぎ口から湯気の立つティーポットを手にして戻ってきた。

「皇太子妃殿下！　何が起こったのです？」

　リザがビクッと身を震わせて、数歩後ずさった。

　アンナはティーポッドをドンッと机の上に置くと、目尻をつり上げリザに詰め寄る。

「警備兵！　ここで何があったか説明しなさい！」

「はっ！　侍女の方が何やら皇太子妃殿下に話しかけておられました！　口調が強く心配でしたので、近くで見守っておりました」

「なんですって!?　強い口調!?」

　アンナの剣幕に狼狽うろたえたリザが冷や汗を流して言い訳をする。

「わ、わたくしは、何も……」

　言い訳をすれば、それだけ後ろめたいということになる。アンナは容赦なく言及した。

「皇太子妃殿下が泣いておられるではありませんか！　皇室侮辱罪です！」

「大袈裟ですわ！　ちょっ……ニーニャ様！　突っ立ってないで、このメイドをどうにかしてください！」

「敬意を払って皇太子妃殿下とお呼びなさい。皇太子殿下に報告させていただきます！」

　イーサンがとうぶん戻れないと知っているリザが、ニタリといやらしい笑いを浮かべる。

「勝手におやりなさい。メイドのくせに貴族のわたくしに楯突くとは、貴族侮辱罪じゃないかしらね？」

　リザが勝ち誇ったような顔で腕を組むが、すぐに青ざめた顔をしてよろめいた。

　リザの背後に、ほかのメイドたちも現れたからだ。

「な、何よっ……」

　捨て台詞も吐かず、リザは慌てた様子でその場から立ち去った。

　アンナがハンカチを取り出すと、ニーニャの頬をそっと拭ってくれる。

「皇太子妃殿下。何を言われたのです？」

「イーサン様が……しばらく帰ってこないと……皇太子妃として認められていないからだと……」

「そんなわけないじゃないですか！」

「じゃあどうして、わたしに何も言わずイーサン様は出発してしまったの？」

「それは……」

　アンナが言葉を飲み込んだから、あながちリザの発言は間違っていないのだ。

（わたしが頼りないから……？　説明してもわからないと思われたから……？　イーサン様。ごめんなさい……できの悪い皇太子妃でごめんなさい……）

　泣き止まないニーニャに焦り、アンナもメイドたちも、果ては筆頭執事まで現れて慰めてくれた。

　涙はそのうち乾いたが、心は重石を抱えたように苦しいままだった。
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　イーサンが地方静定を無事終えたのは、結婚式から三年後のことであった。

　てっきり王都に帰還するとばかり思っていたのに、そのまま地方視察をすると言う。

　少なくとも、あと二年は帰還しないと聞き、ニーニャは愕然とした。

　三年後、十一歳になったニーニャは、グンと背が伸びた。

　オルティング公爵家では食べ残ししか与えられず、さらには寝る時間を奪ってまで労働をさせられていたため、成長が著しく遅れていたのだが、皇太子宮で栄養のある食事をきっちり摂り毎日十時間寝ていたら、肉づきもよくなり肌艶もきれいになった。

　リザは「怠慢だ、自堕落だ」とうるさく、何かと掃除や洗濯などをさせようとするが、頑なにアンナと筆頭執事が止めに入った。

（リザはオルティング公爵夫人のやり方を信じているから厳しいのよね。悪気はないのだろうけど、ちょっと極端だわ）

　それにしても、イーサンが一向に戻ってこないのはとても寂しい。

　ニーニャが変化したのだから、彼もきっと変わったはずだ。

　そして二年が経過し────。

　ニーニャは十三歳になった。

　そろそろイーサンが地方視察から帰ってくるとばかり思っていたのに、今度は帝王学の勉強のため国外のアカデミーへ留学すると言う。

　四年すれば帰国するとのことだが、もうニーニャは諦めの境地になっていた。

「イーサン様は、わたしのことが嫌いなのかしら？」

　天気のよい午後。庭園の大きな木の木陰に、テーブルと椅子を用意してのアフタヌーンティー。

　気持ちのいい陽光が燦々と降り注ぐ中、ニーニャは憂鬱な気持ちでついポソリとそう呟いてしまった。

　それを聞いたアンナが、すぐさま否定する。

「何をおっしゃるのですか。皇太子殿下からは毎週手紙が送られてきます。嫌いであれば、そのようなことはなさいませんよ」

　リザとアンナは真逆のことを口にする。

（手紙は確かにくるし、わたしも返事を書いているわ。でも……）

「出征中に恋人でもできたのではないですか？　王都に戻ってこられたら離婚を切り出されるかもしれませんねえ。皇帝陛下も皇后陛下もニーニャ様との結婚にたいそう反対しておりましたし」

　リザのあけすけな物言いは、いつでもニーニャの心を傷つける。

（リザはとてもきついけど……間違っていないのかもしれない。だって皇帝陛下も皇后陛下もわたしに会いにくることはないもの）

　皇帝と皇后はニーニャに対してまったく好意的ではなく、めったに顔を会わさなかった。

　会っても半年に一度の定期報告の会食で、二言、三言会話をするだけである。

　正直、アンナやそのほかのメイド、執事は親切だが、一歩でも皇太子宮を出たら、みなニーニャに否定的と言ってもいい。

　それでも、ニーニャは皇太子妃教育を頑張るしかなかった。

　家庭教師が毎日のように現れ、ダンスやマナー、カルディア皇国の歴史や他国の情報を教えてくれる。

　ニーニャはオルティング公爵家では一切の教育を受けていなかった。

　異母姉のロザミアだけは淑女としての教育を受けていたが、ニーニャはメイドのように毎日掃除や洗濯をさせられているだけだった。

　そんなニーニャだが、選りすぐりの教師に教育を受けたからか、順調に皇太子妃教育を終えていった。

　そんなふうにして過ごしているうちに、ニーニャは十八歳の誕生日を迎えたのである。





第二章　雄々しい夫の凱旋式と十年待った初夜






　待ちに待ったイーサンの帰国が決定した。

　ニーニャの十八歳の誕生日に王都へ凱旋すると言う。

　それを知ったニーニャは、毎日ウキウキとして寝られなくなった。

　そして凱旋当日────。

　アンナたちの手を借りて、ニーニャは美しく装ってもらった。

「アンナ、このドレスどうかしら？　イーサン様の好みだといいのだけど」

「とても素敵です。お似合いですよ」

　ニーニャは子どもっぽく見られないように、髪をアップに結い上げた。

　細かい三つ編みをつくり、後頭部あたりでまとめて真珠のピンで留める。

　ピンクやブルーなどは幼く見られるかもしれないので、濃いグリーンのドレスを選んだ。

　ドレスの袖口と裾にはいくつものパールを散らしている。

　ベルベット素材のパンプスにも真珠を縫いつけ、デザインに統一感を持たせていた。

　カルディア王城は背後を峻厳な崖に、正面は屈強な城壁に守られていた。

　跳ね橋が唯一の進入経路であり、城門の向こう側は城下町が広がっている。

　イーサンは城下町から一個部隊を率い、先頭に立って入場するという段取りだ。

　あろうことか、イーサンはアカデミーを卒業した年に、ふたたび一年ほど地方静定へと赴いた。

　つまり十年振りにイーサンと再会するのである。

　ニーニャの身長は四十センチ以上伸びたし、顔立ちも大人っぽくなった。

　皇太子妃教育も順調だし、以前のようにおどおどすることも減った。

　時々リザの辛辣な言葉に落ち込むことはあるが、以前と比べたらかなり強くなったと言える。

「早くイーサン様にお会いしたい。そして立派なレディになったねって褒めてもらうの」

　ニーニャはそんな浮かれた気持ちでカレンデュラの花束を持ち、王城のエントランスへ向かう。

　すでに皇帝と皇后がエントランスに立っていた。

「遅くなりまして申し訳ございません。皇帝陛下、皇后陛下」

　ニーニャがドレスを摘まんで腰を下げる。いわゆる淑女の挨拶、カーテシーというものだ。

　そこに突然リザが現れ、意味のわからないことを、あれこれと言い出す。

「皇太子妃殿下！　だから早く起きてくださいと口酸っぱく申し上げたのです！　いつまでも寝ていらっしゃるから遅刻するのですよ！」

「え？　わたしはいつもどおり……」

　毎日決まった時間にアンナが起こしにくるので、特に今朝が遅いということはない。

「朝が苦手というのも困りものですね！　ぐうたらな癖を直さないと」

　貴族であるリザは凱旋パレードの見学を許可されているが、メイドはこの場に入ってこられない。

　リザの勘違いをアンナに正してもらえない以上、ニーニャは口を噤むしかなかった。

（遅刻というほど遅くはないのに。でも、皇帝陛下と皇后陛下より後にきたのはよくなかったわ）

　おふたりには丁寧に謝罪しようとしたら、ファンファーレが鳴り響いた。

　イーサンたち一行が城門をくぐったのである。

「イーサン様……！」

　ニーニャは先頭に立つ人物を注視した。それがイーサンだったからだ。

（記憶の中のイーサン様は容姿端麗でとても優しくて、まるで絵本に登場する王子様みたいで……ああ、やっとイーサン様にお会いできるのね）

　皇国の紋章が入った軍旗を担いで、白馬に跨る男性を視界にとらえた。

「イーサン……さ……ま……？」

　金髪、緑の目は変わらないが、それ以外はすっかり別人のようである。

　美少年と称してもよい卵形の顔は面長になり、たおやかな身体つきは筋骨隆々とし屈強なものになっていた。

　洗練された物腰や所作はまったく片鱗を残していなかった。

　乱雑、乱暴というわけではない。皇太子としての品は残しつつも、男らしい動きになっていた。

　屈強な腕で力強く軍旗を翻す姿は、雄々しい軍神のようである。

　エントランスに到着するやいなや、イーサンはひょいと馬から降りた。

　彼が地面に足をつけると、背後の騎士たちも次々とそれに続いた。

　イーサンはほかの騎士たちより、余裕で頭ひとつ大きかった。

　皇帝と皇后も驚きを隠せない。もちろんニーニャもびっくりである。

　ニーニャはカレンデュラの花束を、勝利の祝いとともにイーサンに捧げなければならなかった。

　しかし彼がニーニャの大事なイーサンには思えなくて、足を踏み出せずにいる。

（待って。まだ理解ができない。本当にイーサン様なの？　実は別人じゃないの？）

　混乱するニーニャの横で、皇帝が一歩足を踏み出した。

「おお、イーサンよ。逞しくなったな。別人のようだ」

「本当に……イーサン、わたくしの大事な息子。よほど大変だったのね。ここまで様変わりをするなんて」

（やっぱりイーサン様なのね！　どうしよう。早く花束を渡さなきゃっ……！）

　慌てたニーニャは自分のドレスの裾を踏んでしまった。

「あっ……！」

　倒れ込みそうになるニーニャに向かって、長い腕がさっと伸びる。

　華奢なニーニャの身体を支えたのはイーサンであった。

「相変わらず何もないところで躓くのかな？」

　からかうようなものではなく、恩情深い優しい口調である。

　ニーニャが顔を真っ赤にさせると、困ったようにイーサンが笑った。

「イーサン様っ……あの、これ……」

　花束を渡そうとしたら、カレンデュラの花びらがハラハラと石畳みに落ちた。

「あっ……」

　転びそうになった時に花束を押し潰したようで、いくつかの花びらが散り、不格好な花束になってしまった。

　ニーニャは不手際に泣きそうになり、顔を真っ青にしてブルブルと震えてしまう。

　皇帝が大きな息を吐き、皇后は冷ややかな視線を送ってくる。

　ニーニャは皇帝と皇后に気に入られていなかった。どちらかと言うと嫌われていた。

　皇太子の結婚相手として認められないし、未来の皇后としても力不足だと思われていた。

　はっきりとそう言われたことはないが、ニーニャもそこまで鈍くはない。彼らの言動でそう理解しているのである。

（どうしよう……できの悪い皇太子妃だって、イーサン様に恥をかかせてしまう。せっかく私を選んでくださったのに）

　イーサンは手を伸ばすと、縮こまるニーニャの頬をそっと撫でた。

　大きくて厚みがあって、太い関節の指だ。見ると、手の甲にも十本の指にも細かい傷がある。

（イーサンの手……傷だらけだわ）

　それがイーサンの十年間の苦労に思えて、自分の些細な悩みなどどこかに吹き飛んでいってしまった。

「イ、イーサン様！」

　突然大きな声を出したニーニャに、イーサンも周囲の人たちも驚く。

「なんだい？　ニーニャ」

　花びらの薄くなった花束を無言で差し出す。その素っ気ないともいえる態度に、イーサンは怒るどころか、にっこりと笑って受け取ってくれた。

　その笑顔は十年前の笑顔となんら変わっていなかった。

（イーサン様……太陽のように眩しい笑み。大きくなってゴツくなって、ちょっと面変わりしてしまったけど、大好きなイーサン様に間違いないわ。……本当にゴツゴツされてしまったけど）

　感極まったニーニャは涙が眼に溜まり、目尻から幾筋も流れ落ちた。

「どうした？　何か辛いことがあったのか？」

　ニーニャは頭を左右に振った。

「いいえ。イーサン様がご無事で戻られたことが嬉しいのです」

「ニーニャ……」

「十年の間、一日たりともイーサン様を思わない日はありませんでした。お風邪を召していらっしゃらないだろうか。おケガをされていないだろうか。危険な目に遭っていないだろうか……そんなことばかり考えておりました」

　ニーニャの必死な訴えに、イーサンも、先ほどまで当たりの強かった皇帝や皇后も、口を閉ざして見守っている。

「毎夜、お祈りしておりました。イーサン様が無事で戻ってきますように……と」

　ニーニャが一生懸命そう言葉にして訴えるが、彼は何も返してこない。

　イーサンはカリカリと頭を掻くと、困った顔を空に向けるだけだ。

（え……無視……されたの？）

　顔を背けてしまったイーサンに、ニーニャは困り果てる。

　彼はマントをたなびかせ、カツカツと軍靴を鳴らして立ち去った。

　残されたニーニャは、ぽつんとひとり涙を流して立ちすくむだけだ。

「あ、あら。イーサンたら。困ったわね」

「うむ。照れ屋……なのじゃろうて」

　皇帝と皇后が、場を取り繕うようにそう口にした。

　ニーニャを慰めようとか、気を紛らわせようとか、そんな慰めの感情は一切ない言葉だ。

（もしかして遠征中の十年間で、わたしと結婚したことを後悔されてしまったの……？）

　気がついた時は、その場に見知った顔は誰もいなかった。

　イーサンにも皇帝にも皇后にも置いていかれたのだ。残っているのは再会を祝う兵とその家族たちのみである。

　俯いてトボトボと皇太子宮へ戻ろうとしたら、女性の靴が視界に入った。

　面を上げると、そこにリザが立っていた。

「見ておりましたよ。なんと情けない……！　花束の贈呈ひとつ満足にできないのですね」

「躓いてしまったのよ」

「わかっております。あんな大事な場面で躓くということが、皇太子妃としての自覚が足りないと申しているのです。まったく……オルティング公爵家に泥を塗りましたよ」

（オルティング公爵家に泥？　ご当主様にも夫人にも、ロザミア様にも、十年近くお会いしていないのに？）

「ご当主様が何かおっしゃられたの？　凱旋式に来られたの？」

　突然リザがモゴモゴと滑舌が悪くなった。

「それは……まあ、来られてはおりませんがね」

「ならば別に泥なんて……」

「そういう問題じゃないのですよ！　きっと皇太子殿下もお怒りです」

「イーサン様が？　怒ることはないと思うけど」

「これだから世間知らずは困ります」

　リザはわざとらしくはぁっと息を吐くと、尊大に腕を組んだ。

「これまで皇太子殿下は地方静定や海外留学で苦労なさったのです。十年振りのご帰還なのに妻が人前で転げそうになるなんて、とんだ恥晒しでしょうよ」

（リザの言い方はきついけど、内容は間違ってないわ。だってイーサン様は国外でとても苦労されたもの。それなのに労いの花束も上手に渡せない皇太子妃に対し、呆れ返っているかもしれない）

　言われてみれば確かに、先ほどはそっけなかった。

「それで怒っていらしたのです。嫌われたかもしれないというのに、のんきですこと！」

「でも……イーサン様は……」

「イーサン皇太子殿下は刃向かってきた辺境の蛮族を皆殺しにした剛の者。できの悪いニーニャ様のことをお許しにならないかもしれません。これ以上怒らせないよう気をつけたほうがよいです。すでに、なんども失敗しているのですからね」

　小さく震えるニーニャが、自分の思いどおりに怯える姿を見せたことで、リザの右側の口角が上がった。

「そういえば今夜は十年ぶりの床入りですか。またしても失敗してしまったら、どうなるのでしょうね？　離縁で済めばいいのですが、制圧した蛮族どものように殺されるかもしれません」

「何をバカなことを！　イーサン様はそのような方ではないわ！」

　ニーニャの訴えをリザはどうでもいいとばかりに流してしまう。

「閨の段取りをもう一度お教えいたしましょう。もう忘れてしまったでしょうからね。これ以上嫌われないようにしないと……」

「いらないわ！」

「ちょっ……何を反抗的な……！」

　リザが何か叫んでいたが、ニーニャはその場を立ち去った。早足で皇太子宮へと向かう。

（初夜……今夜が……）

　十年前は幼くて、初夜の意味はわからなかった。

　十八歳になった今、幼子のように何も知らないとはいえない。これからのイーサンとの生活にとても大事なことだと理解している。

　気持ちが落ち着かなくて、噴水のへりに座ったりバラのアーチを抜けてみたり、ひとりであちこちをウロウロした。

（閨教育はひととおり受けたけど……想像していたイーサン様と違いすぎて……）

　年頃のニーニャは、イーサンを想ってなんどもキスの妄想をした。

　脳内に現れるイーサンは端整な美青年で、幼い頃に読んでいた童話の王子様のような姿をしていた。

　ところが十年ぶりに会ったイーサンは、美形は美形だが迫力がある。

（わたしだけ成長していないみたい……）

　落ち込むニーニャを見つけたアンナが、すぐさま駆け寄ってきた。

「皇太子妃殿下！　急いで晩餐会のお仕度をいたしましょう」

　明日は凱旋祝賀パーティに出席予定だが、今夜は皇帝と皇后、そしてニーニャとイーサンの、身内だけの晩餐であった。

（忘れていたわ！　これ以上イーサン様の機嫌を損ねられない！）

　アンナに連れられドレスルームに赴く。

「時間がないわ。ドレスに着替えたら、髪はこのままでいきましょう。あとメイク直しも最低限で！」

　アンナの指示でほかのメイドがテキパキと動く。

　鏡に映るニーニャは、とても不安そうな顔をしている。目線だけでサイドテーブルの時計を見たら、晩餐会の開始時刻を十分ほど過ぎていた。

（こんないたらない皇太子妃できっと呆れられるわ。凱旋されたらいろいろお話ししたかったのに……）

「皇太子妃殿下。そんな暗い顔をしないでください」

　アンナの優しい声にもニーニャの沈んだ心は浮かび上がれない。

「晩餐会に遅刻してしまって、きっとイーサン様はお怒りになっているわ」

「そんなことはありませんよ。女性の仕度は遅れるのが常です。さあ、急ぎましょう」

　皇帝宮の大食堂なので、皇太子宮からは歩いて二十分ほどかかる。

　ニーニャとアンナは早足で大食堂へと向かう。

　大食堂の扉の前には、リザが所在なげに立っていた。

　ニーニャの姿を確認すると、目をつり上げながら大股で近寄ってきた。

「ニーニャ様！　いい加減にしてください！　勝手にどこへ行かれていたのです!?　あれほどわたくしが晩餐会に遅れてはなりませんと注意したというのに、話の途中で駆け出していってしまわれるとは！」

　扉の横に控える警備兵ですら驚きの表情を浮かべるくらい、リザの口調は攻撃的であった。

　リザの言うとおり、話の途中で逃げてしまったのは確かだが、晩餐会ではなく閨の段取りについての話だったはずだ。

「リザ、晩餐会のことでは……」

　突然リザがハンカチを取り出すと、さめざめと泣き始めた。

「わたくしがこんなに一生懸命お仕えしているのに、どうしてわかってくださらないのです……！　そんなに皇太子妃という地位がお辛いのですか！」

　大騒ぎするだけでなく、その場に膝をついて泣き崩れてしまった。

　さすがのニーニャもリザの大袈裟な行動には驚くしかない。

　アンナが冷ややかな目と口調でニーニャの耳もとで囁いた。

「無視して大食堂に行きましょう。ちょっと面倒です」

「なぜここまで訴えてくるのか気になるわ」

　泣き崩れるリザの傍らにしゃがみ込むと、ニーニャはリザに問いかけた。

「ごめんなさい。リザ。あなたに悲しい思いをさせてしまって申し訳ないわ。あなたが誠心誠意わたしに尽くしてくださっていること、ちゃんとわかっているの。皇太子妃として一生懸命努力するからもう泣かないで」

　リザはなんどか瞬きを繰り返すと、奇妙な表情をした。

　やり取りを見守っていた警備兵が感心したようになんども頷いた。

「皇太子妃はお優しいな」

「侍女に対してもあんなに思いやりがあって……」

　小さい呟きを耳にしたリザが慌てて立ち上がった。

「そ、そうですね。ニーニャ様。す、素晴らしい成長ですわ。楽しみでございます」

　ニーニャも立ち上がると、泣きやんだリザの顔を見てにっこりと笑った。

「ええ。頑張るわ」

　そこにアンナが呆れた調子で口を挟む。

「この十年間で皇太子妃殿下は素晴らしい成長をお見せになられているのに、侍女のあなたはさっぱりですね」

　アンナの当てこすりに、リザが顔を真っ赤にさせた。

「な、なんですって!?」

「いつになれば敬称をつけることができるのです？　皇太子妃殿下に対する不敬だと、なんども申し上げたでしょう？」

「メ、メイドの分際で……ちょっと警備兵！」

　突然呼ばれて、警備兵もギョッとした顔つきになる。

「この礼儀知らずなメイドを捕まえなさい！　貴族に対してあり得ない態度を取ったのよ！」

「……大変申し上げにくいのですが、我々は皇族をお守りするためにここにおります。侍女の命令を聞くためではありません」

　警備兵の言い分は、まったくもって正しかった。

　ギリギリと顔を歪ませるリザにニーニャは声をかけた。

「ねえ、リザ。あまり騒ぎを起こさないで。もう戻って」

「……わかりました」

　リザは警備兵とアンナをそれぞれ睨みつけながら、ドレスの裾を持ち上げ、肩を揺らして去っていった。

　ふうと息を吐き、ニーニャは気分を害したであろう警備兵に謝罪する。

「ごめんなさいね。リザは少し神経質なの。わたしがもっとしっかりしないといけないとわかっているんだけど」

「皇太子妃殿下はしっかりされております！」

「そのとおりです！」

　警備兵が扉の左右からそう訴えてくるので、ニーニャはつい笑ってしまった。

（わたしを気遣ってそう言ってくれるのね。ホワイト・パレスの警備兵さんも親切だけど、皇帝宮の警備兵さんもすごく優しいわ）

　扉が開かれたので、ニーニャはドレスの裾を持ち、腰を落として小さく頭を下げた。

「遅くなりまして申し訳ございません。ニーニャでございます」

　すでにテーブルには皇帝と皇后、そしてイーサンが着席していた。

（やはりわたしが最後ね。お怒りになってないかしら）

　皇帝は無表情だが、皇后は少しだけ眉を顰めていた。

　そして肝心のイーサンは────。

（どうしましょう……ものすごく不機嫌な顔をしていらっしゃる……）

　イーサンは誰がどう見ても機嫌の悪い表情をしていた。

　眉間にはくっきりとした皺が寄り、眉はつり上がっていた。

　眼光鋭い切れ長の目はこちらを睨みつけ、厚みのある唇はきゅっと引き締まっている。

　男らしい顔立ちだから、怒りを見せるととても恐ろしいものに思えてしまう。

　なんだか怖くて動けずにいると、皇帝がフォフォフォと小さく笑った。

「よいよい。席に座りなさい」

　視線を向けると、イーサンはふいと顔を背けてしまった。

　何かを考え込むように、口もとに大きな手のひらを当てている。気のせいか頬が赤かった。

（もしかして顔を真っ赤にするほど腹を立てて!?　どうしよう……温厚なイーサン様を、そこまで怒らせてしまうなんて……）

　ニーニャはおどおどとした顔で、イーサンの横に腰をかける。

　もう愛しい彼の顔を見ることができず、俯くしかなかった。

　前菜とスープが運ばれてきたが、何を食べても砂の味しかしない。

　メインディッシュの前に、皇帝がイーサンに話しかけた。

「イーサン。よく十年間耐えたな。おまえの望みはすべて叶うだろう」

「ありがとうございます。皇帝陛下」

　皇帝は、フォフォフォと楽しそうに笑った。

「約束だ。わしは期を見て帝位をそなたに譲ろう。引退後は南の温かい地域でゆっくりと過ごしたいものだ」

　寝耳に水のような話に、ニーニャは驚きを隠せない。思わずゴクンッと喉を大きく鳴らして肉を飲み込んでしまった。

　ゴホゴホと咳が止らなくなったので、慌ててグラスの水を飲む。

（皇帝陛下が引退？　皇后陛下も？　帝位を譲るということは……）

　皇太子のイーサンが皇帝に、皇太子妃のニーニャが皇后になるということである。

（待って……わたしなんかが皇后だなんて！　期を見てって具体的にいつなの？）

　冷や汗で背中がびっしょりと濡れているような気がする。

　ニーニャの不安をよそに、皇帝と皇后は楽しそうにしているし、イーサンはむっすりとしたままだし、肉も野菜も喉を通らない。

　十年ぶりの再会だというのに、一晩中続くのではないかと思えるほど長く感じた晩餐会であった。
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　ニーニャはアンナの手を借りて入浴を終え、ナイトウェア姿で三階の寝室へと向かう。

　扉の前に立つ顔に傷のある警備兵に一礼し、部屋に入ってベッドに座った。

　花の香りがする入浴剤の残り香が、まだほんのり香っている。疲れた時はアンナがいつもこの香りをバスタブに入れてくれた。

　イーサンを待っていたら、ついぼんやりといろいろなことを考えてしまう。

　リザの口の悪さに、これまでなんども嫌な気持ちになった。

　オルティング公爵家で厄介者としてホコリだらけの屋根裏部屋に押し込まれていた時は、リザが唯一触れ合える人物だった。

　彼女がニーニャの世界のすべてであり、指標であり、学ぶべき大人であった。

　だから彼女を疑うことはなかった。彼女の言動はすべて正しいと思えていたからだ。

　ところが皇太子妃として皇太子宮で暮らすことになり、メイドのアンナを筆頭にたくさんの人たちの世話になって、警備兵のみなさんに守られているうちに、リザの思考が偏っていることに気がついた。

　それでも彼女を突き放せない。幼少の頃に受けた恩がニーニャの心の奥に残っているからである。

　だからといって初夜についてどうこう言われるのは嫌だ。

　特に今夜────。

　イーサンと十年ぶりにふたりきりで会えるのだから、話し合うことが山ほどある。

（だけどイーサン様は怒っているみたい……花束贈呈でミスしたことに続いて、晩餐会に遅刻までしてしまった。本当にダメね、わたしは……）

　一言も口を聞いてもらえなかったらどうしよう。

　可能性としてはあり得る話だ。晩餐会でイーサンはまったくニーニャに話しかけてこなかったし、視線も向けてこなかったからだ。

「嫌われたのかな……どうしよう。離婚なんてことになったら……」

　十年の間に、ニーニャ以外の女性と親密な関係になったのかもしれない。

　そもそもイーサンはニーニャを愛しているから結婚したわけではないと理解している。

（わたしが不憫だったから……ロザミア様にちょっかいをかけられていたわたしを可哀想に思って、結婚という形で助けてくれただけだもの。イーサン様はわたしの救世主。妻にしてくれた以上イーサン様をお助けしたいと思っていたのに）

　現在までのところ、何ひとつ彼の役に立てていない。ニーニャはがっくりと落ち込むしかなかった。

（どうしよう……寝室にきてくれなかったら……）

　リザの言葉を思い出す。

『イーサン皇太子殿下は刃向かってきた辺境の蛮族を皆殺しにした剛の者。できの悪いニーニャ様のことをお許しにならないかもしれません。怒らせないよう気をつけたほうがよいです。すでに、なんども失敗しているのですからね』

　イーサンはそんなひどい人ではないと知っているが、十年間にどのような変化をしたかわからない。

　サイドテーブルのランタンのみという薄暗い部屋、不安な心地でベッドに座って待っていたら、コンコンとノック音がして扉が開いた。

　ガウン姿のイーサンが部屋に入ってくる。

　風呂上がりだからか、艶やかな金髪はしっとりと濡れていた。

　やや面長になったが、切れ長の爽やかな目、高い鼻梁、形のいい唇は昔の面影を残している。

　太くしっかりとした首、広い肩幅、厚みのある胸。ガウンの隙間から見える筋肉は割れていた。

　ニーニャの横に彼が座ると、ふわりとハーブのよい香りがした。

　十年前の美しいイーサンも素敵だが、雄々しく成長したイーサンはもっと素敵であった。

「ニーニャ」

　イーサンの声色は優しいもので、決して怒っているわけではない。

　それでもニーニャは気になってイーサンの顔を覗き込んでしまう。

　イーサンの頬が少しだけ赤くなったような気がした。

「待たせたね。これからは君と一緒にいられる」

「本当？」

「ああ」

　ニーニャは俯いて指先を弄んでモジモジとした。

「怒って……いますよね。わたし、失敗ばかりだもの」

「失敗？　どこが？」

「花束をうまく渡せなかったし、晩餐会も遅刻してしまったわ」

「たいしたことじゃないよ。その程度で怒るわけがない」

　イーサンの口調に嘘や偽りは感じなかった。

（リザはイーサン様が憤慨していたと言っていたけど、とてもそんなふうに見えない。……でも花束贈呈の時はそっけなかったし、晩餐会でもそっぽを向かれちゃったし）

　イーサンが帰還したらたくさん話をしたかったし、一緒の時間を過ごしたかった。

　だから怒らせてしまったことが不安で仕方なかったのに。

「ならどうして冷たくしたの？　大食堂でもわたしを見てくれなかったし」

「それは……」

　困った顔をする彼を見て、ニーニャは自分が悪いのに文句を言ってしまったことを恥じた。

「ごめんなさい……責めたいわけじゃないの。わたしが失敗ばかりするのが……」

　イーサンが気まずそうに、人差し指で頬をカリカリと掻く。

「ニーニャがとてもきれいになっていたからだよ。なんというか……眩しいくらいに可愛くなっていたからね。見とれてしまうのが恥ずかしくて顔を背けてしまったんだ」

（わたしがきれい？　眩しい……？）

　それはどうやら本心のようで、イーサンははにかみながらニーニャに思いを告げた。

「君に会いたかった。辺境で蛮族と戦っている時も、領地戦で国境を守っている時も、戦場の荒んだ夜に思い出すのは君のことだった」

　揺らめくランタンの灯火がイーサンの顔に陰影をつけた。

　それがなんだか物寂しくて、切なくて、ニーニャの心まで苦しくなる。

（わたしも会いたかったと伝えたい。でもイーサン様の華々しい功績と違って、わたしは何も成し遂げていない。皇太子妃としてふがいないわ）

「イーサン様……わたし……」

　ニーニャの目から熱い滴がほろりと落ちる。

　顔を背けポロポロと清い涙を零すニーニャの顎を、彼の節くれ立った指がそっと摘まんだ。

　ゆっくりと顔を上げさせられ、イーサンの新緑を思わせる緑色の双眸に熱い眼差しで見つめられていることに気がつく。

　彼はニーニャが心底愛おしいという表情をしていた。

（じゃあイーサン様……怒っておられないのね……？）

　小さな唇を震わせ、ニーニャは彼に問うてみる。

「できの悪いわたしを……処罰することはない？」

　イーサンは驚愕したように、目を見開いた。

「そんなわけがない。誰がそんなくだらぬことをニーニャに吹き込んだ？　あの侍女か？」

　イーサンの口調はあまりに強い。

　確かにリザのセリフだが、こんなにもイーサンが怒りを見せるとは思わなかった。

「ええと……わたしが勝手にそう考えただけよ。失敗ばかりで……」

　言葉を遮るように、イーサンがチュッ……と触れるようなキスをした。

　ニーニャは驚きで黙り込んだまま、イーサンを見返す。

「どうして……？」

「ニーニャが自分で自分を卑下するから唇を封じただけだよ」

　何気なくそう言うので、ニーニャは顔から火が出そうなほど照れてしまう。

（もしかして、今のがわたしのファーストキス……）

　イーサンがニーニャの両肩に手を置くと、自分の胸に引き寄せた。

　想像以上に広くて硬い胸板に、むぎゅっと抱きしめられる。

　驚きで顔を上げると、イーサンの男らしい容貌に息を飲んだ。

（十年前のイーサン様も美しかったけど……今のイーサン様もステキで胸がドキドキと高鳴ってしまう）

　ニーニャの髪を彼の温かい手が優しく撫でる。

　そしてニーニャの額に、チュッと唇を当て、そのまま頬にまでキスをしてきた。

　ふたたび彼の形のいい唇が触れると、心臓の鼓動がもっと激しくなる。

　イーサンの顔を正視できなくなり顔を背けようとしたが、彼の唇のほうが早かった。

　クチュ……と濡れた音を立てて、舌が入り込んできたのである。

　クラクラと目眩がして、ニーニャの身体から力が抜けていく。

　すると筋肉質な腕がしっかりとニーニャの華奢な身体を抱きしめた。

　クチュ、クチュと舌を絡ませた部分から淫らな音がする。

　あまりの気持ちよさに、呼吸の仕方を忘れて、うっとりとしてしまう。

　ヌチャ……と音を立てて彼の唇が離れていった。

「ニーニャの舌は甘いな。ずっとキスをしていたいくらいだ」

　そうしてふたたびニーニャの柔らかな唇が塞がれた。

「ふ……ぅ……ん」

　鼻から洩れる甘い吐息が響き、恥ずかしくなってしまう。

　羞恥に頬をピンク色に染め、ニーニャはイーサンの優しい唇に酔う。

　しばらくするとイーサンはニーニャの後頭部に大きな手を添えると、自分の顔へぐっと引き寄せた。

　唇を合わせたままなので、濡れた肉厚の舌がぐぐっとニーニャの口腔奥深くまで押し込まれる。

「ふっ……んんっ……」

　イーサンの熱を宿したヌメる舌先が、口の中を縦横無尽に走り回る。

　ヌチュクチュと濡れた音を立てて、湿度が高い舌があちこちを舐めまくった。

「んんっ……はぁん……ふっ……んん……」

　こんなにも深い口づけなどしたことはない。

　初めての経験だというのにニーニャは気持ちよくて脳芯が快感で揺らぐような気がした。

　彼は少しだけ唇を離すと、角度を変えてふたたび舌を挿し込んでくる。

　そしてまた少し離すと反対側に顔を傾けて、ニーニャの口腔内を舐った。

　繰り返される激しい口づけに、ニーニャははぁはぁと息を荒げてしまう。

　どうしてイーサンは急にこんなキスをしてきたのだろう。てっきり怒っていると思ったのに。

　リザの言い分をすべて信じるわけではないが、イーサンは辺境の地や国境沿いで戦ってきた勇の男だと聞いている。

　血のついた剣を振り回し、蛮族を追い払う勇猛な彼が、気に入らない行動を取ったニーニャを厳罰に処してもおかしくはないと思っていた。

　その覚悟が霧散するほど、イーサンのキスは甘くて、繊細で、優しさを多分に含んでいた。

　ニーニャの意識がキスだけに向いてないと気がついたイーサンが、下唇にカリッと歯を立ててきた。

「ぁんっ……」

　ジンジンとした疼きが唇よりも腰にきて、そこから全身を駆け巡る。

　ニーニャはイーサンのちょっとしたイタズラに、ほっそりとした肩を震わせた。

　詫びのつもりなのかイーサンが華奢な身体を引き寄せ、逞しい胸の中にしっかりと取り込んでしまう。

　そしてふたたびニーニャの口腔を舌で蹂躙した。

「んんっ……はぁ……んんっ……」

　激しく蠢く舌が、頬の裏や歯の根をピチャ、クチュと舐め回してきた。

　歯列を強引に割って、その奥へと進もうとする。

　そして舌先同士でヌルヌルと捏ね回したり、舌根をくすぐったりを繰り返す。

　ニーニャの口内に唾液が溜まってくる。口端から涎が垂れるが、イーサンはお構いないしで、長いキスを続けてきた。

「んんっ……はぁ……んんっ……」

　唇と唇の隙間から甘い吐息が漏れ、ニーニャの息が上がってくる。

「ふわぁ……んん……」

　イーサンがようやく唇を離した。彼の唇周りもしっとりと濡れており、色っぽい舌が伸びて口端をペロリと舐める。

　それがとてつもなくセクシーでニーニャの下腹の奥がキュンと軋んでしまう。

（この後、どうするの？　閨教育では着ている服を脱いで……）

　イーサンがニーニャの脇の下に手を差し入れると、ひょいと自分の膝の上に乗せた。

　幼い子どもを抱くような体勢に、ニーニャの頬が膨らんだ。

　あんなに激しい大人のキスをした後に、こんな扱いでは悲しくなる。

「どうしたのかな。なぜ拗ねた顔をしているんだい？」

　ニーニャはチラと目線だけをイーサンに向けるが、口は尖らせる。

「私の口づけが気に入らなかった？　これでも頑張ったほうなのだけどね」

「そんなこと……」

「ニーニャ、私が嫌いかい？」

　大事なイーサンを嫌いになるわけなどない。たとえ世界が滅びようともあり得ないことである。

　ニーニャは小さく頭を左右に振った。

「いいえ。大好きです」

「じゃあ、なぜそんなふくれっ面なのかな？」

　何も返せずむくれるニーニャが可愛らしくて、イーサンはついクスッと笑ってしまう。

　バカにされたと怒る前に、彼がニーニャを胸に取り込むようにして抱きしめてきた。

　するとイーサンから森林の爽やかな香りと、ハーブの入浴剤の香りが漂ってきた。

　清廉なイーサンに似合っているその芳香に、ニーニャの情欲が喉もとまで込み上がってくる。

　イーサンがしっかりとニーニャを抱きしめると、首筋まで赤く染まった耳朶に唇を寄せてきた。

「恥ずかしいのかな？　皮膚がうっすらと染まっている。どうして好きなのに拗ねるのか知りたいところだよ」

「拗ねていません。ただ子ども扱いをして欲しくないのです」

　それを聞いたイーサンが、一瞬驚いた顔をした後、ははは……と屈託なく笑う。

「この流れで子ども扱いをするわけがないよ」

　すると彼の手がニーニャの腰紐をスルリと引き抜いた。

「あ……」

　前の合わせを腰紐で押さえていただけなので、胸や腹が丸見えになってしまう。

　貧相な乳房を見られるのが恥ずかしくて慌てて身じろぎするが、イーサンの腕が強固で外せそうになかった。

　耳朶や耳殻をヌルヌルと舐められ、露わになった胸に彼の手が移動する。

「や……ダメ……」

　イーサンの大きな手のひらがニーニャの胸をすっぽりと包み込む。

「あっ……やぁ……」

「イヤなのかい？　優しく触れていると思うけど」

　耳元で囁かれながら膨らみを揉みしだかれ、ニーニャの羞恥がこれでもかも湧き上がってくる。

「やぁ……恥ずかしい……イーサン様ぁ……」

　色と艶の混じり合ったニーニャの甘い声が、イーサンの情欲に火をつける。

「可愛い声だ。もっと喘いでくれるかな」

　そう言うと指先でキュッと突起を摘まむ。

「ひゃんっ……！」

　ツンと硬く尖った乳首は軽い刺激で、ジンジンと疼く。

「感じているね。ここを……」

　乳首を指先で上下に揺らしたり、親指と人差し指で摘まんだりを繰り返しながら問うてくる。

「誰かに触れさせたことはないよね？」

　こんなふうに誰かに身体を触れられるのは初めてのことだ。

　ニーニャは幼い頃に受けた虐待で、身体中に傷があった。

　年齢を重ねても消えない痕もあり、アンナやほかのメイドたちにもあまり触れさせていない。

　だから誓って言える。ニーニャの身体の大事な部分に初めて触れたのはイーサンだけだ。

　それなのに、そんな疑いを持たれるなんてニーニャは泣きそうになる。

　悲しげに顔を歪ませ、否定しようと頭を左右に振った。

　しかし彼は容赦なくニーニャを追及してくる。

　乳首を弄るほうとは反対の手を、スルリとショーツの中に滑り込ませた。

「ぁあっ……そんなところ……」

　尖った硬い乳首をコリコリと擦られ、割れ目の奥を弄られ、ニーニャは羞恥で脳芯がクラクラとしてしまう。

　ふっと耳元に息を吹きかけられ、つい甘い喘ぎを漏らした。

「はぁ……ぁんっ……」

　ブルッと身体を震わせて、イーサンの与える快感をやり過ごそうとしたが、彼の指は執拗にニーニャの感じる部分を責めてくる。

「んんっ……ふぁあんっ……」

　彼の指は乳首の周りをなんども弧を描き、両脚の奥に差し込まれた指はヌチュ、グチュ、と媚肉を擦り上げていた。

「あんっ……ふっ……ぁん……」

「答えてくれるかな？　このきれいな身体に、こんなふうに触れるのは……」

　キュッと乳首を強く摘まむタイミングで、濡れた媚肉を擦られた。

「あ、あぁっ……！」

　つい大きな声を出してしまう。敏感な部分が疼き、ニーニャの身体に快感が駆け巡る。

「ふっ……んんっ……」

　答えを催促するように、イーサンの指が激しく乳首を扱き始めた。

　痛みとも快感ともわからない刺激に、ニーニャは身体をブルブルと震わせてしまう。

「んんっ……イーサン……様しか……」

「聞こえないよ。もっと大きな声で」

　意地悪なのに優しい声色。ニーニャはもう泣きそうになっていた。

　それでも彼は意地悪をやめてくれない。

　感じてぷっくりと大きくなった突起を摘まむと、キュッと引っ張られる。

「ああっ……！」

　込み上げる痛みと切なさに、身を捩った。

　執拗な愛撫だけでなく、同時に首筋や耳朶を舐めてくるので、もう我慢できなくなる。

　イーサンの低い声が耳元で囁く。

「もしかして答えないのは、もっと私に虐めてもらいたいから？」

　恥ずかしい問いに、ニーニャは顔だけでなく全身を羞恥で染める。

　初心な反応が嬉しいのか、イーサンが舌先で耳の裏側をヌルヌルと舐め上げた。

「それじゃ黙っていていいよ。いっぱい虐めてあげようね」

　そして乳首をクリクリと捏ねられ、割れ目を指で擦り上げるのだ。

「んんっ……ぁあっ……」

　身体中が火照って堪らない。容赦なく上昇する体温に、ニーニャははぁはぁとと荒い息を吐く。

　意識せず両太ももが左右に大きく開いてしまっていた。

　イーサンの膝がニーニャの膝裏に引っかかり、びっしょりと蜜で濡れたショーツをあられもなく晒している。

　イーサンの手はショーツに入り込んだまま、奥を指で弄りまくっていた。

「も、もう……」

　肩口を震わせて、懸命に快感を耐えようとするニーニャだが、それで満足できないのかイーサンがもっと激しく指を動かす。

　ニーニャはグズグズになってイーサンの膝から落ちそうになった。

「意地悪なイーサン様は……きらいっ……」

　嫌いと言いつつも声には艶を帯びているので、甘えた感じになる。

　それでも「嫌い」という言葉は、イーサンにとって受け入れがたいようだ。

「私を焦らして煽っているのかな？　十年の間でそんなテクニックを学んでいたとはね」

　テクニックも何もない。ただイーサンの指と舌が与えてくる気持ちよさに堪えるだけで精一杯である。

「しょうがないね。じゃあもっとニーニャの身体を味わおうか」

　そう言うと華奢な身体を抱き上げられ、そのままベッドに押し倒された。

「きゃっ……」

　バフッとシーツに押しつけられ、すぐさま首筋に顔を埋められる。

　くすぐったくて肩を竦めるが、彼は穿いていたショーツをずらしながら鎖骨を舐めてきた。

　そしてふたたび、割れ目の中心に指を添えられる。

　怖くて彼を押しのけたいのに、物理的に不可能である。

　十年前のイーサンならば、勢いよく突き飛ばせたかもしれないが、現在のイーサンはまるで重石のようにビクともしなかった。

　それでも息苦しいほど重く感じないのは、彼が膝をついてニーニャに体重をかけないよう配慮しているからだろう。

「濡れているね。私の口づけで感じてくれて嬉しいよ」

　下肢からヌチュ、グチュと淫らな音が響いてくる。

　彼の長くて骨太な指が、しっとりと湿り気を帯びた秘裂を擦ってきた。

　濡れた水音が寝室中に響き渡る。

「ほら、ニーニャのアソコが悦んでいる音が聞こえるだろう？」

「恥ずかしいですっ……」

　彼の唇はいつの間にか鎖骨からデコルテに移動していた。

　いやらしいことを言いながら、ふたつの乳房の谷間に顔を埋める。

「皮膚が恥ずかしさでうっすらと赤く染まっているね。そんなところも可愛い」

　ねっとりとした舌で乳首をヌルリと舐め上げられ、ニーニャの身体がゾクゾクとした快感に震えてしまう。

「こんなに感じやすいと困ってしまうね。本当に誰にも触らせてない？」

「さっきから何を聞きたいのですか？　わたしは、イーサン様だけを待っていました。ずっとずっと祈っていました」

　ニーニャの怒りとも悲しみとも取れない感情が、喉もとから込み上げてくる。

「十年前、わたしに何も言わず、どこかへ行ってしまったのはイーサン様です。それなのに、やっとお会いできたと思ったらヘンなことばかり……ひどい……」

　涙目でイーサンを見つめ返すニーニャを、イーサンは愛らしくて堪らないという心境で抱きしめた。

「ごめんね、ニーニャ。十年間も離れていたから、つい嫉妬してしまったんだよ」

　そう聞いてニーニャの胸の奥が締めつけられたようにキュッと苦しくなる。

「わたしはイーサン様一筋です。嫉妬する相手はいません。どうして長い間、戻ってこられなかったのですか？」

　こんなに怒っているのに、イーサンは嬉しそうな笑みを浮かべた。

「わかったよ。疑ってごめんね。十年分、愛してあげよう。愛しいニーニャ」

　イーサンの指が媚肉をグチュグチュと激しく擦り上げる。

「ふっ……ぁあんっ……」

（ひどい……話を流されてしまった……十年間、ホワイト・パレスに帰ってこられなかった理由は教えてくれないの？）

「好きなだけ声を上げていいからね」

　そういい、舌先を小刻みに上下させ乳首を刺激した。

「あっ……ふっ……！」

　怒りをぶつけたいのにイーサンの態度が飄々としていて、まったく手応えを感じない。

　それどころかニーニャの意識を変えようとしているのか、激しく乳首と陰部を弄り始めた。

　ヌチュ……と蜜が指に絡む音がして、ニーニャは恥ずかしさに足を閉じようとした。

　蜜口から粘着質な愛蜜が溢れるのがわかる。

　彼の指に絡むクチュクチュとした蜜の音が鼓膜まで届き、ニーニャをもっと恥ずかしくさせた。

　むせかえるほどの愛蜜の匂いがする。感じている女が秘所から放つ淫猥な香りがして、ニーニャはどうしていいのかわからなくなる。

　彼の指が下肢の中心を、ずっとまさぐっていた。

　うっすらとした茂みの奥にまで指が伸び、淫唇を弄り始める。

「や……もう、やめて」

　泣きそうな声で訴えるが、イーサンは動きを止めなかった。それどころか、たっぷりと蜜の絡んだ指をわざと媚肉や淫唇に擦りつけている。

（十年前も今も、肝心なことは教えてくれないのね）

　彼の言葉遊びに振り回されていることが切なくて、ニーニャは無意識に唇を噛む。

　唇に血が滲んだからか、彼がそっと親指で痛む部分を押さえる。

「可愛い唇を傷つけたらダメだ。私が悲しむ」

　そうしてイーサンは、舌を伸ばして労るように滲んだ部分を舐める。

「イーサン様が、わたしをからかうから」

　心外だとでも言うように彼は秀麗な顔を傾けた。

「からかってなど、いないけどね」

　イーサンが目を細めてうっすらと笑った。それすらも冗談を言われているようで、悲しくなる。

　そっと頬を撫でられ、愛おしいという表情でイーサンはニーニャを見下ろす。

　反対側の手は秘所に当てられたままだ。

　彼がふたたびクチュクチュと弄り始めたので、ニーニャは焦れったいまでの快感から逃れようと、腰を浮かせた。

　すると太ももあたりに固い何かが当たるのを感じた。

　イーサンの昂ぶった欲望の証が、ニーニャの下肢をゴリゴリと擦ってくる。

「あ……」

　膨れ上がった股間を主張したいのか、もっと身体に密着させてくる。

「熱くて固いのが……当たって……」

　恥ずかしさで小さく呟くと、さらに指の動きが速まる。

　彼の舌がふたたび乳首の尖りを舐め始め、指は秘裂の奥を嬲なぶった。

「ふぁっ……！　んんっ……」

　敏感な部分を責められ、ニーニャの意識が霞んでしまいそうになる。

「あ……ぁ……んんっ……」

　下腹の奥がキュンと軋み、切なさと愉悦が同時に込み上げてきた。

　白い喉を仰け反らせ、快感をなんとかやり過ごそうとすると、すかさず鎖骨あたりをねっとりと舐められる。

「ひゃぁ……んん……くすぐったい……」

　グニュッと彼の親指に淫唇を押し潰され、腰がブルブルと震えてしまう。

「ぁあっ……！」

　大きな声を上げるのは、はしたないことだと教えられてきたが、押し殺せないほどの愉悦に堪えられなくなる。

「んんっ……あっ……ぁあ……ふっ……」

　手の甲を口もとに当て、白蝶貝のように白くて小さな歯を立てる。

　そうすればこれ以上、あられもない声を上げることもない。

　しかし彼の指が花びらを左右に割り、蜜口まで伸びていった。

　ビショビショに濡れそぼった膣孔に、愛蜜のヌメりを借りた指が差し込まれる。

「ふぁっ……！」

　彼の長くて形のいい指が、ゆっくりと押し込まれていく。

　隘路を押し拓かれる感触に、ビクビクとニーニャは身体を震わせた。

「いい感じに濡れているな。もうちょっと慣らしておこう」

　差し入れられた彼の指は二本になった。濡れた膣襞をなんども左右に開くと、そのたびにヌチャヌチャと淫猥に濡れた音が響く。

「やぁっ……んんっ……」

　狭かったはずの膣内が彼の指によって少しずつ柔らかく広がっていく。

　すると膣奥がムズムズとして、彼が指を左右にグニュと押し拓くと、トロリと粘着質な液が溢れ出てきた。

　秘裂を伝い、太ももや後孔までびっしょりと濡れてしまう。

「ふっ……んんっ……」

　挿れ込まれた指がグヌグヌと動くたび、空気が入り込んで音が大きくなっていく。

「……はぁ……んん……ぁあ……」

　快感に身を震わせるニーニャは、とても可愛らしくイーサンの目に映る。

　満足した表情で指をヌチュクチュと動かすイーサンに、ニーニャは言葉にできないほどの気恥ずかしさが込み上げてしまう。

「気持ちがいいのかい？」

　そうと問われて、はいとも答えにくい。ニーニャは目に涙を浮かべ、コクコクと小さく頭を上下に振る。

　チュポッと音を立てて彼の指が引き抜かれると、そのまま目の前まで見せつけてくる。

「すごく濡れているね。感じやすい体質で嬉しいよ」

　ニーニャの鼻先にイーサンの指がきた。白っぽい蜜液の雫が彼の手首まで垂れている。

　ツンとした匂いに恥ずかしくなってしまった。

「そろそろ私のモノが挿いりそうだね」

　彼の指が熱を宿した膣襞を左右にグチュ……と押し拓き、淫らな音を立てて掻き回してくる。

　彼は指を抽送しながら、ニーニャの胸に顔を寄せ乳首を唇に挟んだ。

「あっ……んんっ……」

　指と同時に尖り強く食まれ、腰が浮くほど感じてしまう。

「んっ……いいっ……」

　イーサンの施す愛撫が気持ちいい。されるがまま身を委ねていたが、つい快感を声に出してしまった。

　イーサンの指に身悶えるニーニャを見て、彼が心の底から可愛いという顔をする。

　そして膣をヌチュヌチュと弄ると、ねっとりと濡れた舌で丹念に乳首を舐めた。

　舌先を小刻みに震わし乳首を上下に揺らしたり、弧を描いて乳首の周囲を舐めたり、唇ですっぽりと覆い、含んだままチロチロと舐めたりを食んだりを繰り返す。

「は……ぁあ……んん……いい……いいの……」

　尖った乳首に自分の唇を這わしながら、イーサンが目線を上げる。

「気に入ったのかな？　もっと舐めてあげようね」

　敏感な突起を勢いよくしゃぶられ、彼の口腔の熱さにニーニャの身体も火照ってくる。

「感じすぎちゃって……もう……」

　ニーニャは意識せずイーサンの筋肉質な背に手を回した。

　こんなにも肩甲骨が盛り上がっている身体だったろうか？　愛撫を受けながらも、ふとそんなことを考える。

　たおやかで眉目秀麗で、絵本の王子様みたいだったイーサン。彼は十年で野性的なフェロモンたっぷりの雄々しい男になっていた。

　筋肉で覆われた彼の男らしい身体に触れ、もっとニーニャは情欲を刺激される。

　イーサンの指は絶え間なく膣を弄り、舌は脇下を這っていた。

　汗ばんでいるから、そんなところを舐められるのは恥ずかしい。それでもイーサンは気にせず、ピチャピチャとくすぐったい場所を舐めてくる。

「やぁんっ……そこは、ダメ……です……」

「なぜ？　感じるから？」

　乳房を揺らして身を捩る華奢な身体を、イーサンが筋張った両腕で押さえ込んでしまう。

　乱暴ではないし、怖くもない。

　ニーニャは彼という鳥籠に囚われたかのように、逞しい胸に囲われてひたすら愛撫を受けていた。

「君のあどけなく愛らしい顔も、滑らかな肌も、鈴の鳴るような声も、すべて私のものだよ」

　情熱を帯びた瞳で見下ろされ、甘さの中に激しい情熱を込めた口調で囁かれる。

「私は十年、ニーニャだけを想っていた。ひとつに溶ける夜を夢見ていた。ダメなんて言葉は受けつけないよ」

（だったら、一度くらい帰ってきてくれたらよかったのに……！）

　文句を言いたくてもイーサンの唇と指に惑わされ、すぐに意識が快感に向いてしまう。

「私を煽ったのだから、そろそろ責任を取ってもらおうかな」

　意味がわからず涙で潤む目を向けると、彼が上体を起こし膝立ちになった。

　すでに乱れたガウンをスルリと脱ぎ落し、寝巻のズボンをずらす。そこから膨れ上がった肉棒を取り出した。

「……っ！」

　ニーニャは声にならない悲鳴を上げた。

　彼が股間に携えていたものが、あまりに卑猥な造形をしていたからだ。

　根元は髪色と同じ繊毛に覆われ、そこから太くて長い肉棒が天に向かって伸びている。

　竿には青黒い血管がいくつも浮き上がり、先端はきれいな段差にくびれていた。

　亀頭の先はピンク色でとても繊細そうに見えた。線が一本入り、そこから透明の液が滲んでいる。

　彼の生命力ともいえる男性器だが、見た目は卑猥そのものといえた。

　彼は自分の指でそれを支えると、見せつけるように先端を向けてくる。

「触りたければ触っていいよ」

　ビクッと身体を震わせると、慌てて頭を左右に振った。

　正直、得体の知れない物体という印象である。

　少しだけ寂しそうに見えたので、ニーニャは言い訳めいたことを口にした。

「だって……そんなに固そうで長くて大きいもの、初めて見るから……」

　ニーニャの素直な返事に気をよくしたのか、先端がググッと上に向いた。もう下腹にくっつきそうなほど昂ぶっている。

　つい見つめてしまうと、イーサンが苦笑を零した。

「大丈夫、痛くしないから」

　ニーニャの膝頭に大きな手を置き、左右に割り広げる。

「あっ……」

　イーサンの指でグショグショになった秘所が晒され、恥ずかしさのあまり閉じようとした。

　それより先に彼の大きな身体が両脚の間に入り込む。

「苦しくなったら私にしがみついていいからね」

　そう優しく呟くと、亀頭の先端が蜜で濡れそぼった割れ目に押し当てられる。

　グヌッと膨張した肉竿の先端が、媚肉を割って挿いり込んできた。

「あっ……」

　あれほどまで指で膣襞を伸ばされたというのに、イーサンの固くて大きな猛りが容赦なく膣襞をメリメリと割り開いた。

「痛……い……」

　想像以上の痛みに、ニーニャは身体を強ばらせる。

　ギュッと瞼まぶたを閉じ、彼の首に腕を回してしがみついた。

「ひっ……あぁっ……」

　痛みのあまり無意識に腰を逃がそうとしてしまう。

「もっと身体の力を抜いて。そんなに緊張しているとうまく挿いらない」

　イーサンに耳元で囁かれると、ニーニャの背筋がゾクゾクと感じてしまった。

　少し緩んだのか、イーサンが腰をぐっと挿し込んでくる。

　襞に咥え込まれた肉棒は、ヒクつく膣を拓きながら進んでいく。

「うっ……痛い……も、う……」

　逃がすまいとしたのか彼がしっかりとニーニャを抱き留めている。

　涙で潤む瞳で痛みを訴えるが、イーサンは肉棒を抜いてくれそうになかった。

　痛みで震えているとイーサンが結合している部分の、少し上あたりに指を伸ばしてくる。

「あっ……んんっ……」

　割れ目に指を添えると、媚肉をヌルヌルと弄り始める。

　イーサンは隘路を拓く痛みをごまかすため、花びらの奥に潜む肉芽を愛撫しようとした。

「はっ……ぁあ……！　んんっ……！」

　ピリピリとした疼痛、腰が砕けそうになるほどの愉悦。

　相反した感覚はニーニャの官能をこれでもかと刺激した。

　陰部に受ける気持ちよさに腰を揺らしてしまうと、よりいっそう激しい痛みが膣を襲う。

「ひっ……ぁ、やぁ……そこ、触っちゃ……ダメ……」

（感じちゃうっ……感じすぎちゃう……でも痛い……わたし、どうなっちゃうの……!?）

　身体を捩って身悶えるニーニャを、イーサンが容赦なく追い立ててくる。

「いい子だ、ニーニャ。そのまま快感に意識を向けているといい」

　ニーニャは大好きなイーサンの言うことならと、小さくコクコクと頷く。

　彼はニーニャの小さな身体に覆い被さると、チュッと音を立てて頬や唇にキスをした。

「ふっ……んんっ……ぁあんっ……」

　イーサンが腰を前後させるたび、膣の奥から熱がせり上がってくるような気がする。

　彼の肉棒がますます激しく抽送され、ニーニャは痛みでどうにかなってしまいそうだ。

「ニーニャ……可愛いニーニャ、愛しているよ。十年間溜め込んだ私の想いを受け止めておくれ」

（十年間……それはわたしも同じよ。ずっとずっと……待っていた……）

「イーサン様が……何も言わずに、行っちゃったのに……」

　ニーニャの悲しい呟きに、イーサンの腰が動きを止めた。

　ヒクッ……としゃくり上げるニーニャを、イーサンが愛おしそうになんども唇にキスを落とす。

「申し訳なかった。悪かったよ、ニーニャ。でも事情があるとわかってくれ」

（事情……？　それでも何か言って欲しかった……）

「ああ……ごめんよ。私に余裕がないみたいだ。ニーニャの可愛い泣き顔が堪らないよ」

　肉筒に包まれたイーサンの肉棒が、ググッと更に大きく膨らむ。

「あぁっ……！」

　隘路をこじ開けられるような痛みに、ニーニャは白い喉を晒して仰け反った。

「たっぷり濡らしたつもりだったけど、まだ足りなかったかな。もう少しで達するから我慢してくれ」

　イーサンは腰をふたたび激しく前後し始めた。

「あぁっ……！」

　ニーニャの艶めかしい嬌声に、イーサンの腰の動きがもっと速くなる。

「んんっ……ぁあっ……はぁっ……」

　激しく揺さぶられニーニャは彼の胸にすがりついた。両手を広げ、逞しい胸を掻き抱く。

　ニーニャからは見えなかったが、イーサンは幸せを甘受するような笑みを浮かべた。

　そうして彼は腰を動かし、滾った肉棒を突き上げる。

　律動はどんどん速くなり、先端がなんども膣の最奥を刺激した。

「あっ……ぁあ……！」

　膣襞をゴリゴリと押しながら腰を引き、そして勢いよく最奥まで亀頭を穿つ。それの繰り返しだ。

　肉棒が引き抜かれる感触に、ニーニャの愉悦が立ち上っていく。

「あっ……いいっ……イーサン……様ぁ……」

　抽送する男性器が気持ちよくて、あられもない喘ぎ声をなんども上げる。

　彼の肉棒が熱く、大きく、そして激しく膣壁を擦り上げる。

「ふっ……うぅんっ……あっ……ぁあっ……」

「十年前の愛らしい面影を残しているのに、淫らな身体で私を誘惑するのだな。可愛いニーニャ」

　そしてニーニャの腰を両手で掴むと、激しく亀頭を突き上げてきた。

　ニーニャの華奢な身体がグラグラと揺さぶられる。

「あっ……ぁあっ……」

「愛している。私のニーニャ……」

　胎内に埋め込まれた肉棒の熱さと、彼の愛の言葉が、十年間の寂しかった心の隙間を埋めてくれたような気がした。

　リザに「殺されますよ」などと意味不明に脅されたが、こんなにも求められるのなら命を捧げてもいいと思えるほどだ。

「ニーニャ……！」

「イーサン様っ……」

　ドクンッと彼の放った白濁の飛沫を胎内に受け止める。

「あぁ……」

　イーサンが腰の動きを止め、ニーニャをぐっと抱きしめた。お互いに荒い息を吐く。

　高鳴る鼓動、汗ばんだ肌、彼の息がニーニャの首筋に当たる。

「ふ……う……」

　ニーニャは官能と恍惚の渦に巻き込まれたまま、意識を失ってしまった。
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　十年間の放置を埋めるように、イーサンは昼も夜もニーニャを片時も離さなかった。

　三食はもちろんのこと、アフタヌーンティーもニーニャとともに楽しみ、ずっと一緒にいるという状態だ。

　そうなると、イーサンはまったく政務を行っていないと言える。

　最初の頃は嬉しかった。昼も夜も甘い時間を過ごしていると、空っぽだった十年間がちょっとずつ埋められていくような気がした。

　朝日が眩しい午後の庭園。

　イーサンとともに、サンドウィッチと紅茶を楽しむ時間。

　ニーニャは悠々とティーカップを口もとへ運ぶイーサンの美麗な顔を見つめていた。

　昨夜もベッドの中でたくさんキスをし、イーサンの形のいい唇がなんどもニーニャの唇を食み、身体中を這った。

　濡れた舌と唇が身体の隅々まで愛撫し、そして滾った肉棒に貫かれ────。

（最初はとても痛かったのに、昨夜は言葉にできない気持ちよさでおかしくなっちゃいそうだった）

　腰砕けになるほど彼の性技に翻弄され、ニーニャは愛されていると実感していた。

（リザが変な感じに脅してきたからどうしようかと思ったけど、やっぱりイーサン様はお優しい方よ）

　しかしさすがに一か月以上も一緒にいると、いろいろと気になってくる。

（イーサン様は間もなく帝位を譲られるのに、こんなに遊んで……いえ、わたしのそばにいてばかりでいいの？）

　なんどかその疑問を口にしてみたが、彼の答えはいつも同じであった。

「私は十年間も愛しい妻と離れていたんだよ？　辺境の静定にアカデミー留学に、山ほど苦労したからね。新婚気分くらい味わいたいよ」

　イーサンの言い分はもっともと言えた。

「イーサン様が大丈夫なら……」

「大丈夫、大丈夫。もうしばらく休暇にしよう」

　ニーニャはイーサンと紅茶を楽しめるこのひと時がとても嬉しかった。
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　執務室で、イーサンは最近貴族たちの間に広まっている噂について考えていた。

《イーサン皇太子殿下が幼妻を溺愛して、政務を疎かにしているらしい。大丈夫なのか、この皇国は！》

《私が聞いたのは、ニーニャ皇太子妃殿下が大変な悪女で、イーサン皇太子殿下の邪魔ばかりしているというものだが》

《わたくしも小耳に挟みましたわ。皇太子妃として相応しくない行動ばかりだとか……行く末が不安ですわ》

　イーサンの執務室。彼のデスクは整理整頓され、一分の隙もない美しさだ。

　コンコンとノック音がして、ユリウスが入室する。

　出征前は騎士団長を務め、出征後はイーサンの親衛隊に属した彼は、出征中の功績を認められ、国立軍騎士団を束ねる筆頭騎士団長に任命された。

「失礼いたします。軍備の決裁権をいただきたく参りました」

　イーサンは資料を受け取ると、隅々まで目を通し、印を押した。

「ありがとうございます。皇太子殿下は仕事が速いので大助かりです」

　イーサンはふふっと笑い、弾力のある椅子の背に持たれ込んだ。

「巷では、私が政務を疎かにしていると流布しているようだな。そいつらに見せてやりたいよ。私がどれだけ業務をこなしているのかをね」

「はは……イーサン皇太子殿下の能力を知っている人のほうが少ないですよ。十年間国外にいたことで、神秘のヴェールはまだ剥がされていませんからね」

　イーサンはたいそう賢く知恵もあり、武力も胆力もある優れた青年である。

　だからこそ過酷な十年間を乗り切ったわけだが、見た目が雄々しい印象なので類まれなる知性が覆い隠れてしまっている。

　彼の真価を知る者は、十年間ともに戦ったルシウスや、その部下たちだけであろう。

「噂を触れ回っているのは例の奴か？」

　ルシウスは不敵に笑うと、深く頷いた。

「はい。オルティング公爵家当主と夫人です。イーサン皇太子殿下が肉欲に溺れ政治に目を向けていないという、なんとも下品な内容ですよ」

「いいじゃないか。面白い。自ら墓穴のための土を掘るとはな」

　イーサンは立ち上がると窓辺に寄り、馬車止めへと視線を向けた。

「そろそろ招かざる客のお越しのようだ」

　ユリウスも窓に近づき、馬車から降りてくる人物たちを確認する。

「ほう？　あれは……話題に出たばかりのオルティング公爵家当主と夫人、そしてその娘のロザミア嬢ですね」

　ロザミア・オルティング。オルティング公爵家の愛娘である。

　金色の髪をこれでもかとグルグルに巻き、遠目でもわかるほどの厚化粧。

　小太りの身体をグラマラスに見せようとしているのか、過剰にコルセットを締めておりバランスが悪い。

　ニーニャと出会った時に、残忍な面をこれでもかと見せてもらった。

　清楚な白のドレスを纏っても、滲み出る性悪さは隠せない。

「さて、相手をするのも胸くそ悪いが、これもニーニャのためだ」

　イーサンはジャケットを羽織り、髪型を整えると、ルシウスを連れて貴賓室へと赴いた。
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「イーサン皇太子殿下！　お久し振りでございますなあ」

「イーサン皇太子殿下。お久しゅうございます」

　オルティング公爵家当主タイラーと公爵夫人イザベラ、そして娘のロザミアが満面の笑みでイーサンを待ち構えていた。

「ほら、ご挨拶なさい。ロザミア」

　ロザミアがはにかみながら、誘惑するような上目遣いで見つめてくる。

　怖気の立つような嘘くささに、イーサンは引き攣った笑いを浮かべた。

「イーサン皇太子殿下。ロザミアでございますぅ。ニーニャの義理の姉でございますわぁ」

　間延びした声で話しかけてくるが、イーサンには気持ち悪くて仕方がない。

「存じておる。それで本日はどのような用件だ」

　イーサンがソファに座ると、タイラーも慌ててソファに腰かけた。

「いや……ニーニャのことが心配でして……ご迷惑をおかけしているのではないかと……」

「特に迷惑はしていないぞ」

「左様でございますか。何しろニーニャは卑しいメイドが産んだ娘。皇太子妃といった重責に耐えられるとは思いませんで」

「そなたがメイドを孕ませたから生まれたのであろう。半分血を受け継いでいるというのに随分な言い草だな」

　イザベラの眉間にくっきりと皺が寄り、表情を隠すためか扇を口もとに当てた。

　タイラーはしきりに脂汗を流し、引き攣った愛想笑いを浮かべている。

「で、殿下は十年間海外にいらっしゃったでしょう？　ニーニャのできの悪さをご存じないから……いやはやお優しいのは美徳ではございますが、皇太子妃は慎重にお選びになられたほうがいいでしょう」

　タイラーに対し憤りを感じたところで、ロザミアが口を挟んできた。

「あの……ニーニャは本当にダメな子なのですよぉ？」

　イーサンは、目の前で媚びてくる愚かな女が何を言い出すか気になり、目線を向けた。

　興味を引けたと勘違いしたロザミアが、図に乗って雑言を放ってくる。

「彼女はメイドと同じ仕事をしていたのです。それはもう下卑た仕事がよく似合う娘でぇ……」

　イーサンが無言でいると、反論ではなく同意していると思い込んだようで、ニーニャをさらに悪く言い始めた。

（面倒だから相槌を打たず、黙って聞くことにするか。もっと図に乗り、暴言を吐くがいい。適当なところで皇室侮辱罪だと脅してやろう）

　張りついたような笑顔を浮かべ、イーサンはなんども同意のように頷いた。

「それに比べたらロザミアは教育も躾も行き届いておりまして……」

「おほほほ……皇国から最高の指導者を招きましてね、淑女教育をいたしましたの。自慢の娘ですわ」

　自信満々な顔つきで見つめてくるロザミアが、イーサンを苛立たせる。しかし見事にポーカーフェイスを装った。

　それを好意と受け取ったのか、ロザミアが紅い唇をニイっと上げ、こんなことをおねだりしてきた。

「そういえば庭園のバラが見事だと聞きました。ご案内いただけませんかぁ？」

　イーサンは目を眇め、美しく装っているだけで外面も内面も醜い女を見つめた。

　長すぎるつけ睫毛をなんどもはためかせ、一生懸命誘惑しようと画策するロザミアに心底嫌気が差す。

　それでも感情を押し殺して、にっこりと微笑んだ。

「よいだろう。バラ園に向かうか」

「嬉しい！　お父様、お母様、お散歩して参りますわぁ！」

　浮かれた様子のタイラーとイザベラをその場に残し、ロザミアとともに貴賓室を出た。

（私が政務を疎かにしていると噂を広めておきながら、娘を売り込もうとするとは）

　くだらなさすぎて反吐が出る。しかしイーサンは悪質な貴族連中を一掃できる機会をいつでもうかがっていた。

（まだ、その時ではない。時期が来たらこんな連中、すぐに一掃してやる）

　それまでは、単純そうに見える皇太子の仮面を被るのだ────。

　庭園に足を踏み入れた時、なぜかリザが待ち構えており、恭しく頭を下げてきた。

「行ってらっしゃいませ。ロザミアお嬢様」

　ニーニャつきの侍女という立場で、なぜこんなところで油を売っているのだろう。

　そう怒鳴って制してもよかったが、オルティング公爵家の連中を油断させたくて、あえて黙っていた。

　一歩足を踏み出しただけで、ロザミアが腕にまとわりついてくる。

　わざと胸をグニグニと当てるあざとさ、上目遣いの媚びた目つき。醜悪そのものといった風情で、鳥肌が立ってしまった。

（……長袖を着用しておいてよかった）

「イーサン皇太子殿下ぁ。新種のバラを研究していると伺っておりますぅ」

　皇室が独自に開発しているバラの情報も、あの侍女から得たのだろうか。

　さすがに口が軽すぎる。

（ここで突っ込むより、もうちょっと大きく羽目を外してくれるのを待つほうがいい。それこそ命で償わねばならないほどの失敗を晒してくれるまで静観するか）

「……残念だがまだ開発途中だ。見せることはできん」

「そうですか……残念ですわ……」

　紅く染めた唇を尖らし、拗ねたような口調で呟く。

「では……新種のバラが誕生したら、わたくしの名をつけていただけませんか？」

　さすがのイーサンも顔の筋肉が強ばってしまった。図々しいのはわかっていたが、ここまでくると厚顔無恥であろう。

「そなたの名を？」

　少しの刺激で怒りが爆発しそうな状態だが、脳内でニーニャの寝顔を思い出し懸命に堪える。

「はい……スイート・ロザミアとか、ロイヤル・ロザミアなど……」

　怒髪天を衝くという感情を、イーサンは二十六年生きてきて初めて理解できた。

（スイートならまだしも、ロイヤルだと？　ロイヤルの意味をわかって言っているのか？　頭が悪すぎる）

　これ以降、ロザミアがどれだけ厚かましい発言や問いをしてきても、イーサンは一切無視することにした。
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　ニーニャが図書室で本を読んでいる時、突然リザが現れた。

「ニーニャ様。オルティング公爵家ご当主様がお越しになられておりますよ。ご挨拶に参りましょう」

「お父様が？」

　ニーニャと父親の関係が良好ならば、挨拶に行こうというのは頷ける。

　だがニーニャはオルティング公爵家で八年間放置され、厄介者と罵られて生活してきたのだ。

　そのうえ皇室に嫁いでからも十年間無視されている。ニーニャが挨拶に出向いても喜ばないのではなかろうか。

　リザが手首を掴みグイッと引っ張ったので、慌てて言い返す。

「ご当主様は、わたしに会いたくないと思うわ」

　リザの顔つきが強ばり、ニーニャを掴む手に力が籠もった。

「いっ……！」

　あまりの痛さにニーニャは泣きそうになる。

「何を愚かなことをっ！　さっさと行きますよ！」

　ニーニャは思わずリザの手を振り払った。彼女が驚いた顔をする。

「ま、まあ……わたくしに抵抗すると？」

　ニーニャはもう八歳の幼子ではない。すでにリザとあまり変わらない身長である。

「抵抗じゃないわ。引きずられるのが嫌なだけ」

　それに、掴まれた手首がうっすらと赤くなっている。ズキズキしてとても痛い。

「面倒ですこと。まあ、いいわ。さっさと行きますよ！　断ることはできません。ご当主様がお会いしたがっているのですからね！」

　さっさと歩いていくリザから少し間を置き、ニーニャは本を棚に戻してから図書室を出た。

　扉から出ると、待機していた警備兵が声をかけてくる。

「皇太子妃殿下。どちらに行かれるのでしょうか」

「オルティング公爵家の方がいらしていると言うので挨拶に行くの」

「承知いたしました。護衛いたします」

　リザがなんども振り返って、ニーニャに対し苛立った表情を向けてくる。

　警備兵が、こそっと耳打ちしてきた。

「……皇太子妃殿下。あの侍女が目障りでしたらおっしゃってください」

　ニーニャは、はは……と乾いた笑いを零した。

「大丈夫よ」

　どこへ行くのかと思ったら、なぜか皇太子宮の庭園であった。

（お父様がなぜ庭園にいるの？）

　不審に思っていると、ガゼボでベンチに座るイーサンを見つけた。

　そして彼の前には、ロザミアが腰かけている。

（え……？　なぜイーサン様がロザミア様と？）

　遠目からでもロザミアの華やかさは見て取れた。

　赤みがかったブロンドに派手な化粧。胸の大きく開いたドレスに、異常なほど引きしめられた腰。

　豊満な肉体が婀娜あだっぽく見え、ニーニャは意気消沈してしまう。

（イーサン様も、ロザミア様みたいな大人っぽい女性がお好きなのかしら？）

　彼女が一方的に話しかけているようだが、イーサンは楽しそうな笑みを絶やさない。

（なんだか胸がムカムカしてきた……イーサン様が、わたし以外の女性と……）

　そんなことを考えていたら、自分の心の醜さに気づいてしまう。

　頭を振って、嫌な考えを振り落とす。

「あらまあ、イーサン皇太子とロザミアお嬢様、お似合いですわねえ」

　リザが突然そう言うものだから、ニーニャの心が切り裂かれたように痛くなる。

「そうは思いませんか？　ニーニャ様」

　リザは深く考えず思いつきでそう口にしただけかもしれない。

　だが今の発言は、ニーニャの心に潜む嫉妬心を触発した。

「お似合いだからどうだと言うの？　イーサン様は、わたしと結婚しているのよ」

　リザがムッとした顔をしたので、ニーニャは言葉を続けた。

「リザ。皇太子妃はわたしなの。ロザミア様じゃない。似合っているからと言っても結婚できないわ」

　ニーニャのはっきりとした返しに、リザが驚きで呆気に取られる。

「お父様はどこなの？　庭園にいるの？」

「え？　いえ、貴賓室かと……」

（じゃあ、なぜ庭園に連れてきたの？　もしかして、おふたりが仲よくしている姿を見せようとして？）

「ホワイト・パレスに戻るわ。お父様にはまた今度と伝えてちょうだい」

「は、はい……」

　リザは小さく頭を下げると、そそくさとどこかへ行ってしまった。

　ニーニャは警備兵とともに皇太子宮へと戻り、そのままずっと、憂鬱な気分で夜を迎えた。

　追い打ちをかけるように、夕食の席にイーサンは現れなかった。

　もしかしたら、オルティング公爵家の人たちと晩餐なのかもしれない。

　一緒の席で食事をするのは避けたいが、のけ者にされるのは辛い。

　アンナが心配してあれこれ声をかけてくれたが、ニーニャの気持ちは浮上しなかった。
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　イーサンが寝室に足を踏み入れた時、ロザミアについて説明があるかと思えたが、まったくそれらしいことは話してくれなかった。

　彼の顔を見るのが辛くて、つい視線を逸らした。

「どうしたんだい？　何か嫌なことでもあった？」

「別に」

　即座に返答し、態度が悪かったかと慌ててニーニャは取り繕う。

「なんでもないの」

　ニーニャはベッドの中に入ると身を丸め、イーサンに背中を向ける。

　彼はそんな態度を咎めることなく、心配そうな顔をするだけだ。

（わたし、なんて子どもっぽい真似をしているの……！　恥ずかしい……！）

　脳裏に浮かぶのは、ロザミアの魅惑に満ちた美貌、異性を虜にする豊満な肉体。

（こんなふうにウダウダしていても時間の無駄だわ。ロザミア様のことが好きなのかイーサン様に聞いてみよう）

「ねえ、ニーニャ」

　しかし先にイーサンのほうが、とびきり優しい声で話しかけてきた。

　猜疑心と自己嫌悪に苛まれているニーニャは、彼のそんな甘い声を疑ってしまう。

（何を言われるんだろう……）

　イーサンがロザミアを皇太子妃に迎えたら、どうすればいいのだろう。

　ニーニャを捨てて別の女性を選んだらと、そんなことばかり考える。

（なんてわたしは心が狭いの！　でもわたしにはイーサン様しかいないの！　どうしよう……胸が苦しい……）

　だが、彼が心から好きだという女性が現れたら、ニーニャは身を引かねばならない。

　愛する男の幸せを奪うのは嫌だから。

「ハネムーンに行こうと思っているのだけど」

（ハネムーン？）

　ついイーサンのほうを向いてしまった。嬉しそうな笑顔を見て、今の今まで悶々としていた心境が一気に明るいものになる。

「私たちは結婚して長い間、離ればなれだっただろう？　少し落ち着いたから、ハネムーンに行こうじゃないか」

「いいの……？　忙しくはない？」

　あどけなく問うニーニャに、極上の笑顔を見せる。

　イーサンがベッドに膝をついて横になると、ガウンの胸もとがセクシーにはだける。筋肉の盛り上がった逞しい胸が目に入り、ニーニャの頬が紅く染まった。

　ところどころ傷痕が見え、彼が辺境地域にて先導して戦ってきた証だと知れる。

「父上は早々に退位して私に皇位を譲りたいと考えている。その前にゆっくりニーニャと旅行したいと思ってね」

　イーサンの提案に、ニーニャの沈み込んでいた気持ちが、ふわりと浮き上がる。

「行きたい……」

　ニーニャはオルティング公爵家の人たちが季節ごとに別荘へ遊びに行っても、いつも留守番していた。

　あの意地悪な人たちと一緒に行きたいわけではなかったが、一度くらいは王都から出てみたい。

　イーサンが手を伸ばすと、ニーニャの頬をそっと撫でる。

「海がいい？　山がいい？」

「どっちがいいのかわからないわ。わたし、旅行をしたことがないの」

　イーサンの目に複雑そうな光が浮かぶ。憐憫ともとれるその視線に、妙な心地になってしまう。

（はっきりと自分の意見を主張したほうがいいのかな。でも、海と山どっちがいいなんてわからないし……）

「私に任せてくれるかな？」

「ええ。お願いしたいです」

　彼がニーニャの髪を一房手に取ると、そっと口もとに当てた。

「ニーニャがいっぱい喜んでくれるようなプランを立ててみせるよ。楽しみにしてて」

「はい！」

　明るくそう返事をすると、彼が優しく微笑んだ。

　そっと彼が両手を出して、華奢な身体を引き寄せる。

　頬に、チュッとキスをした後、頬同士をスリスリと擦り合わせた。

「ふふふっ……イーサン様、くすぐったいです」

　肩口を竦めて笑うと、彼もつられたように笑う。

　その夜は、イーサンに抱きしめられて眠りについた。
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　ニーニャは今、イーサンの愛馬クラリスに彼と一緒に乗馬し、ものすごいスピードで森の中を疾走している。

（なぜこんなことになっているの!?　新婚旅行じゃなかったの!?）

「ニーニャ！　しっかり手綱を掴んでおくんだよ！」

「は、はいっ！」

　放せと言われても絶対に手から放さない。それほどクラリスのスピードは速く、勢いがよかった。

　話は早朝に戻る。

　イーサンからハネムーンに行こうと誘われたのは昨夜のこと。詳しい日時や行き先は決まっていなかったはずだ。

　だが朝食の席で、開口一番彼がこう言った。

「ニーニャ。朝食後、ハネムーンに出発しよう」

「……用意も仕度もできておりませんが」

　イーサンは魅惑的ににっこりと笑った。

「構わないよ。宿泊先で調達すればいいから」

　アンナたちや執事には根回しされていたのだろうか。朝食が済んだら、すぐさま乗馬服に着替えさせられた。

　慌てたのはリザである。

「ハネムーン!?　聞いていませんよ！　どういうことですか！」

　彼女は目を血走らせて、ドレスルームに駆け込んできた。

　ニーニャとアンナにやいやい詰め寄ってくるが、アンナが面倒くさそうにいなしている。

「お決めになったのはイーサン皇太子殿下です。なぜ侍女の許可が必要なのです？」

「ま……まあ……なんと憎らしい……」

　言い返されたことが腹立たしかったのか、なぜかニーニャに矛先を変えてきた。

「ニーニャ様！　騙されてはなりませんよ！」

「騙す？　どういう意味？」

　リザはゴホンと空咳をすると、身振り手振りで意味のわからないことをしゃべり出した。

「イーサン皇太子殿下とロザミアお嬢様はとても親密な関係でいらっしゃいます。それなのに、ニーニャ様がハネムーンになど行かれてしまっては、ロザミアお嬢様がお可哀想ではございませんか？」

　ニーニャとしては、彼女の話が要領を得なくてまったく理解できない。

「イーサン様とロザミアお嬢様が親密？」

「そうです。お似合いのおふたりだと賞賛していたばかりではないですか」

　別にニーニャは賞賛などしていない。リザが勝手に騒いでいただけだ。

「わたしがイーサン様とハネムーンに行くことが、なぜロザミア様が可哀想だという話になるの？」

「イーサン皇太子をお慕いしていらっしゃるからですよ。それくらいわかるでしょう？」

（わかるわけがないわ。だってイーサンさまと結婚したのはわたしよ。それなのにどうして、ここにロザミア様の名が出るの？）

　……と、考えたところで昨夜の光景が脳裏に浮かび上がる。

（待って……もしかしてイーサン様はロザミア様のことが好きなの？）

　イーサンの愛を疑ってはいない。

　リザの話を鵜呑みにはしないが、すべてを否定することは難しかった。

「ハネムーンに行きたくないと伝えるのです。ロザミアお嬢様にこれ以上迷惑をおかけしてはいけません！」

「いい加減になさってください！　イーサン皇太子殿下はニーニャ皇太子殿下とハネムーンに出かけるとおっしゃっているのです！　どこのご令嬢か知りませんが、横恋慕できるわけがないでしょう！」

　ニーニャとリザの間に入ってきたのはアンナだ。

「さっきから黙って聞いていれば、よくもまあそんな恥知らずなことをつらつらと述べられますね！　本当に貴族のご夫人なのですか？　あまりにゲスくて疑ってしまいます！」

　我慢できなくなったアンナが声を荒げてリザに詰め寄る。

　平民に怒鳴られたことで、リザが怒りで身体を小刻みに震わせた。

「メ、メイドの分際で、よくもっ……！」

　彼女たちの仲は悪い。本来、平民のメイドが貴族の侍女に口答えはできないが、皇太子宮に限っては別であった。

　イーサンがアンナにそれなりの実権を与えており、リザに対してのみ冷然な態度だから罰されないだけである。

　リザはそれが腹立だしくて堪らないが、かと言って侍女を辞めるわけにはいかなかった。

　彼女にはもうオルティング公爵家夫人を頼るしか生きる道がないのである。

　アンナの声を聞きつけたほかのメイドや警備兵がやってきて、リザに訝しい目を向けてきた。

　いついかなる時でも、リザが悪者になるのが常であった。

（どうして誰もがわたくしの邪魔をするのよ……！　私生児の小娘に肩入れなんかしてっ……！）

「この平民め、いつか痛い目に遭わせてやる！」

　興奮したリザがアンナに飛びかかろうとしたので、ニーニャは慌てて間に入った。

「リザ、もうやめて！　アンナにひどいことしないで！」

「はあ？　ひどいことをされたのは、わたくしの……」

　その時ノック音がして扉が開いた。イーサンが大股でニーニャのほうへと近づいてくる。

　賢いイーサンなら、この緊張した場の雰囲気で何があったか悟るはずだ。

　だが彼は何食わぬ顔でにっこりと微笑んだ。

「用意はできたかい？　ニーニャ」

　救いの神のようなイーサンに、ニーニャは駆け寄る。

「イーサン様！　あのね、ロザミア様が悲しむからハネムーンに行くなとリザが言うのだけど、それを聞いたアンナが……」

「皇族に意見するバカ者がどこにいるというのだ？」

　一瞬でイーサンの目が硬質的なものになり、口調も冷ややかになる。

　リザは背を丸めて、そそくさと逃げ出そうとした。

「一度皇立図書館に行き、皇室侮辱罪の本でも熟読するがいい。罰則の内容を知れば、くだらん考えなど起こさないだろうよ」

　リザがビクッと全身を震わせると、早足でドレスルームを後にした。

「申し訳ございません、イーサン皇太子殿下。なかなか押さえるのが難しく……」

　アンナが申し訳なさそうに頭を下げる。

「君が感情的にならぬよう、精一杯律していることはわかっている。よくやってくれているよ」

「ありがとうございます。ご出発の用意はできております。よいご旅行を」

　アンナは一礼すると、警備兵たちと一緒にドレスルームを出ていった。

　イーサンが先ほどの嫌な雰囲気を払拭するような笑顔を見せる。

「じゃあハネムーンに出発しようか」

「はいっ！」

　……というのが今朝の流れだったはず。

　てっきり馬車で移動するのかと思ったら、馬にふたり乗りで森を駆け抜けたから驚いた。

「ど、どうして……」

「乗馬中にしゃべると舌を噛むよ」

　ニーニャは口を噤み、ひたすら疾走する馬のたてがみにしがみついた。

　途中、昼休憩として湖のほとりでアンナが用意してくれたサンドイッチを食べ、午後はクラリスの様子を見て休み休み進む。

　蹄に優しい道になると、クラリスは機嫌をよくしたのか途端にスピードを上げた。

　夕日に向かって馬はどこまでも駆け抜け、近くの宿場町に到着した頃には、すっかり夜の帳が落ちていた。
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　夜、宿場町。

　馬を厩舎に預け、ふたりは手を繋いで繁華街を歩いた。

　チラチラとニーニャに視線を送る男たちがいたが、イーサンが鋭い睨みを利かせると、みな気まずそうに目を背けた。

（この十年の間で、ニーニャはサナギが蝶になるかのごとく美しくなった。三食しっかりと摂り、身だしなみを整え、礼儀作法を学んだら驚くほど高貴な女性になった。……ニーニャの美貌を自慢したいところだが、変な虫がつくのだけはごめんだ）

　当の本人は男たちの熱い目線に無頓着だ。

　そして王都から距離があるからか、誰もイーサンとニーニャが皇太子と皇太子妃であることに気がつかなかった。

　変装のために地味な服装を選んだが、そこまでする必要はなかったようだ。

「まだ別荘までは一日かかる。今夜はこの宿に泊まるよ、ニーニャ」

「宿……ですか？」

「ああ。平民のフリをするからね」

　オルティング公爵家から一歩も出ずに育ち、結婚してからは皇太子宮と王宮を行き来するだけの生活を送っていたニーニャは、街の宿屋と聞いて胸がドキドキした。

　イーサンがある宿屋の前で立ち止まると、木の扉を押した。ギイ……と軋む音がして、宿屋に一歩足を踏み入れる。

「わぁ……！」

　想像していた以上に人が多くて、ニーニャは驚いた。

　宿屋と聞いたのに、そこは広々とした食堂だった。みな楽しそうに酒や料理を楽しんでいる。

　ニーニャが知らないだけであるが、宿場町の宿屋はさまざまで、食堂や酒場を兼ね備えている場合や、風俗の場合もある。

　行き当たりばったりで宿を選んだように見えるが、彼の配下が念入りに下調べをしたのだ。

　この宿屋は宿場町でもっとも健全であり、傭兵上がりの店主が睨みを利かせているので、トラブルも少ない。

「いらっしゃい」

　明るい笑顔の中年女性が、ビールグラスを載せたトレイを片手に朗らかに声をかけてきた。

「予約をしているイーサンだ」

「夕食、朝食込み二名で一泊のお客さんだね。部屋で休むかい？　それとも夕食が先かい？」

　くだけた口調の女性が、ドンッと客のテーブルの上にビールグラスを置いた。

　衝撃で中身がテーブルに飛び散るが、客は文句のひとつも言わない。

（夕食……）

　疲れたうえに空腹のニーニャは、夕食と聞いてお腹が小さくキューと鳴った。

（やだっ……恥ずかしいっ……イーサン様に聞こえたかしら）

　イーサンが女性にこう告げた。

「先に夕食を取ることにしよう」

「わかったよ。そこの席に座っておくれ」

　酒樽のテーブルを指差され、ニーニャはウキウキとしてしまった。

（こんなテーブルと椅子、見るのも初めて。面白いなあ）

　ニーニャは脚の高い簡素な椅子に腰かけると、酒樽テーブルに手のひらを置いてみる。

　なんとなく酒の香りがして、もっと楽しい気分になってしまった。

「こういう宿は嫌だった？」

　イーサンの問いに、即答する。

「いいえ！　すごく楽しいです。宿屋に泊るのも初めてだし、こんなテーブルも見たことないもの」

「そう。よかった」

　イーサンが笑うと、ニーニャもつられて笑ってしまう。

「わたし、旅行が初めてだから、目に映るすべてのことが新しくて」

　イーサンがそっとニーニャの頭に手を置いた。そして茶色の髪に指を絡ませ、滑らすように撫でてくる。

「イーサン様？」

「可愛いね、ニーニャは」

　彼の甘い囁きに、ニーニャの頬がほんのりと染まる。

　恥ずかしくてモジモジしていたら、先ほどの女性が両手に湯気の立つトレイを持ち、その片方をドンッとテーブルの上に置いた。

「さあさあ、うちの名物料理を食べておくれ！」

　丸ごと焼いたハーブチキンとサラダの盛り合わせ、そしてバターがたっぷり塗られたバケット。

　野菜たっぷりのミネストローネに、チーズとハムの盛り合わせ。

　空腹のあまりニーニャは、ついうわぁ……と声を漏らしてしまった。

（皇太子妃としてはしたなかったかな。イーサン様に呆れられちゃう）

　焦って彼を見ると、特に怒っている表情ではない。

　それよりも、さっさとナイフとフォークを手に取り、チキンを切り分け始めてしまった。

（見てなかったのかな？）

「はい。骨を避けておいたからね」

　イーサンは食べやすく切ったチキンをニーニャの皿に移動してくれた。

「ありがとう。イーサン様」

　早速チキンを頬張ると、ローズマリーの風味が鼻に抜けて、なんとも美味である。

「美味しいっ！」

　ニーニャの頬が蕩けそうな顔を見て、女性が嬉しそうに微笑んだ。

「さあさあ、これも飲みな。女性に人気のマルベリージュースだよ」

　グラスには薄紫色の液体がなみなみと注がれていた。

「これを飲むときれいになるから、みなこぞって飲んでいるよ。ハチミツ入りだから飲みやすいよ」

「ありがとうございます」

　喉が渇いていたニーニャは、ゴクゴクと喉を鳴らしてマルベリージュースを飲んだ。

　甘みの中にほのかな酸味があり、とても飲みやすい。

「ジュースも美味しい。この宿屋のお料理はどれも絶品ね」

　ニーニャの素直な絶賛に気をよくした女将は、食事の最後にマルベリージャムがたっぷりかけられたパンプディングをサービスしてくれた。

「このジャム、甘酸っぱくて美味しい！　パンプディングも表面はカリカリしているのに、中はふんわりしているわ！」

「可愛いお連れさんだねぇ。新婚さんかい？」

「ええ。ハネムーンなんです」

　イーサンが答えると、隣の席でビールを飲んでいた男が拍手をした。

「新婚か、おめでとう！　今年はいい年だな！」

　呼応するように、店内のあちこちから声が飛んでくる。

「皇太子殿下は地方を静定され凱旋された。そんな素晴らしい年に結婚とはやるねえ」

　その皇太子本人であるイーサンが、しらっとした顔で答えた。

「そうだね。この国とともに家族関係も発展させたいよ。できればハネムーンベイビーを狙っているんだ」

　そう言うと、あちこちから冷やかしの声が飛んでくる。

「ヒュー！　言うねえ」

「おーい、女将！　ワイン樽を開けよう！　おれのオゴリだ」

「気前がいいねえ！　新婚さんに幸あれ！　乾杯しよう！」

　実際のところ結婚式を挙げたのは十年前だが、イーサンはまるで結婚し立てのような口調で、周りの客と会話していた。

（十年間離れて暮らしていたし、わたしたちは新婚みたいなものかしらね）

　カルディア皇国では十八歳から成人とみなされ、アルコールの摂取を認められていた。

　ニーニャはあまり酒に強いほうではないので、ひと口しか口をつけていない。

（料理はどれも美味しいし、宿のお客もみんな親切だし、なんだかとても楽しいわ）

　浮かれた心地で、ゴブレットのワインを少しだけ飲んでみた。

　すると、すぐにウィック！　ヒック！　としゃっくりが出てしまう。

　赤ら顔のニーニャに気がついたイーサンが、慌てて女将に水を持ってくるよう依頼する。

「ニーニャ。大丈夫かい？」

　水がたっぷりと入ったコップを渡され、中身を一気に飲み干す。

「ええ、らいじょうぶよ、イーサン様」

　呂律の回らないニーニャを見て、イーサンが困ったように肩を竦める。

「酔っ払ったみたいだね。部屋に行こうか」

「ふぁい……」

　イーサンが先に立ち上がり、女将から部屋の鍵を受け取った。

　ニーニャも机から離れようとしたが、すぐに視界がクラクラして、床に倒れ込みそうになった。

「ひゃっ……！」

　躓きそうなニーニャを、イーサンがしっかりと抱きしめる。

「足もとがおぼつかないようだね」

「ごめんなふぁい……」

（なんか……頭がフワフワして……足に力が入らなくて……）

　イーサンがさっと横向きに抱き上げてくれた。宴もたけなわの盛り上がりを見せていた宿屋のレストランは、もう拍手と口笛の嵐だ。

　そんな騒がしい連中に、イーサンはにっこりと微笑む。

「ではお先に失礼します。みなさんもよい夜を」

　イーサンは二階への階段を上っていった。

　彼の逞しい腕と胸に守られ、ニーニャはすっかり安堵の心地になる。

「イーサン様……楽しかったし美味しかった……です……」

「そう。よかった」

　部屋に入ると、そこはたいそう狭く、皇太子宮の寝室の半分以下くらいの広さであった。

　だけど、オルティング公爵家であてがわれていた屋根裏部屋よりも快適そうだ。

　そっとベッドに下ろされる。

「ふぁ……」

　イーサンがそっとニーニャの頬に手を当て、眠りこけそうな彼女を愛おしそうに見つめてくる。

「ハネムーン一日目の夜だけど、眠ってしまいそうだね」

「今日は……楽しいことがいっぱいでした……」

「それはよかった。一生懸命プランを考えた甲斐があったよ」

　彼が優しく微笑みながら、指でニーニャの茶色の髪をクルクルと巻き取る。

「馬での移動も長かったし、平民が使うような宿屋で、嫌じゃなかった？」

「いいえ」

　ニーニャは夢に浮かされたように瞳を潤ませ、嬉しそうに話し始める。

「イーサン様と一緒に馬に乗って、風を切って進むのは気持ちよかったです。あと……お料理も美味しくて……お客さんたちも気さくで……初めてのことばかりでした」

　睡魔に襲われながらも一生懸命感想を述べるニーニャを、イーサンは黙って見下ろす。

「ハネムーン……楽しい……イーサン……さ……」

　スゥスゥと規則的な音を立てて、ニーニャは寝てしまった。

　ニーニャの髪を一束手に取ると、唇に寄せチュッと音を立てる。

「明日はもっと楽しいよ」

　上体を倒して顔を近づけると、額や頬に小さなキスを落とす。

「十年間、苦労をかけた以上幸せにするからね。私の愛はなかなかに重いから覚悟してね」

　その言葉は眠っているニーニャに伝わらないが、それでもイーサンは満足であった。
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　朝、目が覚めた時。ニーニャはイーサンの逞しい胸と腕に抱かれて眠っていた。

　彼の腕は固い筋肉に守られている。その腕に小さい頭を乗せて、気持ちよく寝ていたようだ。

（わたし、失礼なことをしてしまったのでは……）

　イーサンが目が覚ますと、涙目になっているニーニャを見て驚いた。

「どうしたの？　何かあった？」

「イーサン様、腕が痺れていない？」

　ニーニャの懸念に、イーサンはわざとらしく顔をしかめた。

「腕の感触がない……」

「ええっ！　どうしようっ……！」

　ニーニャは慌ててイーサンの腕を掴むと、血の巡りをよくするため、一生懸命揉み始めた。

「これで血行がよくなるかな……どう？　イーサン様。腕は……」

　ニーニャが見上げると、イーサンが薄く笑っていた。

　自分がからかわれていたことに気がついたニーニャは、近くにあったクッションを取り上げた。

「ひどいわ！　わたし、心配したのよ!?」

　パフッ！　パフッ！　と彼の顔を目がけてクッションを振り下ろす。

「やめてくれっ！　悪かった！　私が悪かったから……」

「やめません！　わたしを騙した罰です！」

　イーサンに手首を取られて、そのまま背中をシーツに押しつけられる。

「きゃっ……！」

　両手首を顔の横で固定され、彼がのしかかってきた。

「利かん坊な妻だな。私をクッションで殺す気かい？」

「嘘をついたからです」

　目から涙がじわっと溢れ出てくる。心からイーサンの心配をしたのに、それが冗談だったなんてひどすぎる。

「わたしをバカにするなんて……」

　鼻を真っ赤にさせ、次から次へと熱い滴を零すニーニャを見て、イーサンの胸がズシッと軋む。

「ごめんよ、ニーニャ。君が私の腕を一生懸命揉んでくれるのが嬉しくてね。許してくれるかい？」

　イーサンの声に甘さが加わる。謝罪というより懐柔にも思えるが、ニーニャはすぐに許す気にはなれなかった。

「許しません。ものすごく気分を害されましたから」

「うーん。困ったな……」

　イーサンが顔を近づけると、ニーニャの小さな鼻にそっと唇を当てる。

　くすぐったくて肩を竦めるが、イーサンの両手がニーニャの手首を押さえ込んだままなので、これ以上身を捩ることもできない。

　すると、彼が自分の鼻をニーニャの鼻にツンツンとなんどもノックして、左右にスリスリと擦ってきた。

　何をしたいのかわからないまま、ニーニャの怒りが収まっていく。

「……なんの真似ですか」

「ニーニャの機嫌を取りたくて」

「鼻を当てたら、わたしの機嫌が直ると思っているのですか？」

　そう問うと、イーサンがうーんと首を捻って困った笑みを向けてきた。

「じゃあ、これなら？」

　チュッと可愛らしい音を立てて、イーサンがキスをしてくる。

　なんどかチュッチュッと啄むようなキスをしてから、ニーニャの唇を割って、肉厚の濡れた舌が挿いり込んできた。

「ふっ……」

　クチュ、ヌチュと濡れた音を立てて、イーサンがニーニャの唇を貪ってくる。

「ぁあ……んん……ふっ……」

　イーサンの舌がニーニャの舌先をとらえると、ヌル……ヌチュ……と捏ね回してくる。

「ふう……んん……あぁ……」

　すっかりごまかされてしまったが、ニーニャは情熱的な彼の甘い口づけで腰砕けになってしまう。

　イーサンの唇がゆっくりと離れていくと、唾液の橋がキラキラと光った。

「さあ、着替えて食堂に行こうか。今日はニーニャを楽しい場所に連れていってあげるからね」

「楽しい場所……？」

　彼はそれ以上何も言わなかった。

　腰から下に力が入らなくなってしまったニーニャを、イーサンは抱き上げてくれる。

　メイドも侍従も同行させていないので、仕度は自分たちでしなければならない。

（わたしはひとりで着替えることに慣れているけど、イーサン様は大丈夫かな？）

　しかし彼は手早く寝間着代わりのシャツを脱ぐと、素早く新しいシャツに袖を通した。

　トラウザーズを穿き、ブーツを履く。紐をキュッと結ぶのも手慣れており、ニーニャより先に着替えを終えてしまった。

　不思議そうに見ていると、彼がにっこりと笑う。

「戦場ではね、みな自分のことは自分でやるんだよ。いつ敵が襲ってくるかわからないだろう？　すぐに戦えるようにと、早着替えなんだよ」

　ニーニャは十年間寂しかったことをなんども訴えたいと思っていたが、思えばイーサンも同じ心境だったのだ。

（ううん。わたしより辛かったに違いないわ。だって前線だったもの。二十四時間、敵襲に備えていたのなら、気を張っていたはず……）

　慌てて着替えると、途中からイーサンが手を貸してくれた。

　目の前に跪き、ニーニャのために靴を履かせてくれようとする。

「イーサン様。大丈夫よ、自分で履けるわ」

「私がニーニャに尽くしてあげたいのだよ。させてくれる？」

「う、うん……」

　片足を上げた時にバランスを崩しそうになったので、思わず彼の逞しい肩に手を置く。

「うん、いいよ。私を支えにしていて」

「ありがとうございます。イーサン様」

　片方の靴を履いた後、反対側の靴も履かせてくれる。

　ニーニャは皇太子という立場の人が、自分の目の前で跪くことが不思議でならない。

　彼は立ち上がり、エスコートのために手を差し出した。

「さあ、朝食を食べに行こう。それで今日の予定を立てるんだ。楽しみだね」

　ニーニャは彼の手の上に自分の手を載せると、にっこりと笑った。

「うん！　すごく楽しみ！」

　階段を下りると、昨夜の喧噪が嘘のように静かであった。

　女将ではなく給仕の女性が料理を次々と運んでいる。

「おはようございます。空いている席へどうぞ」

　イーサンが窓際の明るい席に腰をかける。すると先ほどの女性が、木の器に入った温かいミルクとヨーグルト、焼き立てのパンとオムレツを運んできた。

　周囲の人たちを見れば、みな同じ料理を食べている。

（いい匂いがする）

　パンをちぎって口に運ぶ。サクサクとした食感と、鼻に抜ける小麦の香りが食指をくすぐる。

「イーサン様、美味しいです」

「そうだね。食べながら今日の予定を相談しようね」

　彼が提案してきた内容は、午前中に隣の大きな街に移動し、バザールで買い物しようというものだった。

「バザール……？」

「ああ。荷物をあまり持ってこなかっただろう？　別荘で快適に過ごせる服や小物をバザールで購入しようと思う」

「ええと……」

（バザール……聞いたことはあるけど、どんなところなのかわからない。答えをどう返せばいいのかわからないわ）

「気に入らない？」

　ニーニャは慌てて小さな頭を左右に振る。

「違うの。バザールにいったことがないの。イーサン様はあるの？」

「まあね。と言ってもかなり昔で、他国のバザールだけど」

「どんな感じなの？」

「そうだね……どこまでもテントが並びさまざまな商品が並べられているよ。活気があって楽しいね。でも客引きに注意しないといけないかな」

「そうなんだ……楽しみです」

　イーサンが楽しそうに笑うと、ニーニャの口もとに指を伸ばした。

　パンくずを摘ままれ、恥ずかしくて肩を竦める。

「ついていた？」

「ああ」

　そのままイーサンが自分の口もとにパンくずを押し込んでしまう。

　ニーニャはさらに恥ずかしくなって、顔を真っ赤にして慌ててスプーンを動かす。

（パンくずを口の周りにつけているなんて、子どもっぽいと思われちゃう。気をつけないと）

　必死にパンやスープを口にしているニーニャを、イーサンは心から愛おしいという目で見つめた。

「ゆっくり食べていいよ。しっかり満腹になってね。隣町まで休憩はほとんどないから」

「はい。……あの」

　イーサンがニーニャをじっと見つめて、次の言葉を待っていた。

　いつもそうだ。彼はニーニャを焦らせない。必ずニーニャのペースに合わせてくれる。

（急げとか、遅いとか、絶対に言わないもの。イーサン様はとても恩情深い方だわ）

　彼の顔をじっと見つめると、十年前の面影が少しだけ浮き上がってくる。

　遠征から戻ってきた時は、あまりに様変わりしていて怖いという感情が先走った。

　花束贈呈も上手にできなかったし、晩餐会にも遅れてしまったから怒っているようにも見えた。

　だから初夜がとても怖かった。しかし────。

（イーサンさまは優しかった。わたしの不安を押し流してくれた。少しだけ機嫌の悪い時はあったけど、その後はずっと優しいもの）

「バザール楽しみです。イーサンさま」

　ニーニャはイーサンに見つめられながら、パンを口の中いっぱいに頬張った。
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　隣町に到着したのは夕方であった。

　道中、雲行きが怪しくなり、近くの洞窟で雨宿りしたのだ。

　雨はすっかり上がり、空に虹が架かったので出発したが、やはり到着した時にはすっかり日が暮れてしまった。

　馬をつなぎ、先に宿屋へ荷物を置きに行く。

　宿屋はとても混んでおり、手続きするだけでもゆうに一時間は費やした。

「もうバザールは終わっちゃったかしら？」

　ニーニャが小さく呟くと、受付の女の人が教えてくれる。

「いいえ。今夜はナイトバザールですよ」

「ナイトバザール？」

「はい。ひと月に一回、深夜までお店が営業しているんです」

（ナイトバザール……楽しそう）

　部屋に荷物を置くと、早速バザールへ行こうという話になる。

「軽く何か食べようか。ナイトバザールには食べ物の屋台もたくさん出るんだよ」

「はい！　少しお腹が空きました」

　バザールの入り口は、すでにかなりの人でごった返していた。




　みな楽しそうに、何を買おうか、どんなものを食べようかと談笑している。

「迷子にならないように手をつなごうか」

　手を差し出されて、しっかりとつなぐ。それから混雑している人混みへと足を踏み出した。

「わぁ……すごい……」

　そこは食べ物の屋台が並ぶエリアのようで、右を向いても左を向いても美味しそうなものばかり並んでいた。

「きゃっ……」

　あまりの人混みに、ニーニャの肩に誰かの肩が当たった。

「すまないねえ。お嬢さん」

「いえ……」

　この大混雑では誰にもぶつからず進むのは難しいだろう。

（うまく避けられるかな）

　ニーニャは幼い頃の虐待がまだ心の底に傷を残していて、ぶつかってこられたり、突き飛ばされたりするのが怖かった。

　恐る恐る歩いていると、グイッとイーサンに抱きかかえられる。

「イーサン様？」

「私に寄り添うといいよ。護ってあげるから」

　イーサンの胸は温かくて、頼りがいがあった。触れているだけで安心感が込み上げてくる。

「あれを食べようか」

　イーサンが指差したのは、フルーツにチョコレートをかけたスイーツの屋台だ。

　列の最後尾に並び、みんなどんなフルーツを選んでいるのか気になってチラチラと見てみる。

「バナナが一番人気みたいですね」

「じゃあバナナにしようか」

　順番がきたので、イーサンがバナナを二本注文した。

「あいよ！　チョコレートをたっぷりかけていいかい？」

「ええ！　わたし、チョコレートが大好きなの」

　オルティング公爵家では、ダイエットだの体型維持だのを理由に、菓子類を一切与えてもらえなかった。

　皇太子宮で暮らすようになってから、アンナがアフタヌーンティーを用意してくれて、マフィンやクッキーを楽しむようになったのだ。

　渡されたバナナは串を刺し、チョコレートをかけただけのシンプルなものである。

　ひと口食べると、甘さが口の中にふわっと広がった。

「美味しい！」

「よかった。たまにはこういうのもいいな」

「はい！」

　皇太子宮で食べるスイーツより単純な味だが、それが美味しい。

　イーサンとバナナを食べながらバザールを歩く。

　ニーニャがひとつ食べ終わると、彼は次から次へと屋台の食べ物を買い与えてきた。

「ニーニャ。ジャガイモの素揚げだ。ビネガーをかけて食べると美味しいよ」

「ありがとうございます！　イーサン様」

「ニーニャ。焼きトウモロコシだよ。塩をかけて食べてみて」

「ありがとうございます。イーサン様」

「ニーニャ。次は甘いものにしようか。砕いた氷にハチミツをかけたものはどう？」

「……ありがとうございます。ええと……そろそろ……」

「次は何を食べようか。揚げ立てのドーナツなんてどう？」

「イーサン様。もうお腹いっぱいになりました」

　そう告げると、彼は驚いた顔をした。

「もう？　ニーニャは小食だね」

「そんなわけはありません。すごく食べましたよ」

「じゃあ腹ごなしをしよう。この先にサーカスがきているよ」

　ニーニャはサーカスも初めてだ。絵本の中のサーカスは、ゾウやライオンが芸をし、道化師や手品師が楽しませてくれるという内容だった。

　実際のサーカスはどんな内容だろうか。

　ドキドキしながらテントの中に入り、イーサンと空いているベンチに腰をかける。

　想像していたとおり、動物たちの芸は素晴らしかったし、道化師は滑稽で楽しめた。手品師はどれだけ考えてもネタがわからない。

　きれいな女性が空中ブランコで飛び回ったり、トランポリンで何回転もしたり、それはもう大興奮だ。

　しかし大きな声援と拍手がテント中に鳴り響いた時だけ、ニーニャは身を竦めてしまった。

「どうしたんだい？」

「……なんでもないわ。ちょっと大きな音に驚いてしまったの」

（イーサン様に知られたくないわ。わたしが大きな物音に怯えただなんて……）

「顔色が悪いけど、本当に大丈夫？」

「ええ。心配しないで」

　ニーニャの弱々しい笑みに、イーサンが悲しそうな表情を向ける。

「私の大切なニーニャ。体調が悪いのならすぐ私に教えてくれ。隠したりしないで。なんでも相談するんだよ」

　イーサンの優しい励ましに、嬉しくて泣きそうになる。

「はい。イーサン様」

　サーカスの興行が終わり、客がゾロゾロとテントを出る。

　一瞬イーサンの足が止まり、つられてニーニャも足を止めた。

　どうしたのかと見上げたら、彼の目が細くなり険しい顔つきになっているのに気がつく。

　そしてキョロキョロと左右を確認すると、ニーニャの手首を掴んだ。

「急いで移動するよ」

「え？」

　イーサンが早足で人混みを抜けていく。彼の長い足についていくのは大変だった。

「イーサン様、待って……」

　小石に躓いて、ニーニャは頭からズサァと倒れ込んでしまう。

「ニーニャ!?」

「うっ……」

　土埃の中、無様に転んだニーニャを、心配そうにイーサンが抱き上げる。

「ごめんよ。気になることがあって急いでしまった」

「気になること？」

「ああ。取り敢えず、ここから離れるよ」

　そう言うとニーニャを横抱きにしたまま走り出した。

　人混みを抜けたところで地面に下ろされる。ニーニャの格好はひどいものであった。

　町娘ふうの地味な格好をしていたとはいえ、胸もとから足もとまで泥だらけだし、手のひらも土で汚れている。

（なぜイーサン様は急いだのかしら？）

「宿屋に戻ろうか。心残りはあるかもしれないけど、少々事情が変わってしまった。今夜は早く休むことにしよう」

「はい。わかりまし……」

　ニーニャの返事を掻き消すように、突然ヒュルルルルと音が鳴った。

　その後「パーン！　パーン！」と大きな音が群青色の空に鳴り響く。

　赤、黄色、緑の花が夜空を美しく飾る花火だ。

「ああ、花火の時間になったか。急ぎ戻って宿屋の窓から見よう」

「きゃあああぁぁぁ！」

「ニーニャ!?」

　ニーニャは耳を塞いで、その場にしゃがみ込んでしまう。

（怖いっ……怖いっ……！　大きな音が……怖いようっ！）

　ニーニャは幼い頃、ひどい折檻を受けた後に、外へ放り出された経験がある。

　その夜は天候が悪く、土砂降りの雨に、激しい雷鳴が轟いた。

　怖くて恐ろしくて、なんども扉を叩いたが、屋敷に入れてはもらえなかった。

　痛む身体を宥めて、震えながら木の下で丸くなっていると、突然雷が目の前に落ちた。

　ほんの数メートルしゃがみ込む位置が違ったら、直撃していたに違いない。焦げた芝生を目にして、ニーニャはそのまま意識を失ってしまった。

　それ以降、ニーニャは大きな音を聞くと、あの時の恐怖を思い出してしまうのだ。

　ブルブルと震えながら身を丸めるニーニャを、イーサンが慌てて抱き上げようとする。

　しかし、ニーニャは触れられることすら怖かった。

「触らないでっ……ぶたないでっ……怖い、怖いっ……」

「ニーニャ！　誰も君をぶたないから！　私を見てくれ！　頼む、ニーニャ！」

「叩かないで！　いやっ！　痛い！　痛い！　いやぁぁああああ！」

　イーサンは、ニーニャの異常な興奮にどうしたものかと思案し、口笛を「ピュッ！」と吹くと、わらわらと屈強な男が三人現れた。

　そのうちのひとりは、ユリウスであった。

「ユリウス！　花火をやめさせろ。そして周囲に注意を払え。妙な視線を感じた。このままだとニーニャが危険だ」

「承知しました！」

「おまえは怪しい視線の主を追え。そいつはニーニャを狙っていた！　私はニーニャを運ぶ！」

　しかしイーサンはその場から動けなかった。

　花火をもっと近くで見ようとする群衆が、イーサンとニーニャの間に入り込んできたからだ。

「しまった！」

　急いで人並みを押しのけ、ニーニャのそばに近づいたが、そこに愛しい妻の姿はなかった────。
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　ニーニャは自分が今、どのような状態なのか理解できなった。

　目が覚めた時、ホコリっぽくて薄暗い部屋に寝転がっていたのである。

（ここは……屋根裏部屋……？）

　記憶にあるのはオルティング公爵家であてがわれていた部屋だ。

　細い階段を上らないと辿りつけない屋根裏は、ニーニャの部屋のほかは物置小屋であった。

　小さな窓からは公爵家の庭のほんの少ししか見えない。冬は凍えるほど寒く、夏は目眩がするほど暑かった。

　屋根裏部屋には誰もこなかったが、時折タイラーが向かい側の部屋に入っていった。

　それも深夜に、ひとりでこっそりと、紙の束を持って。

　最初は会いにきてくれたのかと思い、こっそりドアの隙間から覗いていたが、ニーニャの部屋には見向きもせず階下に下りていくから、そのうち諦めてしまった。

　もうそんな状況になるはずがないのに。

　屋根裏部屋を彷彿とさせる場所に身を置くだけで、怯えにより身体が小刻みに震えてしまう。

（どうして……どうしてこんなところにいるの？　イーサン様とホワイト・パレスで暮らしているはずなのに……）

　朽ちかけの木のすえた匂い、鼻や喉を刺激するホコリっぽさ。忘れたと思っていたのに、こんなにも鮮明に記憶が蘇ってしまうなんて。

　そのうえニーニャは手足を縛られているようで、まったく身動きが取れなかった。

（ここはわたしの部屋じゃない？　いくらオルティング公爵家の人たちがわたしを嫌っているからといって、こんなふうに縛られて放置されるようなことは今までなかった。

「誰か……いませんか……？」

　状況を把握したくて、小さな声で呼んでみる。しかし誰もいないようで、返事はなかった。

「どうしよう……なぜ、わたしはこんなところにいるの……？」

　ニーニャは記憶の最後をたぐり寄せてみた。

　バザールでイーサンからたくさんの食べ物を買ってもらって。

　サーカスで可愛い動物の芸や、曲芸師や手品師の出し物を楽しんで。

　花火が打ち上がって────。

「そうだ……大きな音が怖くて、気を失っちゃったんだわ……」

　だとしても、よくわからない場所で寝転がっているのは理解できない。それも拘束されているなんて、こんな事態はまったく不明である。

（誘拐……？　バザールの混雑に紛れて……？）

　扉の向こうからバタバタと足音が聞こえてきた。

　バンッ！　とドアが開き、人相の悪い男が三人ほど入ってくる。

「お？　目が覚めたみたいですぜ。兄貴」

　兄貴と呼ばれた大柄の男が、のっしのっしとニーニャに近づいてきた。

　木の板がかなり老朽化しているのだろう、ギシッギシッと軋んだ音を響かせる。

　男はニーニャの目の前にまでくると、膝をついてしゃがみ込んだ。

「本当にコレが皇太子妃か？」

「はい。似顔絵どおりっすよ」

（この人たち、わたしが皇太子妃だと知っている？　それに似顔絵って？）

　男は口を歪ませ、ペッと床に唾を吐いた。

「貧相な小娘じゃねえか。売り飛ばす前に味見でもしようと思ったが、おれの好みじゃねえな」

「兄貴はおっぱいのデカい女が好きなんすよねえ」

　もうひとりの男も、冷やかすようにグハハハと下品に笑い出す。

「隣町の売春宿で兄貴の相手をした女は、確かに牛の乳みたいな胸だったな」

（なんて下品な……それにしても、どういうことなの。売り飛ばすって……）

「あ、あなたたちは、わたしの立場を知っているのに売り飛ばそうと企んでいるの？」

　兄貴と呼ばれた男は、ニタァといやらしい笑いを浮かべた。

「立場だあ？　へへへ……知っているぜ？　おまえさん、今は皇太子妃だが、本当は貴族の婚外子で、いびられて育ったんだろ？」

「え……？」

（間違ってはいないけど……どうしてこの人が知っているの？）

「屋根裏部屋で汚いネズミのように這い回っていたガキが、皇太子を騙して取り入ったんだってなあ？　へへ……面白いじゃねえか。おれらもそんな悪辣なガキなら良心の呵責なしで売り飛ばせるってもんだ」

　さすがにそこまで罵倒されてしまっては、誰かがニーニャのことを悪し様に吹き込んだのだとわかる。

（そんなことを言うなんて誰なの？　オルティング公爵家のことまで知っているなんて……）

「兄貴、このガキいらないんだったら、おれに譲ってくだせえ。もうムラムラきちまって……」

「おお、いいぞ。明日、人買いに売っちまうまで、思う存分おまえらが世間の大変さを教えてやれ」

　そう言うと、男は扉の向こうに消えていった。

　残った男ふたりは、鼻の穴を膨らませて口から涎を垂らし、醜悪な笑みを浮かべていた。

「へへへ……おれは兄貴と違って、成熟しきってない小娘が好きなんだ」

「おれもだぜ。ひぃひぃ泣かせてグチャグチャにしてやろうぜ」

　背筋にゾクリとした悪寒が走る。

（こんな下衆な連中に穢されるのはいや……いやよ……）

「わたしに触らないで！」

「うるせえ！」

　汚らしい手が伸び、ニーニャの華奢な身体に触れようとした、その時────。

「ぎゃぁああああああああ！」

　断末魔のような叫びが扉の向こうから聞こえてきた。

「兄貴の声？」

「な、なんだ。何が、どうなって……」

「なんかヤベえんじゃねえか？　窓から逃げようぜ！」

　男たちは立ち上がり、扉とは反対側の窓へ向かおうとした。

「えい！」

　ニーニャは足を出して、男の足を引っかける。

「うわっ！」

　ズドンッ！　と男が見事にひっくり返った。

「よ、よくもっ……！」

　転んだ男が立ち上がるや否や、拳を振り上げニーニャを殴ろうとした。

　ニーニャは大柄な男の怒声や、大きな音が苦手である。そして理不尽な暴力も怖くて仕方がなかった。

　オルティング公爵家で受けた仕打ちが脳裏にも心にも染みついているからだ。

（ううっ……怖い！　で、でも……人買いの悪党を逃がしたくない！）

　だが、殴られることを覚悟していたのに、どんなに待っても痛みは訪れなかった。

　こわごわ目を開けると、イーサンが鞘を収めたままの剣で、男を背後から羽交い締めしていたのだ。

「イーサン……様……」

「遅くなってすまない。ニーニャ、ケガはないか!?」

　男が妙な唸り声を上げ、そのまま床に倒れ込んでしまう。口から泡を吹き、白目を向いていた。

　イーサンが剣をスラリと抜くと、ニーニャを拘束していた縄をパラリと切り落とした。

　腕も足も痺れていて、すぐに起き上がれない。

　彼がニーニャの身体を横向きで抱き上げた。

「ニーニャ……無茶をするな。あと一秒でも遅ければ、殴られていたんだぞ」

　その口調に怒りはなく、苦しそうな切ないものであった。

　そしてニーニャを強く抱きしめると、頬を擦りつけてくる。

「ごめんなさい。でも逃がしたくなかったの。二度と人買いなどさせてはいけないと思って……」

「ニーニャ……君の心の強さに、私はどうすればよいのだろうね？」

　ニーニャは自分が強いと思ったことはない。どちらかという弱いと思っている。

　自分の意見をうまく言えなくて、もどかしいと感じたことならなんどもあった。

　イーサンに助けられて、ようやく主張を述べられたこともあった。

「イーサン様わたしは強くなんて……」

「無茶をして欲しくない。ずっと私の腕の中で護ってあげたい。でも君は、逆境にも困難にも負けない心を持っている」

　ニーニャは否定をやめた。彼はニーニャをそのように評価してくれているのだ。

「ニーニャ。愛しいニーニャ。頼む。どうか、君が苦しい時、困っている時は私が助けられる場所にいてくれ。私は何があっても、どんな時でも君を助けに走っていくから」

　イーサンの熱に浮かされたような愛の言葉に、ニーニャの胸がぐっと押されたように苦しくなる。

　当たり前のことだが、ニーニャは好きで人買いに攫われたわけではない。

　いつでもピンチの時に、イーサンが助けられる範囲内にいられるわけでもない。それでも、彼の言葉にニーニャは感動で心が震えてしまった。

「はいっ……はい……イーサン様。いつでもわたしを助けてください」

　両手を広げ、彼の首もとにしっかりと抱きつく。イーサンの逞しい身体を両手でとらえると、もっと気持ちが高揚した。

「ニーニャ……」

　優しく髪を撫でられ、心を占めていた不安と恐怖が消えていく。

「イーサン皇太子殿下！」

　小屋に飛び込んできたのは、息せき切ったユリウスだった。

　皇国一の剣の使い手だという彼は、実のところ侯爵家の当主である。

　どこからどう見ても強面の部類であるが、ある理由でそれほど怖いと思わなくなった。

　なぜなら、時々アンナと楽しそうに会話をしているからだ。

　アンナに花を渡している姿や、アンナからサンドイッチを貰っている光景をなんども見たことがある。

　顔も身体も厳ついし、『漆黒の狼』との異名もあるが、恐らく優しい人だ。

「イーサン皇太子殿下！　ひとりで突っ走られては困ります！　追いかけるのに一苦労でしたよ！」

「すまない。ニーニャのことが心配すぎて我を失ってしまった」

　イーサンに抱きかかえられたまま、薄汚れた小屋を出る。

　兄貴と呼ばれていた大柄な男も、もうひとりの男も、すでに縄で縛られ倒れていた。

　数人の親衛隊兵が、イーサンの姿を見て敬礼する。

「イーサン様。わたしたちふたりだけのハネムーンではなかったのですね」

「まあ……そうだな。現実問題として、お忍びとはいえ皇太子と皇太子妃が警護なしで、市井を出歩けるわけがないしね」

　ということは宿屋に泊まった時も、バザールで楽しんでいた時も、彼らはこっそりとどこからか警護していたことになる。

（気配を隠して尾行するのは大変なのではないかしら……？）

　なんだか不憫に思えたニーニャは、ついこんなことを口にしてしまった。

「イーサン様とふたりきりのハネムーンは堪能しました。とても楽しかったです。明日からは警護の方々も一緒に行動しましょう。姿を隠さないでください」

　ニーニャの意思を読み取ったのか、親衛隊兵が全員ニーニャに向かって敬礼をした。

（抱っこされたままだと恥ずかしいわね）

「下ろしてください。歩けます」

「私が君を抱き上げていたいんだ。諦めておとなしくしておいてくれ」

「は、はい……」

　ニーニャは頬を真っ赤に染め、イーサンの胸に顔を隠してしまう。

　ニーニャの羞恥を目にして、彼は優しく笑いながら髪を撫でてきた。

「ユリウス、どうだ？」

　イーサンの意味のわからぬ問いに、ユリウスがすぐに返答した。

「まだ向こうの手の者が数名潜んでいます。いかがしますか？」

　イーサンが何か企むように薄く笑うと、ニーニャの左耳に手を当てて自分の胸に寄せてきた。

　右耳がイーサンの厚い胸板にくっついたので、彼の声が聞こえにくくなる。

「あえて放置しておけ。私とニーニャがどれほど熱烈な夜を過ごすのか、連中にたっぷりと見せつけてやる」

「……護衛の我らが困るのですがね」

　ユリウスが肩を竦めたところで、イーサンの手が離れた。

（耳を塞がれて聞こえなかったけど……熱烈な……なんですって？）

　イーサンがニーニャを横抱きしたまま、しっかりとした足取りで歩いていく。

「宿屋に戻ろう。そこでゆっくりと休むほうがいい」

「あの……イーサン様。さっきの人買いはどうなるのですか？」

　全員の息の根を止めたが、イーサンは別の言い回しをした。

「気絶させたよ。後で取り調べをしないといけないから」

「そうですか。仲間がいないか白状させてくださいね。わたし以外にも被害がないかも気になります」

「わかったよ、ニーニャ」

　イーサンがニーニャの額に、チュッと音を立ててキスをした。

「もう誰も人買いの被害に遭わせないから安心して」
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　イーサンに抱きかかえられたまま宿屋の階段を上り、部屋に到着する。

　床に下ろされた瞬間、ガクンとしゃがみ込んでしまった。

「ニーニャ！　どうした!?」

「ええと……あの……」

　抱きかかえられていたから気がつかなかったが、足に力がまったく入らなかった。

（縛られてたからかな？　怖かったからかもしれない。動けないわ……）

「イーサン様……気が抜けちゃったみたいです」

「悪党どもを蹴飛ばせるくらい勇気があったのに？」

　ニーニャの顔が真っ赤に染まってしまう。

「み、見ていたのですか!?」

「扉を開けた瞬間にね。ニーニャのおかげで取り逃がすことがなかったよ」

（イーサン様のお役に立てたのね。恥ずかしいけどよかった）

「浴室まで運んであげよう」

　ふたたび抱っこされて、隣の浴室まで運ばれる。

　大理石で造られた皇太子宮と違って、宿屋の浴室はすべてにおいて簡素であった。

　しかし掃除や手入れはされているようで、思ったより清潔だ。

　陶器のバスタブに湯を張ると、イーサンがジャケットを脱ぎ始めた。

　彼が身を清めるなら、ニーニャは浴室から出たほうがいいだろうと考え、ヨタヨタと立ち上がる。

　すると、なぜかイーサンの手がニーニャの腰に触れた。

「一緒に入ろうか」

　思ってもみなかった誘いに、ニーニャは慌てて頭を左右に振る。

「イーサン様の手を煩わせるのは気が引けます。わたし、ひとりで……」

　イーサンはまったく気にする様子もなく、ニーニャの服を脱がしてしまう。

　町娘の格好をしていたから、コルセットもクリノリンもなければ、数人がかりで脱ぐ必要もない。

　背中のボタンを外されただけで、ハラリとブラウスが肩から滑り落ちる。

　スカートもストンと足もとに落とされ、胸当てとドロワーズだけの姿になる。

「イーサン様っ……！」

　振り向くと、イーサンもシャツを脱いでいた。

　はっと彼の身体を目の前にして、多くの傷痕があることに気がつく。

「イーサン様……お身体に……たくさんの傷が……」

「ああ。そうだね。前線が長かったから、どうしてもね」

　彼の気まずそうな表情に、ニーニャの胸がぐっと押し潰されたように軋む。

（初夜は部屋が薄暗かったから、あまり見えなかったんだわ。イーサン様の十年のご苦労をこんなことで理解するなんて……）

「灯りを消そう。醜い傷痕は見ないほうがいい」

「いいえ！」

　ランタンに手を伸ばしたイーサンに、ニーニャは抱きついた。

「醜くなんてありません。どれもイーサン様の偉業の証です。命を懸けて国のために戦った勲章です。醜いなんておっしゃらないでください」

　ニーニャの訴えにイーサンはどう思ったのか、嬉しそうな照れくさそうな表情をした。

　そこでやっと、ニーニャははっと気がつく。

（下着姿で、上半身裸のイーサンさまに縋りついちゃった！　恥ずかしい……！）

　サッと離れようとすると、イーサンの筋肉質で長い腕が伸びてくる。

　ニーニャの華奢な肩が掴まれ、逞しい胸に引き寄せられた。

「きゃっ……」

　ぎゅっと抱きしめられ、チュッチュッと額や頬にキスをされる。

「可愛いことを言ってくれたお礼に、身体を洗ってあげようね」

「えっ……それは……」

　結構ですと返す間もなく、胸当てとドロワーズがささっと脱がされていく。

　イーサンは固形の石けんを手に取ると泡立て、そのまま直接ニーニャの身体を洗い始めた。

「……ぁあっ……お待ちください。そのような……」

　身じろぎすると水面が波打ち、浴槽から湯が溢れそうになる。

「暴れたらダメだよ。ホワイト・パレスなら呼べばすぐにメイドがきてくれるけど、ここはそうじゃないからね」

「わかっています。でも自分で洗うので……」

　イーサンが背後に回ると、ニーニャの脇下から腕を差し入れ、ヌルリと乳房を掬い上げてきた。

　そのままなんども揉み上げ、指先でコリコリと乳首を弄られる。

「あっ……やんっ……」

　石けんの泡にヌルつく彼の手のひらが、胸や腹部、腰を撫で回す。

　脇下を洗われた時はくすぐったくて、身体を捩ってしまった。イーサンのトラウザーズを濡らしたので、つい動きを止める。

「私の服を濡らすのが気になるのかな。脱ぐから待って」

　彼がトラウザーズのファスナーを下ろすと、下穿きと一緒に脱ぎ落とした。

　彼の股間から伸びる男根を肩越しで見てしまい、さっと顔を背ける。

（大きくて長くて太い……！　あんなのがわたしの中に挿入ったの？　信じられない！）

　熱気と羞恥で、ニーニャの皮膚がうっすらと紅く染まる。

　顔も真っ赤になり、もうどうしていいのかわからない。

　イーサンの大きな手のひらでふたたび身体中を洗われる。

「あっ……んんっ……」

　耳朶を擦り、首筋から鎖骨、そして胸は執拗に揉まれた。腹部や腰にも、彼の手がなんども這う。

　ニーニャの足がガクガクと震え、力が抜けていく。

　すると、イーサンが背後からニーニャの身体を抱きしめてくれた。

「あ……何か……」

　腰のあたりに固くて熱の籠もった何かが押しつけられる。

　恐る恐る肩越しに振り向くと、イーサンの昂ぶった男性器が当たっていることに気がついた。

「あっ……」

　それは数分前に目にした形状とは変わっていた。

　血管が隆々と脈打ち、肉棒は滑らかな曲線を描いて先端を天に向けていた。

　くっきりとした括くびれに、張り切った雁首。そして亀頭の先端には筋が一本通り、透明の液が滲んでいる。

　繊毛に守られた根元からは、どっしりとしたふたつの陰嚢がぶら下がっていた。

　確かに高名な彫刻家が掘り出した、伝説の男神みたいな肉体を持つ今の彼には相応しい持ち物だろう。

　だが、ニーニャの記憶には美貌の少年であった十年前のイーサンも残っているため、衝撃的すぎて声が出なくなる。

　しかし、イーサンは構わず勃ち上がった肉茎をゴリゴリと押し当ててきた。

　卑猥な行為に、ニーニャの情欲が刺激されてしまう。

「可愛いニーニャの身体を洗っていたら、欲しくなってしまったな。いい？」

　そう聞かれて断る選択肢などない。

　イーサンの雄々しい男の色気に当てられて、ニーニャも彼を求めているからだ。

　無言でコクコクと頷くと、イーサンが嬉しそうに背後からニーニャの肩に顔を埋めた。

「ニーニャはどこもかしこも甘い匂いがするね」

　彼がふたたび石けんを手にし、ワシャワシャと泡立てる。

　てっきり彼の肉棒を埋めてくれるのかと思ったのに、今度は泡だらけの手で下腹部を洗い始めた。

「あっ……そこは……汚れて……」

　へその周りをくすぐられ、脇を撫でられ、股間へと指が伸びる。

「んんっ……」

　期待とくすぐったさにビクビクと身体が震えてしまう。

「ぁあん……」

「可愛い声だ。もっと聞かせて？」

　彼の指に悶えていると、浴室の窓が開いていることに気がついた。あまり大きな声を出したら、外まで響いてしまうかもしれない。

　クチュ……と濡れた音を立てて、彼の指が媚肉をなぞる。

「ふっ……！」

　声を上げそうになり、慌てて自分の両手で自分の口を押さえた。

「ダメだよ、声を我慢したら。私はもっとニーニャの感じている声が聞きたい」

　耳元で囁かれながら割れ目をクチュクチュと弄られ、ニーニャの腰がブルブルと震えてしまう。

　彼の指に翻弄されているうちに、ゆるゆると太ももが開く。

　するとイーサンの節くれ立った長い指が、媚肉を押さえ込み、クパクパと左右になんども開く。

　冷たい空気に触れ、敏感な秘所がヒヤリとする。

　彼が人差し指の腹で、グヌッと肉芽を押し潰した。

　股間から背中、そして背中に向かって微弱な電流が走り抜ける。

「あぁっ……！」

　足から力が抜けていき、倒れ込みそうになる。

　イーサンが陰部を弄るほうとは反対の手で、彼女がしゃがみ込まないように抱きかかえた。

「あぁ……あっ……んんっ……」

　彼の指は構わずグチュグチュと割れ目を弄る。ニーニャの身体の奥がムズムズとして仕方がない。

「ぁっ……んん……ふあぁ……」

　女の本能が下腹の奥から込み上げてくる。イーサンが押しつけてくる膨れ上がった肉棒が欲しくて、無意識に腰を動かしてしまった。

　すでにはち切れんばかりに勃起した肉竿を、柔らかな臀部が擦り上げるものだから、つい低い声を漏らしてしまう。

「くっ……それ、わざとしているのか？」

「な、何……？　わざとなんて……」

　イーサンの言っている意味がわからず、ただひたすら物欲しそうに尻を揺らす。

　彼が面白そうな表情をして、口端をペロリと舐めた。

「どうしてこんなに可愛いのだろうね。さあ、ニーニャ。思い切り甘い声を張り上げて、気持ちよくなって？」

　グチュグチュグチュと、激しく秘所を擦り立ててきたので、恍惚で頭が真っ白になってしまう。

「ああぁぁっ……」

　強く押された瞬間、プシャァと音がして、彼女の蜜口から潮が噴き出した。

　そのまま背中から倒れてしまい、イーサンの逞しい身体に抱き留められる。

「すごいね。こんなにいっぱい感じてくれて嬉しいよ」

　彼がしとどに濡れた指をニーニャに見せつけてくる。

　女が感じた時に出すツンとした匂いがして、羞恥で頭がいっぱいになってしまった。

「手をここについて」

　彼がニーニャの手の甲に自分の手を置くと、そのまま壁に押さえ込んだ。

「そう、腰を突き出して」

「あ……」

　イーサンの命じるとおりのポーズを取る。それはとても扇情的で、恥ずかしかった。

　彼が両手でニーニャの腰を掴むと、肉棒の先端が媚肉をゴリゴリと擦り上げる。

「あんっ……！」

　膨れ上がった亀頭が媚肉の感じるところを刺激して、腰がブルブルと震えてしまった。

　そうしてどこかの拍子に、濡れそぼった膣にズシンッと男性器が挿入される。

「あぁっ……んんっ……ふぁ……！」

　獣のような格好で番うなんて、ニーニャは恥ずかしくて堪らない。

　しかし初めての時のような痛みがなく、求められている恍惚感で膣の奥がズクンズクンと疼いてしまう。

　太い亀頭が膣壁を擦り上げるたび、ニーニャの腰がブルブルと震えた。

　イーサンの指に翻弄されたからか、蜜が結合部をじっとりと濡らしていく。

「はぁっ……んんっ……ぁっ……」

　皮膚と皮膚が打ち合う、パシンッ！　パシュッ！　という音がリズミカルに響き、固く太く屹立した肉棒が激しく穿たれる。

「あぁっ……んんっ……激しいっ……」

　イーサンが腰を前後に抽送しながら、右手を割れ目に伸ばしてきた。

「ひゃうっ……！　んんっ……うくっ……」

　イーサンが、焼けるような男芯を打ちつけ、同時に媚肉を弄り始めたのだ。

「やっ……それ、感じすぎちゃうっ……」

「好きなだけ感じていいから」

「うっんんっ……ぁあっ……！」

　秘所を弄られながら子宮を突き上げられ、息が上がってしまう。

　そのうち、グチュヌチュと愛蜜が肉棒に絡む音がして、恥ずかしさのあまり気を失いそうになる。

「うっ……んんっ……はぁっ……ああっ……」

　イーサンは雁の括れで膣壁をゴリゴリと擦ると、ズンッと亀頭の先端が最奥まで届くくらい深く突いてくる。

　そして雁首が膣の挿入口にくるまで腰を引くと、今度は浅いところを緩やかに擦ってきた。

　焦らされた後に快感を与えられ、そしてまた焦らされる。

　それを繰り返されているうちに、感極まって自分から腰を前後に揺らした。

「……んんっ……はぁっ……いい、いいのっ……ぁあ……」

　彼が肉棒を引き抜こうとしたので、無意識に膣を締めてしまう。

「くっ……搾り取られそうだな……」

　背後からイーサンの色っぽくて低い声が聞こえたが、すぐに激しく抽送された。

　あまりに激しく掻き出されたので、溢れる蜜が泡立ち内股をびっしょりと濡らす。

　そうして腰を回転させたり、小刻みに揺すったりして、膣壁をあますことなくゴリゴリと刺激された。

「あぁっ……んんっ……だめっ！　それ以上は……」

　イーサンが容赦なくニーニャの華奢な身体を揺さぶってくる。

　長躯で筋肉質なイーサンと、彼の胸ほどの身長もない小柄なニーニャでは、とてつもなく身長差、体格差がありすぎる。

　だから彼が荒っぽく肉棒を穿つたび、ニーニャは倒れ込みそうになる。

「あぁっ……！」

　イーサンが挿入したままニーニャの身体を抱き上げた。膝裏を持たれ、両脚を左右に大きく広げられる。

　まるで女児が親の手を借りて用を足すかのような体勢に、ニーニャの羞恥が跳ね上がった。

「やっ……下ろしてっ……」

「もうちょっとでイくから、まだ感じていて欲しい」

「そんな……あっ……」

　抱え上げられたまま、イーサンが下から突き上げるように腰を使う。

「ひっ……！」

　自分の身体の重みで、彼の熱い楔が奥深くまで埋め込まれてしまう。

　息ができなくて、心臓がバクバクして、意識が真っ白になっていく。

「あっ……ぁあっ──」

　硬い亀頭の先端が、膣壁だけでなく狭まった子宮口をゴリゴリと押し拓く感触に、身体中に痺れが行き渡る。

「あっ……ぁあっ────」

　感じたことのない愉悦に、咽頭から喘ぎ声も出なくなった。

　イーサンの腰がブルッと震え、みっちりと肉筒を埋め尽くす男根の先端から、ビュクビュクと白濁が吐き出される。

「あぁんっ……んん……」

　脳芯は真っ白になり、身体中から力が抜けていく。

「はぁ……」

　ズルッと男性器が抜けた瞬間も、ゾクゾクと背筋に電流のような快感が走った。

「んん……」

　息も絶え絶えのニーニャを、浴槽の中にチャポンと座らせる。

　すっかり湯が温くなったが、それでも彼女が休むには十分だった。

　イーサンが後ろに座ってニーニャを抱きしめ、後頭部やうなじにキスを繰り返してきた。

（イーサン様……なんだかすごく情熱的だったわ……）

「命を懸けて国のために戦った勲章だなんて嬉しいことを言うから、つい激しく抱いてしまったよ。身体、辛くない？」

「ちょっと疲れました……」

「そう。じゃ、後で身体を洗ってあげようね」

　しばらくすると、されるがままイーサンに身体中を洗われる。ニーニャはなんの抵抗もできなかった。

　ぐったりしていると、窓が開いていることを思い出した。

（もしかして、わたしの声が外に響いていたんじゃ……）

　焦りで顔が強ばるが、機嫌よさそうにニーニャの身体を抱きしめてくる彼に何も言えなくなった。
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　結局、誘拐騒ぎがあったことでハネムーンを中断することになった。

　イーサンは別荘に行きたがったが、ユリウスが頑なに反対するのである。

「皇太子妃殿下をこれ以上危険な目に遭わせてもよいのですか？　誘拐犯の背後にいる連中はまだ捕まっていないのですよ？　焦った奴らが皇太子妃殿下に無体な真似をしてきたらどうするのですか？　それでもハネムーンを強行しますか？」

　さすがのイーサンも、ユリウスの理路整然とした説得には折れてしまった。

　行きとは違い、帰りはユリウスを筆頭に、数十人の親衛隊兵に守られて馬車で帰ることになる。

　イーサンの愛馬クラリスはユリウスを乗せての帰路となる。しかしクラリスは彼を気に入らないようで、時々ブルブルと震えては前脚を上げていた。

　イーサンとふたりきりの馬車の中。彼がこんなことを聞いてきた。

「ニーニャ、帰りにオルティング公爵家に立ち寄ろうと思う。よいか？」

「え？　ええ……」

　なぜ突然オルティング公爵家に足を向けるのか、理由はわからないが、イーサンにはイーサンの考えがあるのだろう。

　そうわかっているのに、胸の奥がモヤモヤとしてしまう。

（ご当主様も夫人も、わたしが顔を見せても喜ばないでしょうね。ロザミア様に会うのも嫌だけど……イーサン様にわがままだと思われたくない。諦めよう）

　オルティング公爵家に到着したが、なぜか当主も夫人も、ロザミアすら不在であった。

　突然訪問してきたイーサン一行をどう対応すべきか、執事が困り果てている。

「あの……ご当主様も奥方様も、ただいま旅行中でして……はい、ロザミア様もでございます。ローザン地方にご旅行へ……」

（ローザン地方に旅行だと？　私たちのハネムーン先を漏らしたのがあの侍女だとしても、奴らがなんのために……？　ニーニャが誘拐され、人買いに売られるのを確認するためか？　クズの考えることは卑劣だな）

「ほう？　偶然だな。我々もローザン地方へ行こうとして、トラブルにより急遽戻ってきたところだ。予定どおりなら向こうで出会っていたかもしれないなあ。残念なことだ」

「左様でございますか。では……」

　いかにも帰れと言わんばかりの執事に向かって、イーサンが意味深にニヤリと笑う。

「邪魔させてもらうぞ。我々は疲れていてな。紅茶の一杯でも出してもらいたいところだな」

「は……？　そ、その、ご当主様が不在時は、どなた様も屋敷内には入れるなと……」

「ほう？　私が皇太子と知っての返しか？　そなたの忠義はオルティング公爵家を困らせる結果になるのではないか？」

　脅しともとれるイーサンの言葉に、執事は諦めて貴賓室に案内した。

「ただいま紅茶と茶菓子をお持ちいたします。少々お待ちくださいませ」

「結構だ。仮眠を取る。誰もこの部屋に寄越すな」

　先ほどは紅茶の一杯でも飲ませろと告げた口で、いけしゃあしゃあとそう返すイーサンに、執事は冷や汗を流した。

　執事が出ていってから、ニーニャはイーサンにこう問うた。

「オルティング公爵家に入り込んだ目的はなんですか？」

「ニーニャには私の目的がわかるかな？」

　ニーニャは小さな頭を左右に振った。

「わかりません。でも……私を誘拐した件と関係あると思いました」

　イーサンがニーニャの頭にそっと手を置き、自分の胸もとに引き寄せる。

「賢いね、ニーニャ。そうだよ、まだはっきりとした証拠はないが、オルティング公爵が仕組んだ罠だろうね。何がなんでも私とニーニャを引き離したいと推測する」

（リザがハネムーンに行くなと、ロザミア様が可哀想と訴えていたけど……つまりはハネムーンの邪魔をしたかったのね。でも出発してしまったからあんな真似をしたの？）

　瞼を伏せると、じわりと涙が溢れ出してくる。熱い滴がポタリ、ポタリと膝に落ちた。

「わたしは……どうして、そこまで疎まれるのでしょう……？」

　オルティング公爵家で、ニーニャは耐えに耐え続けてきた。

　婚外子だから、愛人の子だから。邪魔者だから、目障りだから。

　そんな言葉を投げつけられても、ひたすら我慢してきた。

　なぜなら出生の咎とがは、自分の罪だと思っていたからだ。

「でも……わたしだって、好きで婚外子として生まれてきたわけじゃありません……！」

　少しだけ胸のつかえを零してしまったら、次から次へと苦しみが口から出てくる。

　まるで堰を切ったように、ネガティブな感情が溢れ出してきた。

「ずっと我慢してきました。お父様なのにご当主様と呼ぶよう命じられ、奥様には嫌われて……ロザミア様には虐められてばかりで……」

　いつか認めてくれる日がくるかもしれないと思っていた。

　皇太子妃になれば、優しくしてくれるかもしれないと希望を持っていた。

　しかし彼らは、何がなんでもニーニャを認めたくないのだ。

（もし人買いの件がオルティング公爵家の企みなら、わたしが心の底から邪魔な存在なのね……）

「リザがわたしの味方でないことだってわかっていたんです。彼女はオルティング公爵家でも奥様の顔色ばかりをうかがっていましたから」

　リザはいつでもニーニャに辛辣だった。

　自分を陥れようとなんども画策していたと、今ならばわかる。

　大きいサイズの室内履きも、ニーニャがみっともなく転べばいいと考えたのだろう。

　初夜で妙な行動を取らせようとしたのも、ニーニャとイーサンを揉めさせたかったのだろう。

　ほかにもいろいろある。寝坊だってしていないのに大騒ぎしたり、遅刻した時には大声で喚いたり。

　すべてニーニャの評価を落とすための行為だ。

　そして暴力を振るってきては、何もされていないというふうに、平静な顔をするようにと、隠蔽するため嘘を教え込まれて。

「でも……そうは思いたくなかった……わたしが惨めで……可哀想で……」

　みっともない泣き顔を隠したくて、ニーニャは両手で顔を覆った。

「誰からも愛されない不幸な子になってしまう……」

　イーサンがそっと手を伸ばすと、無言でニーニャの柔らかな髪を撫でる。

　優しい彼に慰められたくて、逞しい胸に頭をくっつける。するとイーサンが取り込むように抱きしめてくれた。

「ニーニャは誰からも愛されない子ではないよ」

　チュッとニーニャの後頭部にキスをすると、切実な声でこう囁く。

「私はニーニャを愛しているからね。自信を持つんだ」

「イーサン様……」

　彼の優しい愛の言葉に、荒みそうになったニーニャの心が潤っていく。

　ニーニャの髪を撫でながら、イーサンが小さい声で告げる。

「ねえ、ニーニャ。私はオルティング公爵家の不正を暴きたいんだ」

「不正？」

　イーサンが真摯な眼差しで深く頷く。

「そう」

　オルティング公爵家にどのような不正があるというのだろう。

　仮に不正があっても、絶対的な権力を持つ公爵家なら揉み消しそうである。

「どのような不正ですか？」

　イーサンの目が鋭く光り、いつもの穏やかさはなりを潜めた。代わりに低くて凄みのある声が響く。

「皇家に対する謀反だ」

　ニーニャは、すぐには理解できなかった。

　いくらなんでも謀反などと、そのようなことができると思えない。

「それは……本当ですか？」

「ああ。オルティング公爵家はごまかした納税で私兵を雇い、謀反を企てている。私はその証拠を探したい。協力してくれるか？」

　事実ならば国家反逆罪になる。だが彼らの狙いは、今のところなんとも短絡的と言えた。

　ニーニャを排除してロザミアを皇太子妃にすげ替えるという安直な考えだ。

　それであれば、謀反を起こす必要などないはずである。

　ニーニャがそう問うと、イーサンの返答はもっと欲深いものであった。

「彼らの考えはこうだ。ロザミアを皇后にして権力を握り、私を殺害するか……傀儡かいらいにするか。それが思惑どおり進まない場合、謀反という暴挙に出るのだろうね。どちらにしても私兵を持つこと事態が国家反逆罪だ。その証拠を掴みたいんだよ」

（イーサン様を殺す!?　なんと恐ろしいことを……！）

　オルティング公爵家の人々は、ニーニャのたったひとつの希望まで奪うというのか。

（そんなことさせないわ……！）

「まあ、推測だからね。だから確固たる証拠が欲しいんだよ」

「わかりました。お手伝いします」

　ニーニャの決意ある瞳に、イーサンが不敵な笑みを見せる。

　いつもは優しくて温和で、人好きする微笑みを見せる人のため、こんなイーサンを見たことがない。

「この屋敷のどこかに、その証拠となる資料があるはずだ。執務室や図書室などわかりやすい場所ではないだろう。万が一踏み込まれても、そうは簡単に見つからないような場所だ。思い当たるところはない？」

「わからないわ……」

（わたしはずっと屋根裏部屋にいたから、あまり屋敷の中については知らない。イーサン様のお役に立ちたいのに……ふがいないわ）

　……と思った時に、神の啓示のように突然思い出した。

「ご当主様が……こっそりと紙の束を隠しているところを見たことがあります」

「それはどこ？」

「屋根裏部屋の……わたしの部屋の向かい側です」
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　早速ふたりは貴賓室を抜け出し、屋根裏部屋へと向かった。

　屋根裏部屋へ行くには、三階の隅にあるひっそりとした階段を使うのみ。

　ニーニャとイーサンは人目を避けて、その場所へ向かった。

（奥様がいらっしゃらないから、メイドたちもサボっているのね。見つからなくてよかった）

　足音を立てないように、ささくれた木製の階段を上る。

　体格のよいイーサンが踏み込んだ時、ギシッと大きな音が鳴ったので、一瞬ふたりは動きを止めた。

「……ゆっくり行こう」

　彼が自分を戒めるようにそう小さく呟くと、ゆっくり階段を上っていく。

　天井の低い薄暗い廊下に出て、イーサンは息を飲んだ。

「……こんなところに君の部屋があったのか？」

「ええ。イーサン様と結婚するまでの八年間、この部屋で暮らしていました」

　錆びたドアノブに手をかけて扉を開けると、ギイ……と嫌な音がした。

　部屋の中はホコリや蜘蛛の糸だけで、ニーニャが出ていってから一度も掃除をされてないと知れる。

　イーサンの顔が憤怒で歪んでいることに気がついた。

「イーサン様。わたしは今ホワイト・パレスで幸せに暮らしています。過去のことなので、怒りを収めてください」

「わかっている。だがどうしても許しがたい。奴らを人間とも思えないほどだ」

　苦しくて辛い日々を思い出したら、胸がぐっと苦しくなる。

　ニーニャの心の傷は今でも深く、大きな物音や怒声は苦手だった。十年間で克服できていないのだ、一生抱えることになるだろう。

　それでも、ニーニャはイーサンと出会えて、幸せになれたのだ。その幸福を喜びたい。

「イーサン様が旦那様で、わたしは幸せです」

　神妙な口調でそう返すと、さすがの彼も頭をカリカリと掻いて照れ隠しをした。

　廊下を挟んで、ニーニャの部屋の向かい側に注視する。

「この部屋かい？」

「ええ」

　ニーニャは幼い頃の記憶を一生懸命思い出す。

「寝静まった深夜に、物音がしたんです。少しだけ隙間を開けて覗き見したら、ご当主様がこの部屋に入っていきました」

「南京錠がかかっているようだね」

「鍵のありかを知っています」

　ニーニャは壁かけのランタンを指差した。灯りの切れたそれは、ひとつだけホコリもなく蜘蛛の糸もかかっていなかった。

　イーサンがカパッとガラスを取り外した。中を探ると、小さな鍵が見つかる。

「よし、部屋に入ってみるか」

　南京錠に鍵を差し込もうとした時、階下から騒々しい音がした。

「皇太子殿下はどこにおられるのだ！」

　オルティング公爵家当主タイラーの割れたような声が、屋根裏部屋まで響いてくる。

「仕方ない。今回は諦めるか」

　イーサンが鍵をランタンに戻そうとしたが、ニーニャは彼の腕を押さえて動きを止めた。

「わたしが行きます。イーサン様は、このまま部屋で証拠を探してください」

「大丈夫か？」

　ニーニャはコクリと頷いた。

「はい。わたしが時間稼ぎをします」

　イーサンが何かを一生懸命考えているような顔をしている。

「わたしでは頼りないかもしれないけど、任せて欲しいの」

（イーサン様にとって、これは千載一遇のチャンス。何がなんでも証拠を手に入れたいはずよ。であればわたしも協力するしかない）

　ニーニャはイーサンの温かい手を、両手でギュッと握りしめた。

（イーサン様に害をなそうとするオルティング公爵家の人たちを許せないから！）

　祈るように両手を組んで額に当てる。そして心の中で一生懸命祈った。

（どうか、わたしに勇気を。オルティング公爵家の人々に立ち向かえる度胸を……）

　ゆっくりと手を離し、彼に向かってにっこりと笑う。

「お任せください。行ってきます」

「ニーニャ」

　イーサンがニーニャの名を、情感を込めて呼んだ。

「君ならできる。君は心の強い子だから」

　ニーニャは微笑みを浮かべたまま、階段を下りていった。

（わたしはイーサン様が証拠を見つけるまで、この人たちの気を引かねばならない）

「オルティング公爵家のみなさん、騒々しいですね」

　ニーニャが大広間の階段を下りていくと、開口一番、タイラーから罵倒が飛んできた。

「皇太子殿下はどこだ！　この穀潰しが！」

　それが十年振りに顔を合せた娘にかける一言だろうか。

　ニーニャはふつふつと込み上げる怒りをなんとか押し返し、冷静でいられるよう自分を律した。

「穀潰し……ですか」

「そうだ。皇太子妃か何か知らんが、おまえはオルティング公爵家の恥晒しだ。想い違いをするなよ！」

　公爵家当主の暴言に呼応するように、イザベラとロザミアも同じように喚き立ててきた。

「調子に乗るのではなくてよ！　おまえが皇太子妃だろうがなんだろうが、妾の子であることは変わらないのだからね！」

「あんたみたいな下賤な娘が皇太子妃なんて、この国が終わってしまうわ！　恥を知っているなら辞退しなさいよぉ！」

　ギャアギャア騒ぎ立てる三人を、ニーニャは引き攣った顔で見返す。

（怖い……怖い……まだ大きい声を出されたら、身が竦んで動けなくなってしまう……でも、ここで逃げてはいけないの……！）

　ニーニャは冷や汗を流しながら、彼らの怒号を身体中で受ける。

（立ち向かわなくちゃ！　イーサン様のためにも！）

「言いたいことは、それだけですか？」

　平静な態度でそう返すニーニャに、タイラーとイザベラはこれまでとは違うという雰囲気を感じ取った。

　しかしロザミアだけは違っていた。

「その態度は何よぉ!?　またムチでお仕置きされたいらしいわね！」

　ニーニャが返答をしないでいると、ロザミアはますます調子に乗った。

「誰かムチを持ってきなさい！」

　ロザミアがそうと叫ぶが、メイドも執事も躊躇した。

「皇太子妃相手に、何を……」

「間もなく廃位されるんだから気にする必要はないわ！　だってイーサン皇太子殿下は、わたくしのことが好きですものぉ！」

　ロザミアの戯れ言に、ニーニャは笑った。

「イーサン様から愛を語られたのですか？」

　ニーニャが問うと、ロザミアは腕を組んでふふんと顎を逸らした。

「ええ。もちろんよぅ。イーサン皇太子殿下はわたくしを気に入っておられるわぁ」

　メイドや執事の前で断言するとは、ロザミアはあまりに危険すぎる。

　ロザミア本人はまったく無頓着だが、タイラーとイザベラは気がついたようで目配せをした。

　ニーニャは考える隙を与えず、間髪入れず言い返した。

「嘘ですね。であれば、とっくにわたしは離縁を申し込まれております。いいのですか？　皇室侮辱罪になりますよ」

　ニーニャは十年間王太子妃教育を受けてきた。

　ロザミアが同じ年月をどう過ごしてきたかは知らないが、少なくとも常識すら学んでいないように見える。

「な……！　あんた、いい気になるんじゃないわよ！　この屋敷では奴隷同然だったくせにぃ！」

　ロザミアがカツカツカツとパンプスのヒールを鳴らし、ニーニャの目の前に近づいてきた。

　そして躊躇なく勢いをつけて手を振り上げる。

「お、おやめなさい！」

「ロザミアっ……！」

　パーーーンッ！　と皮膚を打ちつける音が天井まで響き渡る。

　両親の止める声も聞かず、ロザミアはニーニャに平手打ちした。

　ニーニャはドサッと大理石の床に倒れ込んでしまい、立ち上がれない。

（心臓が……バクバクする……やっぱり怖い……殴られるのも……大声で怒鳴られるのも……）

　幼い頃に植えつけられた恐怖のトラウマは、ちょっとやそっとでは改善しない。

　それでもニーニャは負けたくなかった。

（イーサン様が証拠を見つける時間くらいは頑張らないと……）

　ゆらっと立ち上がり、正面からロザミアを見返す。

　ニーニャの頬は赤く腫れ、唇の端は切れて血が滲んでいた。

　皇太子妃を殴りつけたとは一切考えていないロザミアが、あははは……と笑い出す。

「何が皇室侮辱罪よ！　あんたなんて皇室の人間じゃないんだからぁ！　わたくしが皇太子妃になるまでの繋ぎみたいなものよ！」

「そ、そうよ。ニーニャ。自分の立場をわきまえなさい」

　もうどうしようもないと悟ったイザベラが、ニーニャを追い詰めようと動く。

（負けたくない……この人たちだけには……絶対に……）

　一歩前に踏み出すと、ロザミアがビクッと後ずさりした。

「何よ……刃向かう気？　婚外子のくせに」

「婚外子であろうと妾の子であろうと……！」

　ニーニャは、ギリッとロザミアを睨みつけた。反論するはずのない相手が声を荒げてきたので、さすがに様子がおかしいと気がついたらしい。

「わたしはカルディア皇国の皇太子妃なのです！　あなたは今、皇太子妃に暴力を振るいました。わたしの身体に傷を負わせた者は処罰されます！」

「だからぁ、あんたは、もう皇太子妃ではないと……」

「いいえ。現時点で、わたしは皇帝陛下と皇后陛下によって認められた皇太子妃です。カルディア皇国法に則り、オルティング公爵家は爵位剥奪、暴力を振るった本人は懲役刑です！」

　そう堂々と言い切るニーニャを、彼らは信じられないという目で見返した。

　彼らの知っているニーニャは、十年前のニーニャだからだ。

　ロザミアに叩かれたら泣きじゃくり、タイラーに無視されても俯くだけ、イザベラになじられても反抗せず。

　物心ついた時から、ニーニャを虐げ、徹底的に心を折ってきたのだから。

「はっ！　何が懲役刑だ！　婚外子の分際で図々しい！　貴様と我が愛娘ロザミアでは血筋が違うのだ！　わきまえよ！」

　当主の怒声に、ニーニャの身体が震えてしまう。

（怖い……怖くない……でも怖い……負けたくない……イーサン様のためにも……）

　心臓の鼓動が大きすぎて、この場にいる全員に聞こえてしまうのではないだろうか。

　それでも、ニーニャは彼らにはっきりとこう述べた。

「望んで婚外子として生まれてきたわけではありません。オルティング公爵家当主のだらしなさに問題があるのです。自分の責任を棚に上げて、わたしを責めるのはやめてください」

　だらしないと言われ、当主の顔がカーッと真っ赤に染まる。

「よくもっ……！　こんなおまえでも育ててあげたというのに！　この恩知らずが！」

（落ち着いて……落ち着いて……興奮して我を忘れたら負けよ）

　ニーニャは、すかさずイザベラを睨みつけた。

「恩など感じたことはありません。わたしのことを、ずっと放置していたではありませんか。教育を受けさせてもらえることもなかったし、毎日掃除ばかり。メイドへのお給金が浮いてよかったですね」

　イザベラもたいそう腹が立ったのか、手を振り上げた。

「何様のつもりなのよ！」

　ロザミアとは反対側の頬を叩かれる。ニーニャはなんとか踏ん張り、辛うじて倒れ込むのを耐えた。

　頬が燃えるように熱い。ニーニャは髪を掻き上げ、腫れ上がった頬を見せつけた。

「自滅するのがお好きなようですね」

　頭がクラクラするが、手足に力を入れて気を確かに持つ。

「いい加減にしろ！　ニーニャ！　なんて性格が歪んでいるんだ！　皇太子妃としての優しさなど欠片もない！」

　呆れた言い分に、笑うしかなかった。

「どうしてわたしを殺そうとした人たちに、優しさを見せないといけないんですか？」

　オルティング公爵家の全員が、はっと息を飲む。ニーニャは構わず話を続けた。

「イーサン様とハネムーンを楽しんでいる時、人買いに誘拐されました。あなたたちが仕組んだことでしょう？」

「はっ！　これは、また……」

　タイラーが、あはははは……と、わざとらしく大きな声で笑った。

「やはり皇太子妃という立場が重荷だったか！　そんなくだらぬ被害妄想を抱くとはな。さっさとその座をロザミアに譲るんだ！」

　タイラーの悪口雑言はまだまだ続いた。

「それだけではない！　イーサン皇太子殿下は最近政務を疎かにしているとの噂だ！　貴様が邪魔をしているのだろう！　なんと浅ましい……！」

　政務を疎かにしているなど初耳だ。彼は毎日王宮の執務室で仕事をしているはずである。

　だが、もう面倒になってきたニーニャは、おざなりな返事をした。

「政務を疎かにするほど、イーサン様はわたしにぞっこんなのです。誰かがつけ入る隙などありません」

「ま、まあっ！」

　もうオルティング公爵家の人々は、頭から火を吐く勢いで怒っている。

（そろそろかな？　頑張ったけどこれ以上の口答は辛い。こんなに言い返したことがないから、そろそろボロが出そう）

「何を騒いでいるんだ」

　その時、ニーニャが待ち焦がれていたイーサンが登場した。

　それまで目をつり上げて騒いでいたロザミアが、態度を急変させた。

「イーサン皇太子殿下ぁ！」

　イーサンの近くまで駆け寄ると、右腕を取ろうとした。

　だが、イーサンはさっと腕を振り払い、蔑むような目でロザミアを見下ろす。

　想像と違った態度のイーサンに、ロザミアが狼狽える。

「イーサン皇太子……殿下ぁ……？　あなたのロザミアでございますよぉ……？」

　それを無視してタイラーに鋭い視線を向ける。

「オルティング公爵家当主タイラーよ。そなたは皇族に無断で触れてよいと、娘に教育しているのか？　手を切り落とされても文句は言えないが」

「い、いえ、そのような……」

　慌てたイザベラが、ロザミアの腕を取って引き離した。

「ええぇ？　どうして、お母さまぁ……」

「ロザミアを気に入ったのではなかったのでは……？」

　おずおずとタイラーが問うてきたので、イーサンは鼻で笑った。

「貴様らが私の単純そうに見える仮面に騙されただけだ。私が肉欲に溺れ、政務を疎かにしていると流布したようだな。私はそれを知っていて、わざと鎮火させなかった。貴様らを油断させるためにな！」

　タイラーが絶望的な表情をして、その場に膝をついた。

「お、お父様……？　わたくし、何がなんだか……」

　この事態を理解できないロザミアをよそに、イーサンがニーニャの顔の状態に気がついた。

「ニーニャ。その頬はどうした？」

「叩かれました。オルティング公爵家夫人とロザミア様に」

「そうか……」

　イーサンが瞼を伏せる。ふたたび目を見開いた時には、何かを決意したような強い光が宿っていた。

「皇太子妃に対する暴力行為で、オルティング公爵家の当主、夫人、その娘を取り押さえろ！」

　三人がビクッと身体を震わせた。

　イーサンの声に呼応するように、ユリウスを筆頭に親衛隊兵がドヤドヤと大広間に入ってきた。

　どうやらどこかに待機していたようだ。

「承知！」

　騒ぎ立てるタイラーたちを、ユリウスを筆頭とした親衛隊が、あっという間に取り囲んだ。

「は、離せ！　わしは公爵だぞ！」

「触れないでちょうだい！　貴族裁判にかけてやるわ！」

「いやぁ！　お父様ぁ！　お母様ぁ！」

　自分たちがどれほどまで追い詰められているのかまったく理解できていないらしく、大暴れし始めた。

　しかし屈強な騎士団兵にかかれば、ものの数分で拘束されることになる。

「この屋敷の使用人どもも同罪だ！　引っ捕らえよ！」

　他人ごとのように眺めていただけのメイドや執事たちも、慌てて逃げ口上を述べ始めた。

「わ、わたしたちは関係ありません！」

「そうです！　皇太子妃殿下には指一本触れていませんから！」

「関係ないだと？　皇太子妃が暴力を受けている現場で、おまえらは何をしていた？」

　イーサンが鋭い声で投げかけると、彼らは黙り込む。そしてバツが悪そうに俯いてしまう。

「オルティング公爵家の悪行に追随しているということだ。観念しろ！」

　喚き立てるタイラーやイザベラ、ロザミアを筆頭に、ゾロゾロとメイドと執事も連行される。

　ニーニャの足から力がスーと抜け、その場に座り込んでしまった。

「よく頑張ったな、ニーニャ」

「イーサン様。証拠は……？」

　彼がジャケットの内側から証拠の紙束を取り出した。

「ばっちりだ」

「よかった……」

　大きく息を吐くと、身体中の筋力が抜けていくような気がした。

「わ、わたし……」

　ニーニャの身体は、まだ小刻みに震えている。

「初めて、あの人たちに反論しました。心臓がバクバクして、足がガクガクしましたけど……でも負けたくなくて……絶対にやり込められたくなくて……」

「えらいよ、ニーニャ」

　先ほどまでは、触れたら切れそうなくらい鋭い覇気を放っていたイーサンだが、打って変わって、とても優しい口調でニーニャに話しかけてくる。

　立ち上がろうと試みるが、どうしても足に力が入らない。

　どうしようかと焦っていたら、イーサンが横向きに抱き上げてくれた。

「きゃっ……」

　イーサンが力強い足取りで、悠々と大広間を抜けていく。

　エントランスのところで、彼が振り返った。

「この屋敷にいい思い出はないだろうけど、ニーニャのおかげで謀反の証拠を手に入れた。これからは、私が悲しい思い出をひとつひとつ塗り替えてあげるよ」

　ニーニャは彼の気遣いに心がふわりと浮き上がり、嬉しさでじんわりと身体中が熱くなってしまった。

　彼の首に抱きついて、頬にチュッと唇を当てた。

「もういっぱい楽しい思い出を貰っています」

　イーサンが雄々しさの中に、艶やかさを含む微笑を浮かべた。

「もっとだよ。君が毎日笑顔でいられるようにね。私はどんな苦労も惜しまないよ。愛しい君を守るためならばね」

　イーサンの優しさと力強さに、ニーニャの胸が熱くなる。

「さあ、早く戻ろう。その頬を冷やさないとね」

　イーサンに抱きかかえられ、昔は恐怖の屋敷だったが、今となっては特に何も心に残らないオルティング公爵家を後にした。





第四章　わたしを抱くために十年待ったというのは本当ですか？






　王城の謁見室にて。

　皇帝と皇后が座る椅子の左右に、イーサンとニーニャが立つ。

　階段の下で、タイラー、イザベラ、そしてロザミアが真っ青な顔でひれ伏していた。

　全員後ろ手に縄で縛られていた。彼らの背後では親衛隊兵が剣を突きつけて、逃げられないよう立ち塞がっている。

　ここ数日、尋問官に取り調べを受け続けたせいか、タイラーはひどい有様だ。

　白くなってしまった髪は極限まで抜け、目は落ちくぼみ、頬はこけ、肌は乾いた砂漠のようである。

　イザベラとロザミアは魂が抜けたように、目線も上げず項垂れているだけだ。

　この期に及んでも、タイラーは自分が無実だと言い張った。

「な、何かの間違いでございます。私が謀反など……」

　イーサンが感情のない声で、ひとつひとつ爵位名を読み上げていく。

「アールム侯爵、ジッサ伯爵、そしてカーリア子爵」

　もともと悪かったタイラーの顔が青黒く染まる。

「以上の連中はすでに拘束済みだ。奴らから自白を取りつけている。全員が揃って、主犯はオルティング公爵家当主タイラーだと供述しているのだぞ。これ以上虚偽の陳情は無意味だ」

「ち、違います！　奴らが嘘を述べているのです！　わしを陥れようと……」

　イーサンが紙束をひらりとタイラーの目の前に落とした。

　覗き込むと、そこには名前を呼ばれた爵位のサインと、タイラーのサインが書かれてあった。

「証拠はある。オルティング公爵家の家門印が押された連名書だ」

「どうして……これを……」

「私のハネムーンに同行したかったようだが、残念なことにトラブルで急遽引き戻したのだよ。その際、そなたの屋敷に寄ったのだが不在だったものでね」

「あ、あの時に……？」

「事後承諾になるが家捜しさせてもらったよ。そなたの娘は……」

　チラリとニーニャに顔を向けて、イーサンは破顔した。

「実に賢いな。十年も前のことなのに、これらの証拠品のありかを覚えていたのだから」

　血走った目をしたタイラーが、ニーニャを睨みつけてきた。

　少し前なら怯えてしまい、ブルブルと震えてしまうところだが、今となっては地に足がついたかのようにしっかりと立っていられる。

　イーサンがタイラーに鋭い目を向けた。

「どうだ？　婚外子と蔑み、散々のけ者にしてきた実の娘に、足もとを掬われた気分は？」

　実の娘という言葉に反応したのだろうか、一縷の望みなのか。タイラーがニーニャに向かってこう訴えてきた。

「そうだ、おまえはわしの娘だ……！　慈悲を……」

「わたしはこの人を、父親だと思ったことはありません。オルティング公爵家とは縁を切りたいと思います」

　ニーニャがきっぱりそう返すと、タイラーの顔がこれ以上ないというくらい引き攣った。

「オルティング公爵家での八年間はとても苦しかったです。夜は灯りひとつない屋根裏部屋で寝て、昼はメイドと同じ仕事をして……食事を貰えない時も、与えられたパンがカビだらけで、一生懸命取って食べたこともあります。どうしても空腹で、腐ったスープを飲み嘔吐したことも……」

　ニーニャがオルティング公爵家で受けた仕打ちを知らなかった親衛隊兵が、怒りの形相を見せた。中には、鼻をすすり泣き出しそうな者もいる。

「それだけじゃありません。ロザミア様に暴力を振るわれ逃げ惑う日々……」

　気まずそうに顔を背けたロザミアの額から、汗がポタポタと床に落ちた。

「そこまでの仕打ちを受けているのに、あなたの娘だなんて冗談じゃありません。とっくに縁は切れています。それも、あなた方から！」

「ああ……ああ……」

　タイラーは力が抜けたらしく、頭が床にゴンッと当たると、全身を小刻みに震わせた。

　タイラーはすべてを認め、裁判を受けることになった。

　ニーニャへの虐めについては、イザベラが具体的に指示を出していたことで、タイラー同様裁判を受けることになる。

　そしてロザミアも同罪ではあるが、未婚であることや、親の影響が多分にあるだろうということで、修道院へ行く処分となった。

　続いて、謁見室に連れてこられたのはリザである。

　ユリウスが彼女の腕を掴んで、皇帝の前に投げ飛ばす。

「乱暴な！　わたくしが一体何をしたというのです！」

　玉座の横に立つニーニャを見つけると、おもねるような嘘くさい笑顔を見せた。

「ニーニャ様！　この無礼な男を罰してください！　あなたの侍女にこのような無体な真似をしたのですよ！」

　ニーニャは冷静な顔で、リザを見下ろした。

「申し訳ないけれど、あなたを擁護するわけにはいかないわ。いまだにわたしのことを正しい敬称で呼べないじゃない」

　何を言われたのか理解できないようで、リザの目が大きく見開く。

「は……え……？　今、わたくしに反論を……？」

「ええ。わたしは皇太子妃よ。あなたに口答えしてもいいでしょう？」

　茫然自失としているリザに、イーサンが鋭い声で投げかける。

「貴様の不敬を実際に目にした者が大勢いる」

　顔に大きな傷のある警備兵とアンナが、粛々とした態度で謁見室に入ってきた。

　アンナの姿を見てどのような感情が湧き上がったのか、リザの口角がニィと上がる。

　アンナがリザの横に立ち、右手を上げた。

「神に誓って証言いたします。わたしはなんども目にしました。侍女の役目を放り出すどころか、皇太子妃殿下に無礼な真似をしておりました」

「はっ！　平民の言うことを信じると思うの!?　男爵夫人のわたくしのほうが正しいに決まっているじゃない！」

　アンナは冷ややかな眼差しをリザに向けた。

「……その理論でいきますと、わたしのほうが正しい意見を述べることになりますね。だってわたしは侯爵夫人ですから」

　リザよりも、ニーニャのほうが驚いてしまった。

（侯爵家!?　アンナが!?　なぜメイドをしていたの？）

　その疑問は即座にリザが問いかけた。

「ちょっ……あんた、頭がおかしいのではないの？　侯爵夫人がメイドなんてするわけないじゃない！　よくもそんな嘘がつけるわね！」

　カツ……と靴音を鳴らして近づいてきたのは、筆頭騎士団長のユリウスだった。

「自己紹介をするのも面倒だが、一応説明しておこう。おれは侯爵家当主であり、筆頭騎士団長を務めるユリウスだ」

　この場にいる者なら誰もが彼の存在を知っている。『漆黒の狼』との異名を持つ皇太子の側近だ。

　その彼がアンナの側に立つと、ぐっと彼女の肩を引き寄せた。

「彼女は私の妻となった。もう平民ではない」

「な……平民が……侯爵家に嫁入りなど……」

　ふっとユリウスが不敵に笑う。リザの疑惑に答えたのは皇帝である。

「筆頭騎士団長ユリウスは、平民のアンナに惚れ込み、わしに結婚の許可を求めてきたのだ」

　カルディア皇国では、貴族階級と平民との結婚を認めていた。

　しかし、平民が社交界に顔を出すことをよしとしない文化は確実に存在している。

　これまでの前例だと、皇帝と皇后が後見人となり、受け入れられる流れにするのが常であった。

「わしはユリウスにこう命じたのだ。イーサン皇太子とともに十年間、地方静定や蛮族との境界線争いに勝利し、英雄ともとれる結果を出せば、後見人となってやろうとな」

　アンナがリザを一瞥した。

「まさか……そんな……メイド風情が侯爵家と……結婚するなんて……」

　それを聞いたアンナが、蔑むような目を向けた。

「あなたはよくわたしに貴族侮辱罪だとおっしゃっておりましたが……その罪で罰せられるのはあなたのほうです」

「ひっ……！　な、なぜ今さら……」

　イーサンが、ニヤリと策士の笑みを見せた。

「黒幕ごと……オルティング公爵家をまとめて始末するために泳がしていたのだよ。こちらの狙いどおり、皇室侮辱罪を連発してくれて助かったというべきかな」

　イーサンの言葉を聞いて、突然リザが全身をブルブルと震わせた。そしてガリガリと喉を掻きむしる。

　周囲が驚愕で動けずにいると、リザは口から白い泡を噴き出し、その場で気を失い倒れてしまったのである。

「もうよい！　退出させよ！　オルティング侯爵ともども、裁判にて罪を決定する」

　皇帝が命じると、リザは親衛隊兵の手によって、ズルズルと床を引きずられて謁見室から連れ出されてしまった。

　すべてが片づいたかと思えた時、皇帝と皇后が人払いをした。四人だけで話がしたいとのことだった。

　皇帝と皇后がニーニャに向かって優しく微笑む。

「皇太子妃ニーニャよ。よくここまで頑張ったのう。最後の修羅場を乗り切る様は見事じゃった」

「本当にねえ。十年間お疲れ様。これであなたも一人前ね」

　皇帝と皇后に優しい言葉をかけられたのは、これが初めてのような気がした。

「あ……ありがとうございます」

　イーサンが遠征中、ニーニャは皇太子妃教育を一生懸命受けた。

　誰からも褒められず評価されず、なんどもくじけそうになりながら、いつかイーサンが帰還した時に認められたくて、ずっと頑張ってきた。

（皇帝陛下と皇后陛下は、ずっとわたしを無視されていた。皇太子妃と認められていないのだと思っていた。もしかしたら、そうじゃないの……？）

　嬉しさと戸惑いを見せるニーニャに、イーサンが説明を補足する。

「皇帝陛下と皇后陛下……私の父母はね、結婚する時君が八歳であることを懸念していたんだよ。やはり世間体が悪いと考えたのだろうね」

　ゴホ……と気まずい様子で、皇帝が空咳をする。

「たいそう驚いたのじゃよ。まさか大事な息子が幼女趣味なのかと……」

「そうですわ。だから条件をつけたのです」

「条件？」

　首を傾げるニーニャにイーサンが説明した。

「ああ。それが十年間カルディア皇国を出ていた理由だよ。国民から私が幼女趣味だと思われてはいけないから、ニーニャが十八歳になるまで面会を禁止されたんだ」

（面会を禁止!?　だから一回も戻ってこられなかったのね！）

「それだけじゃない。ニーニャには何も告げず辺境へ行くこと、ニーニャがその間に皇太子妃教育を終えること。それらも追加条件だったんだ」

（てっきり、わたしが頼りなくて、説明してもわからないから黙って行ってしまったんだと思っていた。……できの悪い皇太子妃だからと……そうじゃなかったんだ）

「すまぬのう。わしらも辛かったのじゃが、イーサンが地方で頑張っているのだから、皇太子妃となるそなたにも、十年頑張って欲しかったのじゃよ。冷たい態度で申し訳なかったのう」

「そうですね……あなたが少しでも泣き言を言おうものなら、その条件は破棄されていました。よく頑張りましたね」

　皇帝と皇后に優しい言葉をかけられて、ニーニャは胸が熱くなってしまう。

「そうだったのですね……ずっとイーサン様に愛されていないのかと……皇帝陛下と皇后陛下に嫌われているのだと勘違いしていました」

「それは違うよ、ニーニャ」

　イーサンが慌てて言葉を挟む。

「今ならわかります。イーサン様のお気持ちが……」

（だって皇帝陛下の無茶な条件を飲まれたのだもの）

「わたしを愛してくれてありがとうございます。イーサン様……十年間、頑張ってよかった……くじけそうな時もあったけど、アンナや警備兵さんや……助けてくれる人がいっぱいいて、なんとかやれました。みなさんに感謝したいです」

　目に涙を溜めるニーニャの頭を、イーサンが優しく撫でる。

「幼い君が見せる心の強さ、不条理に耐える精神、それらが私には眩しく愛おしいものに思えたんだ。八歳はさすがに幼すぎるとわかっていたけど、十年後にはサナギが蝶になるかのごとく成長していると信じて、プロポーズしたんだよ」

　ニーニャの胸の内側から、さまざまな感情が込み上げてくる。

（十年間、頑張ってよかった。イーサン様を信じて待っていてよかった……）

　とうとう泣き出してしまったニーニャを、イーサンも皇帝も皇后も恩情深い目で見守る。

　皇帝が笑いながら顎のヒゲを手のひらで撫でつけた。

「その十年間で、イーサンがわしの予想以上の成果を出してくれて実に嬉しいぞ。いつ皇位を譲っても構わぬのう」

「そうですわね。わたくしたちは引退して、暖かい土地でゆっくりしましょう」

「皇位継承はもう少し待ってください。しばらくは毎日二十四時間、ニーニャを抱きしめて過ごすつもりなので」

（え……毎日？　二十四時間？　物理的に無理なような……）

　だが皇帝も皇后も楽しそうに笑っているので、ニーニャは何も言えなくなる。

「おお。それはそれは。すぐにでも跡継ぎの顔を見られそうだのう」

「楽しみですわね」

　ニーニャはこれまで感じたことのないような祝福を感じ、幸せを感じた。

「でも政務は疎かにしないでくださいね。妙な噂が広まるとイヤなので」

　イーサンが嬉しそうにニーニャを抱きしめてきた。

「大丈夫だよ。私は抜かりがないのでね」




　＊　＊




　その後の裁判により、オルティング公爵家当主タイラーは絞首刑、妻イザベラは国外追放、ロザミアは地方の修道院に軟禁となった。

　リザは男爵家から離縁され、実家からも勘当され、その後の行方を知る者は誰もいなかった。




　＊　＊




　イーサンとともに皇太子宮に戻ってきた。

　そこではすでにリザの処罰が伝わっているようで、メイドのみんなも晴れやかであった。

「お帰りなさいませ。イーサン皇太子殿下。ニーニャ皇太子妃殿下」

「ああ。ただいま。疲れたから休みたい」

「はい。寝室はすでに整えております」

　ニーニャは確かに疲れていた。精神的に疲労困憊といったところである。

（もうオルティング公爵家のことで悩むことはないのね。せいせいしたと言いたいところだけど……）

　寝室への扉がイーサンによって開けられていることに気がつかず、ニーニャは足を止めてただ立っていた。

「ニーニャ？　どうしたんだい？」

「イーサン様、わたし……あの家の人たちが嫌いでした。でも……これで血のつながった身内は誰もいなくなったんです。縁を切ってしまいましたから」

　俯きそう呟くニーニャの顔を、イーサンが心配そうに覗き込んでくる。

「イーサン様は愛しい旦那様だけど……もう血のつながりのある人は……」

　彼が指を伸ばすと、そっとニーニャの頬を撫でる。

「だったら私と君の子を、すぐにでもつくろう」

「子ども……？」

「そう。ふたりの愛の結晶だよ。私とニーニャの愛をたっぷりと注いであげようね」

（ああ……そうね。わたしを不必要とする身内より、愛するイーサン様と家族をつくるほうが楽しい人生になるわ……）

「はい。わたし、イーサン様との子どもが欲しいです。きっとすごく可愛いはずです」

　ニーニャが嬉しそうに笑うと、イーサンが愛おしそうな顔で見つめてきた。

「じゃあ、早速だけど子作りに励もうかな」

「え？　もう？」

　すぐさま抱き上げられ、ベッドまで運ばれてしまう。

　そっとシーツの上に寝かされると、イーサンがゆっくりと覆い被さってきた。

　彼がニーニャの頬に顔を寄せて、チュッとキスをする。ニーニャはくすぐったそうに肩を竦めた。

「君を抱くために十年間待った。君を私の皇后にするために十年間戦った。長い十年だったけど、私も君も頑張ったね。これからはふたりでいっぱい幸せになろう」

「イーサン様……」

　感極まったニーニャは、両手を伸ばして彼の身体を抱きしめた。

「わたし、いつでも自信がなかった。どうしても自分のできが悪いように考えてしまって……」

　ニーニャは自分で自己肯定感が低いと認識している。そうとわかっていても、心の底から生まれ出る負の感情だけはどうしようもない。

「大丈夫。いくらでも私が肯定してあげるよ」

「イーサン様……」

「もう君を孤独にさせない。絶対に苦しめない。だから私のそばに一生いてくれ」

　華奢なニーニャの肩口に顔を埋め、彼がそう訴えた。

　ニーニャはそっとイーサンの身体を抱きしめる。

「もちろんです」

　彼の唇がニーニャの唇を塞ぐ。

「ふ……んん……」

　重ね合わせるだけの可愛いキスはほんの数秒で、すぐに彼の舌が唇を割ってヌルリと入り込んできた。

　しかしすぐに唇が離れて、少し不満そうな彼の顔に見下ろされる。

「イーサン様……？」

「舌を伸ばして欲しいのだけど？」

「え？」

「ニーニャは私の子種が欲しいのだろう？　もっと積極的に求めてくれないと」

　子種などと直接的な言葉を使われ、ニーニャの顔が真っ赤に染まってしまう。

　戸惑いつつも、ニーニャは小さな唇を開いて、舌を伸ばした。

　そうして舌先を彼の唇に当て、ヌルヌルと舐めてみる。

「子猫がミルクを舐める仕草かい？」

　そうからかわれ、舌をもっと伸ばして彼の唇に差し込もうとした。

　だがすぐに彼の舌先に攫われてしまう。

「ひゃんっ……」

　イーサンの筋肉質な腕が、ニーニャの身体をぎゅっと抱き竦めてくる。

　そしてニーニャの舌先を、自分の舌先でヌルヌルと捏ね回してきた。

「ふぅ……んん……ふぁ……」

　クチュクチュという卑猥な水音が耳につく。すると、ニーニャの未熟な官能が刺激されて、下肢がじわ……と熱くなった。

「んん……はぁ……ふぅ……」

　息苦しさで息が上がってくる。それでも、彼の唇が角度を変えるためにずれただけでも、一生懸命甘い舌を追いかけた。

　恥ずかしさと気持ちよさが胸中でない交ぜになる。

　そのうちニーニャの口腔奥深くまで、彼の舌先が入り込んできた。

　ぬらぬらする舌が歯列を割って入り込むと、舌根や歯の裏、舌の上をなんども舐め回す。口内の粘膜をすべて奪うほどの勢いだ。

「うっ……ふぅ……」

　気持ちよさに身体が竦み、ゾクゾクと震えてしまう。

　彼の舌を求めていたはずなのに、気がついたらニーニャの口の中を、舌が縦横無尽に走り回るから翻弄されてしまった。

　口腔越しに溢れる唾液が伝わり、なんとかゴクリと喉を鳴らして飲み干す。

「ニーニャ……ニーニャ……」

　切実な声とともに、彼の手が背中に当てられ押し倒されてしまう。

　そしてまた腰が砕けそうなほど情熱的な口づけを繰り返した。

「ふぁ……」

　彼が唇を離すと、唾液の橋が渡りキラキラと光っている。それがニーニャの目には扇情的に映った。

　イーサンが上体を起こし、膝立ちのままジャケットを脱いで、ベッドの下に落とした。

　シャツのボタンを外して鍛え上げられた逞しい胸が晒されると、ニーニャの股間の奥がズクズクと疼く。

　喉もとまでせり上がってくる欲望に我慢できず、両脚をもじもじさせてしまう。すると大きな手のひらがニーニャの頬をそっと撫でた。

　触れられた部分から微弱な電流が流れるみたいで、ピクピクと身体を震わせる。

　ニーニャのブラウスのボタンを、イーサンが器用に外していく。

　勃った乳首が、くっきりとブラジャーに浮き上がっていた。

「私が君の身体を、こんなふうに感じやすくなるよう育てたんだね」

「イーサン様っ……！」

　幼かった身体が、イーサンの愛撫で感じやすくなったことを指摘され、恥ずかしさで顔が真っ赤になる。

「だってイーサン様が……いっぱい……いやらしいことをするから……」

「そうだね。私のせいだ」

　ふふっと嬉しそうに笑われると、ニーニャは気恥ずかしくて堪らなくなる。

「可愛いニーニャの乳首が大きくなるのも」

　ブラジャーを上げて、人差し指と親指で尖りかけている乳首をキュッとつねってくる。

「ひゃんっ……！」

「ここが、こんなに濡れるのも……」

　反対側の手がスカートの裾をめくり、ショーツの中に入り込んできた。

「すべて私の責任だな。最後まで面倒を見なければならない」

　赤く染まった顔をふいと背けて、卑猥な言葉を無視していたら、彼がクスクスと楽しそうに笑い出した。

　からかわれたまま黙っているのは癪だなと、ニーニャは考えた。

「じゃあ、わたしが死ぬまで面倒見てくださいね」

　イーサンが返事の代わりに、そっと下腹部を撫でた。

「もちろんだ。君のために家族をつくり、そして死ぬまで一緒にいよう」

「イーサン様っ……嬉しいっ……」

　愛の言葉に感激したニーニャは、イーサンを一生懸命抱きしめる。

　すると彼が抱く準備をするため、そのままの体勢で割れ目の奥に指を伸ばしてきた。

　媚肉を左右に開き、疼く秘裂を辿っていく。

「あぁ……んん……」

「ニーニャはそうやって、しがみついていればいいよ。私がたっぷりと濡らしてあげるから」

　彼がしっとりと濡れた淫唇を指で擦ると、ニーニャの耳朶を舐め始めた。

「んん……ふっ……ぁ……」

　耳からも下からも、ヌチャヌチャという卑猥な水音が響いてくる。

　ゾクゾクとした愉悦がニーニャの身体を駆け巡ると、じわりと弄られている下肢から何かが漏れ出したような感触を受けた。

「私の指に感じてくれて嬉しいよ、ニーニャ」

　そう囁くと、顔を移動して、今度は胸を舐め始める。

「ふぁっ……んん……」

　彼が乳房の尖った先端を舌で舐めしゃぶりながら、謎の謝罪をする。

「すまない、ニーニャ。もっとドロドロに溶かしてから抱きたいのだけど、君に触れているだけでこんなになってしまった」

　彼の昂ぶった股間が、ニーニャの腰のあたりにグリグリと当たり、恥ずかしくて頬が赤く染まる。

「大事に抱くつもりだったのに、君の声が可愛すぎて、どうにも我慢ができない」

「イーサン様、もう……きて」

「激しくしてしまいそうなのだが……」

　これまでも十分に激しかった。ニーニャはイーサンの頼りがいのある胸に抱かれ、激しく抱かれるのは好きである。……そうと、はっきり言葉にできないが。

　ニーニャが了承の意味で小さく頷くと、彼はフロントを寛がせ、逞しい肉棒を取り出した。

　なんど目にしても男らしさを体現したその肉竿に、圧倒されてしまう。

　彼はニーニャのほっそりとした足を折り曲げさせ、勃ち上がった肉棒の先端を濡れた膣に押しつけた。

　ググッと膣壁を押し拓いて、彼の熱い棒が挿し込まれる。その圧迫感に下肢がブルブルと震えた。

「痛い？　苦しい？　いったん、抜こうか？」

「違う……わ、抜いちゃ……ダメ……」

　ピリピリとした痛みはあるが、それよりも全身が悦びで身悶えてしまうのだ。

「動いても大丈夫かい？」

　低く甘い声で問われただけで、腰に響くような気がする。

　ニーニャは小さく頷くと、すぐに彼の腰が前後に揺れ始めた。

「あっ……んんっ……」

　肉棒が出し入れされるたびに、膣が引き攣るような気がする。

　痛みもあるが、それよりも悦びと快感で頭がいっぱいになってしまう。

「ふぁっ……あぁっ……」

「もっと感じている声を聞かせて」

　イーサンが催促するように、腰を深く突き上げてくる。

「ふっ……ぁあっ……んんっ……」

　すると膨れ上がった亀頭がゴリゴリと膣壁を擦り上げ、追い詰められるような感触を受けた。

　肉棒を抽送させながら、イーサンがニーニャの唇になんどもキスをする。

　もう目の前が真っ白になるほどに感じてしまった。

「イーサン様っ……あっ……ぁあっ──」

「ニーニャ……もう……」

　膣内で脈打っていた熱い肉棒が、弾けたような気がした。

「あっ……いいっ……ああぁっ────」

　最奥までねじ込まれた肉棒の先端から、熱い飛沫を放出した瞬間。

　ニーニャの身体の奥に、じわりと幸福の波が広がっていった。

「ふぁ……んん……」

　イーサンは達したというのに、まるで蓋をするかのように肉茎を抜かなかった。

　そのままそっと頬を撫でて、優しそうな目でこう呟く。

「子種が奥まで届いているといいね。ニーニャ似の可愛い女の子がいいかな」

（わたしは……イーサン様に似た……男の子が……）

　そう願ったが、言葉にはできなかった。

　込み上げる喜悦に満足し、ニーニャの意識が眠気に沈んでいったからである。





エピローグ　誰からも祝われる華やかな戴冠式






　カルディア帝国の王都に初夏が訪れた。

　イーサン皇太子が地方の静定を終えて以降、どこの国境線でも争いは起こらなかった。

　彼の事後処理や、その後の国交関係がうまく運んだものであると、国民はみな喜んでいた。

「イーサン皇太子殿下……いや間もなく皇帝陛下か。平和な世の中になりそうだ」

　国中ではそんな話で持ちきりである。イーサンが前皇帝陛下の退位により、皇帝の地位に就くことになったのだ。

　国中が活気に満ちて、どこもかしこも祝いのムード満点である。

　しかし喜ばしいことがもうひとつあった。それはニーニャの妊娠である。

　まだそれほど目立たないが、第一子を宿しており、来年には生まれるとのことであった。

　そして晴れの日。今日はイーサン皇太子の戴冠式だ。

　ニーニャはアンナの手を借りて、仕度をしている途中である。

　思うところがあるのか、ニーニャは鏡に映る自分の姿をまじまじと見つめていた。

（わたしが皇后に相応しいとは思えない。もっともっと勉強しないといけないわ。イーサン様の隣に立つには、まだまだ足りないところがあるのはわかっている。でも……イーサン様が応援してくれる限りは頑張っていこう）

　シルク製の清楚な純白のドレスは一見地味ともとれる。だがニーニャが着るととても愛らしく、そして気高く見えた。

　ドレスの裾にはパールとダイヤモンドが縫いつけられ、太陽の光が当たるとキラキラと輝く。

　胸もとは緩やかなＶ字で、控えめなニーニャの胸を強調することはない。

　だが、そこにもたくさんのパールとダイヤモンドで彩られ、顔色がとてもよく映った。

　髪の結い上げは、アンナの腕の見せどころであった。

　三つ編みを何本もつくり、てっぺんでお団子にする。そして、パールのピンを挿して華やかさをプラスした。

「素晴らしいですわ。ニーニャ皇太子妃……いえ、皇后陛下」

「ありがとう、アンナ」

　ほんの数週間前、アンナはユリウスと正式に結婚し、見事侯爵夫人となった。

　現在はメイドではなく侍女という立場で、ニーニャに接している。

　だがドレスの手配や髪を結うことだけは、断固として自分がやると譲らなかった。

　彼女の髪結いの技術は最高なので、ニーニャとしても助かるところである。

　仕度が整い、アンナに手を引かれて庭園を歩いていく。

　一陣の風が吹き、ニーニャはふと天を見上げた。

　蒼い空に白い雲。平和を象徴する鳩が群れをなして飛んでいく。

（今日は快晴ね、なんて透きとおった美しい空なの。わたしの今の心境を映したようだわ）

　万感の思いを込めて、ニーニャはエントランスへと向かった。

　デコレーションされた馬車の前で、イーサンが手を差し出してくれる。

　ニーニャは顔をほころばせて、その手を取った。

　ともに馬車に乗り込むと、すぐさま出発する。

「ニーニャ。体調は大丈夫かい？」

　ほんの二週間前まで、ニーニャはつわりで苦しんでいた。なんとイーサンの目的どおり、ハネムーンベイビーを授かったのである。

　ニーニャは、何を食べても、何を飲んでも吐き戻してしまい、げっそりとやつれてしまっていた。

　ところが昨日、とたんに吐き気が収まったのである。驚くほど唐突にだ。

　代わりに謎の食欲が湧いてきて、今なら好き嫌いなど関係なくなんでも食べられそうな気がする。

　そうとは知らないイーサンが、なんどもなんども体調について気を遣ってくる。

　当のニーニャはすっかり食欲が大幅に増量し、すでに少し空腹であった。

「もう大丈夫です。心配しないでください」

「戴冠式のパレードをやめてもよかったんだよ」

「そうはいきません」

　馬車が城門を出た途端に、国民からの歓声が聞こえてきた。

「イーサン皇帝陛下！　ばんざい！」

「ニーニャ皇后陛下！　お幸せに！」

　ふたりは窓から手を振って、とびきりの笑顔を見せた。すると、割れんばかりに拍手喝采が鳴り響いた。

「だってみんながイーサン様と、わたしと……」

　ニーニャはそっと下腹を撫でた。その手の上に、イーサンも自分の大きな手のひらを置く。

「ふたりの子を祝ってくれているもの」

　イーサンはニーニャの手の甲ごと、少しだけ出てきたニーニャの下腹を撫でた。

「そうだな。でも異変を感じたらすぐに言うんだよ」

「はい。イーサン様」

「私の愛しい皇后、大事なニーニャ。君を一生守ると誓おう」

「わたしもイーサン様を愛しています。この世の何よりも……」

　ニーニャは彼の麗しい笑顔を受け、至上の喜びとともに大きく手を振った。





end
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